


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　contents




第一章　きみの名は

第二章　あたらしい生活

第三章　なくしたものを求めて

第四章　ナナのうた

終章　あしたに向かって

あとがき







[image: まじ×どら]










　　　第一章　きみの名は







　　　　　　　１




　カーテンの隙すき間まから朝日が差し込む。

　外は晴れているのか、その日差しは鋭するどく、力強い。

　遠くからはかすかに目覚ましの音。

　その音に驚おどろいたのだろうか、すぐさま、ベッドから転がり落ちる音と悲ひ鳴めいが続く。

　新しい一日が始まろうとしている。

　多少の焦あせりを感じつつも、しかし意い識しきはそらさない。

　魔ま法ほう薬やくの調ちよう合ごうは、最終段階に入っていた。

　目の前には、課か題だい用ように揃そろえた四つの素そ材ざいが並んでいる。

　ドワーフの実みの粉ふん末まつを20グラム。

　乾かん燥そうさせたブラウニーキャロットの根を10グラム。

　まずはその二つをマジックビーカーの中に入れる。

　そこにマジックオイルを10グラムたらして、さらにコボルト草を煮に詰つめて抽ちゆう出しゆつした成分を70グラム注ぎ、よく混まぜ合わせる。

　黒く濁にごった液体を凝ぎよう視しした。分量に狂くるいはない。あとはここに自分の魔ま力りよくを込め、最終調整をするだけだ。

　この加か減げんが難むずかしいので、今までよりも慎しん重ちように行う。

　もうこれで四度目だった。進級のことを考えると、これ以上の失敗はまずい。何がなんでも今日は成功させなければならない。緊きん張ちようのせいで、頰ほおに汗あせが流れる。

　……いや、とにかく目の前の課題だ。

　雑ざつ念ねんを振り払はらい、一度大きく深しん呼こ吸きゆう。

　ゆっくりと精神を集中させる。脳のうから右手へと、魔力のイメージを伝える。

　やがて手のひらから、ぼんやりとした青白い光が生まれた。

　右手をビーカーの上にかざし、その光を搾しぼり出すように握にぎりしめる。

　手のひらの隙間から小さな雫しずくが落ち、ビーカーの中の液体に混ざる。

　光が弾はじけた。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんのこと。すぐに輝かがやきは収おさまり、周しゆう囲いには元もとの薄うす暗ぐらさが戻る。

　ビーカーを覗のぞき込む。中には、透とう明めいな液体が静しずかに波打っていた。

　成功だ。

「よし！」

　思わず手に力が入り、慌あわててビーカーをテーブルの上に置く。

　危ない危ない。うっかりこぼしたりしたら、今までの苦労が台だい無なしだ。

　ともあれ、『妖よう精せいの加か護ご』は完成した。これで万ばん事じオッケーだ。

「僕だって、やればできる！　できるんだ！」

　叫さけびながらビーカーの中の液体をマジックポットに移し、しっかりとフタを閉める。

『妖精の加護』は補ほ助じよ薬やく品ひんとして有名な一いつ品ぴんだ。服ふく用ようすることで体内に取り込む魔ま力りよく量りようを一時的に増やし、使用する魔法の威い力りよくを上げるための魔ま法ほう薬やくである。

　作るのは比ひ較かく的てき簡かん単たんで、今回のように試し験けんの課か題だいに出されることは珍めずらしくない。

　もちろん簡単とは言っても、平へい均きん的てきな生徒にとっては、という意味だけど。

　まあ、それはどうでもいい。とにかく成功したんだから、胸むねを張って提てい出しゆつすればいいんだ。

　持っていくのを忘れないよう、カバンの中に入れ、大きく伸のびをする。

「んー、さすがに徹てつ夜やはこたえるなあ」

　時計を見ると、もうそろそろ登校の準備をしなきゃいけない時間だった。

　多少の眠ねむ気けを感じないでもなかったが、それよりも成功した余よ韻いんの方が大きい。

　実に清すが々すがしい気分だ。こんな気持ちで朝日を拝おがめば、きっと爽そう快かいだろうな。

　そう思って窓まどを開け、心のおもむくままに叫んだ。

「恵めぐみの朝に、感かん謝しやを！」




　──その瞬しゆん間かん、僕の身体からだは強い衝しよう撃げきに襲おそわれた。




「うぐぉっ!?」

　胸むな元もとが真正面から圧あつ迫ぱくされ、その勢いきおいで後方へと吹っ飛ぶ。視し界かいが揺れ、意い識しきが途と切ぎれる。

　そのとき、僕は確たしかに宙ちゆうを舞まった。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、派は手でな音を立て、部へ屋やに置いていた魔法用具の数々を散さん乱らんさせながら、壁かべへとぶつかる。

「い、つ、つ、つ、つ……」

　痛いたみに顔をしかめつつ、うっすらと目を開ける。

「な、なんなんだよ……。何が、起きたんだ……？」

『朝っぱらから、うるせえぞ！』

　困こん惑わくの最さ中なか、騒そう音おんを聞きつけたのか、隣となりの部屋の住人が苦く情じようの怒ど鳴なり声を上げた。

「す、すんませーん！」

　慌てて謝しや罪ざいの言こと葉ばを叫ぶ。くそー、今のは僕のせいじゃないんだけどなあ。でも寮りように住んでる以上は、近きん隣りんの人たちにはなるべく気を遣つかわなきゃいけないし。

　ま、それはいい。とにかく状じよう況きよう確かく認にんだ。

　頭を振って、無む理りやり意い識しきをはっきりさせる。

　強い衝しよう撃げきを受けたのは、僕が窓まどを開けた瞬しゆん間かんのことだった。もしかしたら、窓の外から飛び込んできた『何か』が、胸むな元もとにぶつかったのかもしれない。

　そういや、なんか重いな。僕の身体からだにその『何か』が乗っかっている、のか？

　疑問のままに手をさまよわせると、不意に柔やわらかな感かん触しよくが指先を伝った。

「？」

　指に力を込めてみる。

　これはなんだろう？　ぷにぷにとしていて、触ふれているだけで心地ここちよさを覚える、不ふ思し議ぎな感覚だ。

　視し線せんを胸元に向ける。

「っ！」

　途と端たん、僕の頭は一いつ気きに覚かく醒せいした。

　目を見開き、眼がん前ぜんにある『それ』を見つめる。

　僕の身体に乗っかっていたのは、小さな女の子だった。

　彼女は僕に抱だきつき、安らかな寝ね顔がおを浮かべている。

　しかもその子は、あろうことか、全ぜん裸らだった。

「な、なん、なん、なんだ、これは!?」

　そこでようやく思考が追いつき、恥はずかしさのあまり僕は反はん射しや的てきに顔を天てん井じようへ向ける。

　なんだなんだ？　いったいどういうことなんだ？

　誰だれなんだこの子は？　どうしてここに？

　窓から飛び込んできた？　なぜ？　どうやって？

　いや、そんなことよりも何よりも、どうしてこの子は裸はだかなんだよ!?

　熱くなる頭で必ひつ死しに考える。落ち着け、落ち着くんだ、僕。まずは深しん呼こ吸きゆうをして、気持ちを静しずめろ。

　吸すって、吸って、吐はいてー。吸って、吸って、吐いてー。

「ん……」

　こちらの動どう揺ようが伝わったのかどうかは知らないが、彼女はくすぐったそうな声を漏もらした。

　吐と息いきが僕の首くび筋すじに当たり、思わずノドを詰つまらせる。身体が強こわ張ばり、身動き一つ取れない。

　慌てるな。落ち着け、落ち着くんだ。吸って吸って、吐いてー。吸って吸って、吐いてー。

「……よし」

　深呼吸を繰り返すうちに、ほんの少しだが冷れい静せいさを取り戻せた。大だい丈じよう夫ぶ、僕は冷静だ、冷静だと思い込め。

　さて、色々するべきことはあるかもしれないけど、まずはこの子の裸をなんとかしないとな。

　このままじゃ、その、目のやり場に困こまって何もできないよ。

　横を見ると、幸さいわいにもベッドはここから手が届とどく距きよ離りにあった。

　わずかばかりの理性を働はたらかせて無む理りやり女の子から目をそらし、ぎこちない動どう作さで手を伸のばしてベッドにあるシーツを手に摑つかむ。

　よし、後はこれを彼女にかぶせればいいんだ。

　見なければ平気、見なければ平気！

　女の子を起こさないよう、ゆっくりとシーツを引き寄せ──、

「…………とう、や」

「──え？」

　そのとき、彼女の口から聞こえてきた唐とう突とつな単たん語ごに僕は目を見開き、視し線せんを向けた。

「……冬とう、弥や」

　彼女は再ふたたび同じ言こと葉ばを繰くり返す。

「……この子、今、僕の名前を呼んだのか？」

「冬弥ぁ……」

　またもや少女の口から僕の名前が漏もれる。

　やっぱり、間ま違ちがいない。

　この子は、僕のことを知っている。

　どうしてだ？　どうして僕を知っている？

　僕はこの子のことを、まったく知らないっていうのに。

「ん、んん……」

　もしかしたら、眠りはそれほど深くなかったのかもしれない。彼女はすぐにうめきを上げ、うっすらと目を開けた。

「………………冬、弥？」

　ぼんやりとした口く調ちようで、彼女はまた僕の名を呼ぶ。

「……あ、ああ、そうだけど。き、君は、誰だれ？」

「……？」

　こちらからの問といには答えず、何度か瞬まばたきを繰り返した。

　やがて彼女は軽く身み震ぶるいすると、視線を落とし、自分の身体からだに目を向ける。

「っ！」

　そして大きく目を開いたかと思うと、

「ど、ど、どどど、どうして裸はだかなのよっ！」

　──そんなセリフを、大声で叫さけんだ。

「ええっ!?　し、知らないよ！　こっちが聞きたいくらいだよ！」

　突とつ然ぜんの物言いに驚おどろきながらも、つられて僕も叫ぶ。

「！」

　僕の言こと葉ばに反応して、彼女はこちらへ顔を向けた。

　その子は僕の姿すがたを見るなり、表情を驚きよう愕がくと嫌けん悪おで染そめ、さっきよりも大きな叫さけび声を上げる。

「だ、だ、だ、誰だれよ、あなた！」

「えっ？　い、いや、だからそれは僕が聞きたい──」

「寄らないでよ、変へん態たい！」

　彼女は僕を突つき飛ばすと、転がるように部へ屋やの隅すみへ後ずさった。

　こちらに敵てき意いの視し線せんをぶつけつつも、顔を真まっ赤かにして大事な部分を隠かくす様よう子すに、僕は慌あわてて目をそらす。

　危ない危ない、うっかり見ちゃうところだった。全ぜん身しんが熱くなり、頰ほおが火ほ照てってくる。

　汗あせを拭ぬぐおうとして腕うでを持ち上げ、ふと、手に持ったシーツのことを思い出した。

　そうだ、忘れてた。これを彼女にかけようとしていたんだ。

「あ、あのさ、とにかく落ち着いて、これを──」

「こっち見ないでよ、バカ！」

　僕はシーツを渡わたそうとしたが、しかし彼女は聞く耳持たず、側に落ちていた物を拾ひろって手当たり次し第だいに投げてくる。
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「うわおっ！　お、お前、危ないだろ！」

「うるさいっ、この変へん質しつ者しや！」

「やめろって！　ああっ、バカ！　お前それ、何を持ってんだ！　そんなもん振り上げるな！　それは固い……むぎゃっ！」

　投げた物の一つが顔面にクリーンヒットし、僕は仰あお向むけにぶっ倒たおれた。

「な、なんなんだよ、まったく……」

　痛いたみで熱くなる顔を押さえながら、ゆっくりと身体からだを起こす。

「は、早くそれを寄こしなさいよ！」

　そんな僕の手から、彼女はシーツを奪うばい取り、素す早ばやく自分の身体を覆おおった。

　そして目をつり上げ、口の端はから八や重え歯ばを覗のぞかせながら、汚けがらしい物を見るような眼まな差ざしを僕に向けてくる。

「あ、あなた、わたしに、へ、変なことしてないでしょうね!?」

「はあっ!?　し、してないよ！　するわけないだろ！」

「ウソ！　信じられない！」

　僕は否ひ定ていの言こと葉ばを叫さけぶが、向こうはまるで聞く耳を持とうとしない。

　くそっ、だんだん腹はらが立ってきたな。

　僕が何をしたってんだよ。被ひ害がい者しやはこっちだぞ。

「お前なあ、そりゃあ、その、は、裸はだかを見てしまったのは悪いと思うけど、不ふ可か抗こう力りよくだろ？」

「まあっ！　開き直るつもり？　このわたしの裸を見たんだから、それ相そう応おうの報むくいを受けるのは当然でしょ！」

「な、なんだよ、それは！　お前、何なに様さまのつもりだよ！」

「何様ですって？　いいわ、答えてあげる。よく聞きなさい！　わたしはね！」

「おう、なんだよ！」

「わたしは……っ！」

　威い勢せいのいい言葉を発した彼女は、しかしそこで眉まゆをひそめ、口をぱくぱくさせる。

「ええっとね、わたしは……」

「？」

「わたしは……」

「どうした？　まだ寝ねぼけてるのか？」

「ち、違ちがうわよ！　そうじゃなくて……」

「じゃあなんだよ」

　彼女は怒おこったような顔を作ったが、すぐ元もとの表情に戻る。

　そして僕を見上げながら、言った。

「…………誰だれだっけ？」

「え？」

「思い出せないのよ、自分の名前が。わたしは、誰だれ？」

　……。

　……………。

「……………………はあ？」

　えーっと、あなたは何を言ってるのですか？

　あからさまに不ふ審しんな目を向けていると、彼女はさらに言こと葉ばを続けた。

「だから、分かんないんだってば。わたしが誰なのか、どこから来たのか」

「はあ、そうですか。それは大変デスネ」

「な、何よ、その言い方。ウソじゃないわよ、本当に分からないの」

　さっきまでの怒いかりはどこかにいったのか、彼女はまったくの真ま顔がおで淡たん々たんと話す。その様よう子すを見るかぎりだと、どうやら僕を騙だまそうとしているわけじゃないみたいだ。

　次し第だいに、事じ態たいの深しん刻こくさが僕にも伝わってくる。

「……マジっすか」

　これは、なんだ？　記き憶おく喪そう失しつってやつなのか？

　え、冗じよう談だん抜ぬきで？　本当の本当に？

　なんでそんな奴やつが、僕の部へ屋やに飛び込んできたんだ？

「……何か、覚えてることはないのか？」

「んー、よく分かんない。頭の中がモヤモヤするというか、霧きりに包つつまれてる感じがして、なんにも思い出せないの」

「で、でも、そうだ、僕のことは知ってるんだろ？」

「そうなの？」

「え？　だって君、僕の名前呼んでたよね？」

「そうだっけ？」

「そ、そうだっけって……、そうなんだよ。冬とう弥やって、寝ね言ごとでつぶやいてただろ？」

「んー、覚えてない。というか、そんな名前、聞いたことない」

　……いったいどういうことなんだ？　この子も僕のことを知らない？

　記憶喪失だっていうのなら、そりゃ当然なのかもしれないけど、じゃあさっきこの子が口にした言葉はなんだったんだ？

　何か手がかりはないかと、改あらためて少女の姿すがたを確かく認にんする。

　身しん長ちようはだいたい１４０センチ程てい度ど。見た感じ、年は中学生くらいだろうか。

　つり目がちな目の奥おくには金色の瞳ひとみが輝かがやいており、シーツの隙すき間まから覗のぞく肌はだは透すき通るように白い。腰こしの辺りまで伸のびた赤い髪かみは、朝日を受けてきらめいている。

　気になったのは、頭の両側から見える小さな突とつ起き物ぶつのような物だ。

　アクセサリか何かだろうけど、まるで角つのが生はえているみたいに見える。

　もう一つ気になったのは、身みに着けている物。

　彼女の首には、銀色の細いチョーカーがかけられていたのだ。

　ファッションか何かなんだろうけど、裸はだかなのにあんなアクセサリだけ身に着けてるっていうのが、なんだか妙みように気になるんだ。

　って、そういやこの子、裸だったんだ。あんまりジロジロ見ちゃいけないよな。

　そう思った途と端たんに、女の子が足を組みかえる。僕は慌あわてて視し線せんをそらし、軽くセキ払ばらいをしてごまかした。

　……僕、あの子の身体からだを触さわってしまったんだよな。

　そのときのことを思い出して、思わず頰ほおが熱くなる。

　あの柔やわらかい感かん触しよくは、今でも手の中に残っていた。

「ところで」

　そんなことを考えていると、彼女はふと何かを思い出したように口を開いた。

「さっき胸むな元もとがモゾモゾしてた気がするんだけど、わたしに何かした？」

「えっ!?」

　唐とう突とつな問といかけに、心しん臓ぞうが飛び跳はねる。

「い、いや、あれは不ふ可か抗こう力りよくというか……」

「？」

「な、なんでもない！　そ、それより、何か思い出したことはないのか？」

「んー、そうね。そういえば……」

　ごまかすためにこちらから問いかけると、彼女は人差し指をアゴに当てて、言った。

「一つだけ、はっきりしてることがあるのよ」

「お、なんだ？」

　僕は期き待たいに胸むねを弾はずませる。もしかして、身み元もとが分かるような何かを覚えてるのだろうか？

「こんな俗ぞくっぽい部へ屋やは、わたしには似に合あわないってこと。それだけは分かるの」

「……」

　何言ってんだ、こいつ。

「きっとわたしは、高こう貴きな身み分ぶんの生まれなのね。それなのに何をどう間ま違ちがったのか、こんな狭せま苦くるしい場所で目が覚めるなんて、わたしったらなんて不幸なのかしら」

「……ま、それはそれとして、他に覚えてることはないのか？」

「ちょっと、何よそれ！　ホントにそう思ってるんだからね！」

「はいはい、分かった分かった」

　僕の態たい度どに彼女は頰ほおを膨ふくらませたが、つまらない言いい草ぐさなんて無む視しだ、無視。俗っぽくて狭苦しい場所で悪かったな。

　でもまあ、偉えらそうな態たい度どといい、世せ間けん知らずそうなところといい、本当にどこかのお嬢じよう様さまだったりするのかもしれないな。

　一いち応おう、心の片かた隅すみに留とどめておくか。

　その後、僕は他にも色々と質しつ問もんしてみた。家の住所、親の名前、友達のこと等々。

　しかし彼女は首を横に振るばかりである。

「えーっと、つまり、だ。君は見ず知らずの人間の部へ屋やに飛び込んできた上に、目が覚めたら自分の名前すら覚えてなかったと、そういうこと？」

「うーん、そうなる、のかな。飛び込んできたっていうのがよく分からないけど」

「……あのな、ここは僕の部屋なの。そして君は、他人の部屋へ勝かつ手てに入ってきた不ふ審しん者しやなの。しかも窓まどから、ものすごい速度で、僕めがけて突つっ込んできたの。分かる？」

「そうなんだ。それは災さい難なんだったわね」

「……はあ」

　どっと疲つかれが出て、思わずしゃがみこむ。

　こりゃ、手がかりは皆かい無むに等しいな。

　まあ、『高こう貴きな身み分ぶんの生まれなのかもしれない』ってことが分かっただけでも収しゆう穫かくとしておくべきか。どこまで信じていいのか分からないけどさ。

　しかしいずれにせよ、しかるべきところに連絡を入れて引き取ってもらうしかなさそうだ。この子の事情は分からないけど、これ以上は僕の手に負おえる問題じゃないだろうし。

　まったく、勘かん弁べんして欲ほしいよ。なんだってんだ、ったく。人がようやく課か題だいを完成させた日にこんな面めん倒どうな出で来き事ごとに出くわすなんて、朝っぱらからついてない……。

　って、いま何時だ？

「！」

　時計を見た瞬しゆん間かん、緊きん張ちようが全ぜん身しんを駆かけ巡めぐる。

　まずいな、もうこんな時間か。話し込んでる間にずいぶん時計の針はりが進んだみたいだ。これは、かなり急がなきゃ授業に間に合わなさそうだぞ。

　仕し方かたがない、この子のことは後回しだ。今はとにかく、遅ち刻こくしないことを優ゆう先せんさせよう。

　僕は焦あせりの色を濃こくし、口を開く。

「ねえ、君。悪いけど今から僕──」

「……へ」

　しかし彼女はこちらの言こと葉ばなど聞いた様よう子すもなく、不意に顔をゆがませた。

「へ……、へ……」

「へ？」

　首をかしげる僕の前で、彼女は鼻をムズムズさせ、そして、

「へっぷしゅん！」

　盛せい大だいなクシャミをする。

　──その瞬しゆん間かん、彼女の口から赤い閃せん光こうが生まれた。

　紅ぐ蓮れんの輝かがやきを放つそれは、炎ほのおの塊かたまりだった。

「うほぉっ!?」

　目の前の僕に向かって真まっ直すぐ飛んでくる炎を、反はん射しや的てきに身みをかわして避よける。

　標ひよう的てきを失った炎はそのまま突つき進み、背はい後ごの壁かべにぶち当たった。

　すると飛ひ散さんした火が近くに落ちていたノートに移り、途と端たんに燃え広がる。

「やべっ！」

　近づこうとした僕の足に、カバンが当たる。とっさに手に取って、火ひ元もとへ打ち付けた。

「くそっ！」

　部屋の片かた付づけを怠おこたったことを後こう悔かいしつつも、消火に集中する。

　やがて、黒い焦こげ跡あとを派は手でに残しつつも、なんとか火は収おさまった。

「…………ふうぅ」

　今日一番のため息いきをつき、腰こしを下ろす。

　そして、振り返って少女をきつくにらんだ。

　僕と目が合うと、彼女は身みを縮ちぢこまらせて顔を背そむける。

「……だって、こんな格かつ好こうなんだもん。クシャミくらい出るわよ」

「いや、そういう問題じゃないだろ！　お前、今、口から火を吐はいただろ、火を！」

「え、うん。そうね」

「そうね、じゃないだろ！　おかしいだろ！」

「おかしい、のかな？　よく分かんない」

「おかしいの！　普通の人は口から火を吐いたりしないの！」

「って言われても、わたしにも何がなんだか」

「………………はあ」

　何度目になったか分からないため息をつき、両手を腰に当てる。

　徹てつ夜や明あけのせいか、まともに頭が回らなくなっていた。

　目の前で起きている現実を、どう受け止めればいいのか理解できずにいる。

　もしかして、この子も学園の関係者なのだろうか？

　まあ、こんなところにいるんだから、そうだとしてもおかしくはない。だとしたらさっきの炎に関しても説明がつくし、むしろそう考える方が妥だ当とうではある。

　でも、クシャミして炎を吐く魔ま法ほうなんて、聞いたことないぞ。いったい何なに科かの生徒なんだ、この子は。

　疑問に頭を抱かかえていると、

「……へ」

　彼女は再ふたたび顔をゆがめて、息いきを吸すい込んだ。

「ま、待まて待て！　ストップ、ストップ！」

　驚おどろいた僕は彼女の元もとへ駆かけ、瞬しゆん時じに口と鼻を押さえた。

　そしてそのまま床ゆかに押し倒たおす。

　冗じよう談だんじゃないぞ、これ以上被ひ害がいを増やされてたまるか！

「む、むくぅ……っ！」

　少女は悲ひ鳴めいを漏もらして手足をバタつかせるが、そんなものはお構かまいなしだ！

　しばらくそのままの体たい勢せいで押さえつけていると、やがて彼女はぐったりと身体からだから力を抜いた。

「ふう、やれやれ。なんとか治おさまったみたいだな」

　安心した僕は手を離はなして、額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。

　同時に少女の腕うでが伸のびて、その拳こぶしが僕のアゴにクリーンヒットした。

「ふぎゃっ！」

「くっ、苦しいじゃない！　いきなり何すんのよ！」

「いっつぅ……。なんだよ、さっきみたいなことにならないようにしただけじゃないか！」

「そんなこと言って、わたしにヘンなことするつもりだったんでしょ！」

「んなっ！　そ、そ、そ、そんなわけないだろ！」

「信じられない！　し・ん・じ・ら・れ・な・い！」

「お、お前なあ……。記き憶おくがなくて、何も分からないんだろ？　だったらちょっとはこっちの言うことを信じてくれよな！」

「何よ、別にあなたのために記憶をなくしたわけじゃないんだからねっ！　偉えらそうに言われる筋すじ合あいは無いわよ！」

　こちらの言い分なんかまるで無む視しして、彼女は両手で僕を突つき飛ばした。

　その勢いきおいで僕は床を転がりつつも、なんとか起き上がる。少女は八や重え歯ばをむき出しにして、大たい層そうご立りつ腹ぷくの様よう子すだ。

　理り不ふ尽じんなことが続いているせいで、精神的にそろそろ限げん界かいが近かった。感情の任まかせるままに、僕は口を開く。

「あのなあ、いいかげんに──」

　乱らん暴ぼうな言こと葉ばを吐はきそうになる寸すん前ぜんで、しかし、彼女の姿すがたを見て声が詰つまる。

　暴あばれたせいだろうか、その子の身みを隠かくすシーツが、大きくはだけていたのだ。

　隙すき間まから覗のぞく白い足が視し界かいに入り、すぐに目をそらす。

　……確たしかに、裸はだかのままってのはまずいよな。クシャミのことはともかく、万まんが一いち誰だれかにこの姿を見られでもしたら、いらぬ誤ご解かいを招まねきかねない。

「あー、その、なんだ。ちょっと、待ってて」

　僕はなんとか気持ちを落ち着け、部へ屋やの隅すみにあるクローゼットを開けた。

　そして中から適てき当とうに服を引っ張り出し、

「ほら、これ着ろよ」

　彼女の方をなるべく見ないようにしながら、服を持った手を突つき出す。

「へ？　あ、ああ、うん、ありがと」

　こちらの態たい度どに拍ひよう子し抜ぬけしたのか、気の抜けた言こと葉ばが返ってきた。彼女は警けい戒かいの目を向けながらも服を受け取り、ジロジロと眺ながめ回している。

　そんな彼女の反応を見ながら、話を続けた。

「あのさ、僕は今から、ちょっと出かけなくちゃいけないんだ」

「へえ、そうなの」

「それでさ、僕が出かけてる間は、この部屋でじっとしてて欲ほしいんだよ」

「……何よ、それ」

　その言葉に、彼女は不満の声を上げる。

「僕にも一いち応おう、世せ間けん体ていってやつがあるからな。それは君も同じだろ？　もし今の状じよう況きようで、君がこの部屋にいることを誰だれかに知られたら、お互たがいにとってあんまり都つ合ごうのいいことにならないと思うんだ。それは分かるかな？」

「……そういうもの、なの？」

「そういうものなの。鍵かぎはかけておくから、絶対に開けないように。チャイムが鳴っても無む視ししておいて欲しい」

　言いながら、開いている窓まどとカーテンを閉める。

「訳わけ分わかんないことばっかで混こん乱らんしてるかもしれないけど、とりあえず僕が帰ってくるまでは、ここで大人しくしていてくれないかな？　君のことは、きっとなんとかするからさ」

　少女に向き直って、まっすぐ見つめる。

「……仕し方かたないわね」

　彼女は不満げに口をとがらせていたが、やがて不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じで、ゆっくりとうなずいた。

「オッケー、じゃあまた後でな」

　言って僕はカバンを脇わきに抱かかえ、玄げん関かんへと足を向ける。

　ハンガーにかけてあった黒のハーフマントを手に取り、乱らん暴ぼうに羽は織おったところで、ふと言っておくべきことを思い出した。

「あとな、念ねんのため言っておくけど、君には本当に何もしてない。誓ちかってもいい」

　僕の言葉に、彼女は苦く笑しようを浮かべる。

「……信じろっていうんでしょ。分かったわよ、信じてあげる。あなた、意外と優やさしいのね」

「なっ、何言ってんだ」

　途と端たん、気き恥はずかしさで頭に血が上って、顔が赤くなった。

「優やさしい」の一ひと言ことが照てれくさかった。だから僕は、つい言こと葉ばをこぼす。

「そ、そんなんじゃないよ。ぼ、僕は、そ、そう、巨きよ乳にゆう派はだからな！　君の裸はだかなんか見ても、なんとも思わないんだよ！」

「──っ！」

　そう言った瞬しゆん間かん、少女の顔が真まっ赤かに染そまる。

「よ、よかったな、何もなくてさ」

「う、う、うるさいっ！　このドスケベ！　ド変へん態たい！　さっさと行きなさいよ！」

　顔どころか指の先まで真っ赤にして、彼女は手て元もとにあった物を投げつけてきた。

「ちょ、お前、なんだよ、それは！　とにかく、部へ屋やから出ないでくれよな！」

　念ねんを押しつつ、僕は少女の攻こう撃げきをかわして玄げん関かんへ直行する。靴くつを履はき、立てかけられていたホウキを空あいた方の手で持つ。

　ドアを開け、即そく座ざに閉めて左右を確かく認にんしながら鍵かぎをかける。

　よし、誰だれもいないな。

　ほっとして安あん堵どのため息いきをついた。

　まったく、せっかく安心させてやろうと思って言ったのに、あの態たい度どはないだろ？

　怒おこりっぽい奴やつだなあ。




　　　　　　　２




　寮りようの階段を下りながら、気持ちを切り替えるために一度だけ強く息を吐はく。あの子のことはかなり気になっていたけど、ひとまず置いておこう。

　今はとにかく、登校だ。

　腕うで時ど計けいを見ると、針はりは予よ鈴れいが鳴るギリギリのところを指していた。

　ボヤ騒さわぎでさらに時間を食っていたみたいだ。こりゃ、全速力で飛ばしていくしかないな。

　手に持ったホウキを水平に掲かかげ、精せい神しんを集中させる。

　力を込めると、ホウキは青白い輝かがやきを放ち始めた。

　軽くジャンプして飛び乗り、ホウキにまたがる。

　するとホウキは、一定の高さを保たもったまま宙ちゆうに浮いた。

　細かいルールを設せつ定ていしてる暇ひまはない。僕は頭を前に倒たおし、単たん純じゆんに一ひと言ことだけ、命じる。

「進め！」

　刹せつ那な、ホウキは急スピードで直進した。

　魔ま力りよくを込こめることで空を飛ぶことができる、魔法のホウキである。

　僕だってこれくらいの初しよ歩ほ的てきな魔法なら、なんとか使えるんだ。

　風を切り、マントをなびかせながら、通学路をひたすら突つき進んだ。魔ま法ほう雑ざつ貨か屋や、魔法料りよう理り屋や、魔法書店といった見み慣なれた店の前を通り過すぎる。このスピードなら、ギリギリ間に合うかもしれない。

　途と中ちゆう、僕と同じようにホウキにまたがった人物が目に入った。

　ホウキを移い動どう手段に使う郵ゆう便びん屋やさん、通つう称しようホウキ便びんのお兄さんだ。

　ぶつかりそうになりながらも、なんとか横に避よけて、一いつ気きに抜ぬき去さる。

「バッキャロー！　気をつけやがれ！」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくを置いて、背はい後ごから猛もう烈れつな叫さけびが聞こえてきた。砂すなぼこりが舞まって口の中にゴミが入ったのだろうか、叫んだ後に激はげしく咳せき込んでいる。

　そのことを心苦しく思いながらも、しかしスピードは落とさない。

　悪い、お兄さん。お仕し事ごとの邪じや魔まをするつもりはないけど、こっちもあんまり余よ裕ゆうがないんだ。

「すんませーん！」

　頭を下げて謝あやまり、再ふたたび前を向く。

　──その瞬しゆん間かん、視し界かいに黒い影かげが飛び込んできた。

　曲まがり角かどから人が飛び出したのだ。

「っ！」

　反はん射しや的てきに急ブレーキをかける。が、間まに合うわけがない。

　僕とその人物は、真ま正しよう面めんから激げき突とつした。

「きゃっ！」

「うわっ！」

　衝しよう撃げきとほぼ同時に悲ひ鳴めいが上がる。

　僕はホウキを投げ出し、その人物ともつれながら地面を転がった。

「いつつつつ……。ご、ごめん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　痛いたみに顔をしかめつつ、謝しや罪ざいの言こと葉ばを述べる。

「え、う、うん、大丈──」

　僕の下で仰あお向むけになっていたその人物は、起き上がろうとして自分の身体からだに目をやり、

「なななななっ、何してんのよバカ冬とう弥や！」

　いきなり僕に平ひら手て打うちをぶちかました。

「っつう！　って、あれ？　その声は沙さ織おりか？」

「沙織か、じゃないわよ！　さっさと離はなれてよね！」

　尋たずねると、烈れつ火かの勢いきおいで怒ど鳴なられた。

「なんだよ、そんなに怒おこらなくてもいいだろ」

「い、いいから、早くその手をどけなさいってば！」

　彼女は頰ほおを真まっ赤かにして、またもや平手打ちを食らわせてくる。

「ったいなあ！　ったく、手ってなんだよ？」

　不満を漏もらしながら、指先に力を込めてみた。

「ひゃん！」

　すると沙さ織おりは、高い声を上げて身体からだを揺らせる。

「？」

　疑問に思って、視し線せんをずらす。

　見ると、僕の両手は彼女の胸むねを鷲わし摑づかみにしていた。

「うわおっ!?　わ、悪い悪い！」

　謝あやまりながら慌あわてて両手を上げ、そのまま立ち上がる。
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　あー、びっくりした。沙織って、結構大きかったんだな……。

　手の中に残る感かん触しよくに、自然と鼓こ動どうが激はげしくなる。

「まったく、あんたはいっつもそうやってエッチなことばっかりするんだから……」

　僕の後に続いて立ち上がり、背中のハーフマントについた土を払はらいながら、沙織はブツクサと不満を漏らす。その顔は遠くから見ても分かるくらい真まっ赤かだ。

　彼女の名前は世せ良ら沙織。僕の同どう級きゆう生せいである。

「な、なにやら誤ご解かいされそうなセリフが聞こえたけど、今のは事じ故こだぞ、事故。この前のアレだって──」

「言い訳わけしない！　それより、ホウキであんなスピードを出したら危ないでしょ。気をつけなさいよね」

　沙さ織おりは両手を腰こしに当て、僕より頭一つ分低い目線からこちらを見上げ、きつくにらんでくる。

「しょうがないだろ、時間が時間なんだし……って、そんなこと言ってる場合じゃない！」

「え？　あ、そ、そうね！　急ぎましょう！」

　言こと葉ばを交かわしながら、本ほん来らいの目的を思い出す。話をしてる暇ひまがあったら足を動かさないと。

　辺あたりを見回すと、すぐにホウキは見つかった。駆かけ寄って手に取り、再ふたたび魔ま力りよくを込めようとして、

「あー、やっちまった……」

　失望に心を支配される。

　ホウキは、真ん中から見事に折おれていたのだ。

　これでは使い物にならない。

「仕し方かたない、走ろう！」

　言うと同時に、足を踏ふみ出した。

　その隣となりで、自じ慢まんのポニーテールを揺らして沙織も駆ける。

　走りながら、沙織に話しかけた。

「寝ね坊ぼうでもしたのか？　どうせまた新しい実験でもしてたんだろ？」

「う、うるさいわね！　ちょっと新しん薬やくの調ちよう合ごうを試ためしてただけよ！　そしたら、つい夜よ更ふかしをしちゃって……」

「お前、本当に薬くすりバカだなあ。夜更かしは美び容ようの敵てきだぞ？」

「よ、余よ計けいなお世話よ！　私のことより、自分の心配をしなさいよね！　どうせ冬とう弥やも寝坊したんでしょ？　そんなんだから万まん年ねん落ちこぼれなんて言われるんじゃない。もっとシャキっとしなさいよね、シャキっと！」

「……こっちはこっちで、色々あったんだよ。それに、こうして並ならんで走ってる時点でお前も僕と同どう類るいじゃないか。そんな奴やつに説教されたくないな」

「く、口の減へらない奴め……。ホント、最低な朝だわ！　冬弥が絡からむと、どうしてこうも騒そう々ぞうしくなるのかしら！」

　いつものように無む駄だ口ぐちを叩たたき合ってると、やがて校門が見えてきた。

「沙織、一時間目の授業は？」

「基き礎そ薬やく術じゆつ」

「じゃあ一いつ緒しよだな。沙織はもう課か題だい提出したのか？」

「『妖よう精せいの加か護ご』のこと？　それ、まだ提出してないのは多た分ぶん、冬弥だけよ」

「……マジかよ、参まいったなあ」

　校門をくぐり抜けると同時に、予よ鈴れいが鳴る。

「まあ、いいや。期限内に提出すれば、成せい績せきは同じだ！」

　気き合あいの叫さけびと共ともに、さらに走る速度を加速させた。

　目的の教室が見えてくる。

　脇わき目めも振らず足を動かし、入り口を乱らん暴ぼうに開け放つ。

　そして、ほとんど転がるようにして滑すべり込んだ。

　他の生徒たちの注ちゆう目もくを集めながら、教きよう壇だんに顔を向ける。

　先生はまだ来ていない。セーフだ！

「助かったぁ……」

　沙さ織おりと顔を見合わせ、二人して安あん堵どの息いきをつく。

　こうして、魔ま法ほう使つかい見習いとしての僕の一日は、今日も始まったのだった。







　私立・竜りゆう煌おう寺じ学園。

　それが、僕の通う学校の名前だ。

　生徒の自じ主しゆ性せいを重おもんじる自由な校こう風ふうをモットーとしたごく普通の私立校、という看かん板ばんをぶら下げてはいるが、もちろん建たて前まえである。

　実じつ際さいは世せ界かい各地に存そん在ざいする魔法学校のうちの一校であり、魔法使いを育いく成せいするための教育機関なのだ。

　素そ質しつのある人間はここで小中高一いつ環かんの教育を受け、卒業する頃ころには一人前の魔法使いが出で来き上あがり、というわけだ。

　制服は男女共ともに青のブレザー。その上に、黒のハーフマントを羽は織おるのが正せい式しきな服ふく装そうとして定められている。

　学園での授業は単たん位い制せいで、規き定ていの単位数を得れば進しん級きゆう・卒業できる仕組みになっており、僕たちはここで未来の魔法使いを目指して、日ひ々び研けん磨ましているんだ。

　校こう舎しやは人知れぬ山やま奥おくに建たてられている上、敷しき地ち全体が強力な結けつ界かいで覆おおわれているため、魔法を使えない人間がこの学園を認にん識しきできることは、まずない。全ぜん寮りよう制せいなのは通学の不ふ便べんさを考こう慮りよしてのことだが、機き密みつ保ほ持じという側そく面めんもあるというわけだ。

　当然、下げ山ざんするのにはそれなりの苦労を伴ともなうが、敷地内には様さま々ざまな設せつ備びが整ととのっているから、一種の隔かく離り施し設せつとなっているここでの生活に不自由さを感じることはほとんどない。

　そんな竜煌寺学園の高等部・普通科一年生という肩かた書がきが、六月上じよう旬じゆん現げん在ざいでの僕の略りやく歴れきなのである。

　普通科とは読んで字じのごとく、ごく一いつ般ぱん的てきな魔法を習得するための学科だ。ほとんどの生徒がこの学科を専せん攻こうしている。

　専門的なことを深く掘ほり下げた難むずかしい授業は少ないが、習う範はん囲いはやたらと広いので、他の学科の生徒と授業が『かぶる』ことが多いのだ。

　だから今日もこうして薬やく術じゆつ科かの人たちと同じ授業を受けることになった、という次し第だいなんだ。

　薬術科というのは魔ま法ほうそのものより、儀ぎ式しき等に使う薬くすりの知ち識しきを身みにつけたり、新しん薬やくを開発したりするための学科である。

　もちろん魔法を習しゆう得とくするための授業も行われるが、それはあくまでも薬の効こう果かを知るためだ。どの薬を使えばどの魔法にどんな影えい響きようが出るかを学ぶことで、研けん究きゆうに役立てるのである。

　そして世せ良ら沙さ織おりは、そんな薬術科を専せん攻こうする生徒の一人なのだった。

　一時間目の授業はもう始まっている。先生が出しゆつ席せきを取る中、さっきの全速力ダッシュがこたえたのか沙織は僕の隣となりの席でうつ伏ぶせ、苦しそうに肩で息いきをしていた。

　体力ないなあ、実験ばっかで部へ屋やにこもってるからだろうなあ、なんてことを思いながらも、またゴチャゴチャ言われると面めん倒どうなので口にはしない。

　僕と沙織は専攻が違ちがうけど、付き合い自体はかなり長い。入学以来ほとんど毎日のように顔を合わせてるし、生活面でも助け合うことが多く、もはや腐くされ縁えんのような関係だ。

　ま、そういうのは何も僕たちに限ったことじゃないけどね。

　ここは閉へい鎖さ的てきな空間だし、進級しても基本的にメンバーが変わることはないから、どの生徒も他の学科との交流はそれなりにあるんだ。

「成なる瀬せ」

　考え事をしているうちに、僕の番まで出席の確かく認にんが回ってきた。

　手を挙あげて返事をすると、先生はさらに言こと葉ばを続ける。

「お前、課か題だいは出で来きたのか？」

「はい、もちろんです！」

　予想していた質しつ問もんに、僕は元気よく答えた。

「バッチリですよ、先生！」

　自然と笑えみが浮かび、親おや指ゆびまで立ててみせる。

　三度の失敗を経へて、ようやく完成させた代しろ物ものなんだ。苦労した分、喜よろこびも大きくなるというものである。

「見てください、この会かい心しんの出来栄ばえを！」

　僕は立ち上がってカバンを開け、中を確かく認にんし、

「──」

　その場で凍こおりついた。

「…………へ？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が出る。

　カバンの中で、マジックポットは粉こな々ごなに割われていた。

　当然、入っていた液体はこぼれ、中はびしょ濡ぬれ。これでは提てい出しゆつどころではない。

「な、なんで？」

　不ふ測そくの事じ態たいにうろたえつつも、しかしすぐに今朝のボヤ騒さわぎを思い出す。

　僕はあのとき、火を消そうとしてカバンを叩たたきつけたのだ。そのせいで、中に入れてあったマジックポットが割われたのだろう。

「うああぅぅ、やってしまった……」

　頭を抱かかえてうなり声を上げる。だが悔くやんだところで、もう遅おそい。失敗は失敗だ。

『修しゆう繕ぜん』の魔ま法ほうでも使えれば、また話は別かもしれない。でもそんな上級魔法を使えるくらいなら、そもそも今回の課か題だいだってとっくに提てい出しゆつし終わってるさ。

　僕の様よう子すを不ふ審しんに思ったのか、先生は近くまで来るとカバンの中を覗のぞき込む。

　そして惨さん状じようを確たしかめると、肩を落として小さなため息いきをついた。

「まあ、作ったことは確かのようだし、今回は大おお目めに見ておいてやろう。だがな、もうお前も高等部の生徒なんだ。ずっとこんな調ちよう子しだと、これから先はきついぞ？」

「分かってます！　次からは気をつけます！　ありがとうございます！」

　寛かん大だいな処しよ置ちに深々と礼れいをする。

　教きよう壇だんに戻る先生を見送りながら、大きく息を吐はいて着ちやく席せきした。再さい提出なんてことになっていたら、マジで危なかった。期限内にもう一度あれを作る自信なんて、これっぽっちもないからなあ。

（ドジ）

　隣となりで沙さ織おりが声に出さずにつぶやく。

　悔くやしいので無む視しすると、向こうも「フン」と鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

　周まわりのみんなは、僕の失しつ態たいに対して特に騒さわぎ立てたりしない。

　いつものことだから、珍めずらしい光こう景けいでもなんでもないのだ。

　そう。僕はいわゆる劣れつ等とう生せいってやつだ。さっきみたいなやり取りだって一度や二度ではない。

　ここにいる連中のほとんどは、初しよ等とう部ぶ一年生のときから魔法を学んでいる人ばかりだ。

　対して、僕は十歳の頃ころ、つまり五年生のときからの途と中ちゆう入学である。

　その分、他の人よりも魔法に関する理解が遅おくれている。

　元もと々もと、大たいした才さい能のうもなかったんだと思う。だから十六歳になった今でも、僕は初しよ歩ほ的てきな魔法もロクに扱あつかえず、いつも落らく第だいギリギリのところでヒーコラ言ってるってわけだ。

　ま、それでも今いま更さらここを辞やめるつもりは一いつ切さいないんだけどね。

「よーし、じゃあ授業始めるぞー」

　出席を確かく認にんし終えた先生が、教科書を開く。

　同時に僕はノートを開き、姿し勢せいを正した。

　人よりも遅れている分、せめて授業は真ま面じ目めに聞いてカバーしないと。

　この程てい度どの失しつ敗ぱいでへこたれてる暇ひまなんてないんだ。

　僕は魔ま法ほう使つかいになるんだから。
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「ちゃんと気をつけないから、ああなるのよ」

　授業が終わると同時に、沙さ織おりが話しかけてきた。

「なんのことだ？」

「課か題だいよ、課題。どうせ乱らん暴ぼうに振り回したりしたんでしょ？　マジックポットは意外と衝しよう撃げきに弱いんだから、慎しん重ちように扱あつかわないとダメじゃない」

「うるさいなあ、だから今朝は色々あったんだって言ってるだろ」

　唐とう突とつな物言いに腹はらが立ち、ついそう言い返してしまう。

「何よ、色々って」

「な、なんでもいいだろ、気にすんなって」

「そんなこと言われたら、気になるに決まってるじゃない」

　当然、追つい求きゆうの手が伸のびてくる。

　しかし今朝のあれを説明なんてできるわけがない。僕ぼく自じ身しんでさえ何がなんだか分かってないのに、変へんに誤ご解かいでもされたら面めん倒どうだ。

　……あの女の子、ちゃんと大人しくしてるかな。多少部へ屋やを散ちらかすくらいならいいけど、またクシャミでもされて火か事じにでもなったら大変だ。あの子の存そん在ざいが周しゆう囲いにバレるし、火事の責せき任にんは当然、僕にふりかかってくるだろう。

　もしかして、あの子を部屋に置いてきたのは間ま違ちがいだった、のか？

　いや、でもここへ連れてくるわけにもいかないし。他に選せん択たく肢しが無かった以上、仕し方かたないさ。

　だってあの子は、裸はだかで他人の部屋に飛び込んでくるような、ちょっとおかしな女の子なんだ。なるべく慎重に対たい処しよしなきゃいけないんだよ、うん。

　──そういやあの子、結けつ構こう可愛かわいかったよな。

　目は大きかったし、髪かみはサラサラだったし。

　手足はほっそりとしていて、ちょっとでも強く握にぎったら折おれてしまいそうなほど。

　肌はだはまぶしいくらいに真まっ白で、触ふれたときのあの感かん触しよくはとっても柔やわらかくて……。

　って、そうじゃない、そうじゃない。

　ついついあの子の姿すがたが頭に浮かび、頰ほおが熱を帯おびてくる。

　そんなものを思い出してどうするんだ。しっかりしろよ、僕の理り性せい。

　それに、よく考えろ。可愛いからってなんだっていうんだ。あの子のせいで、せっかく完成させた『妖よう精せいの加か護ご』が台だい無なしになったんだぞ。

　魔法だかなんだか知らないけど、口から火を吹ふいたりするような危ない奴やつに、気を許ゆるすわけにはいかないんだ。

「ちょっと、聞いてる？」

「えっ？」

　考えにふけっていると、沙さ織おりが再ふたたび詰つめ寄ってきた。

　頭の中を覗のぞかれたような気がして、思わず息いきを詰まらせる。

「だからー、色々ってなんなのよ？」

「さ、沙織が気にするようなことじゃないって言ってるだろ」

「別に教えてくれたっていいじゃない。困こまってることでもあるなら、力になるんだから。今いま更さら遠えん慮りよなんてする仲なかじゃないでしょ」

　いや、説明できないから困ってるんだってば。

　なんとか切り抜ける方法はないかと考えあぐねていたそのとき、

「？」

　視し界かいの隅すみに、影かげが映うつった。

　なんだ、今のは？

　影が見えた方向、窓まどの外へと目を向けてみる。

　晴はれた空には雲くも一つなかった。代わりに、何か小さな点が宙ちゆうを飛び回っているのを確かく認にんできる。

　鳥か何かだろうか？　それにしてはやけに大きい気もするし、なんだか少しずつ大きくなってきてるようにも思える。

　しかし、なんだか分からないけど、ちょうどいい。話をそらすチャンスだ。

「冬とう弥や？」

　僕の反応をいぶかしく思ったのか、沙織は首をかしげてこちらを見ている。

　そんな沙織に向かって、口を開いた。

「な、なあ、あれって何かな？」

　そう言って僕は窓の外を指差し、席せきを立って窓まど際ぎわへと歩く。

「何って……、あっ、そんなこと言って誤ご魔ま化かすつもりでしょ？」

　沙織は一いつ瞬しゆん考えるような表情を見せたが、すぐに声の調ちよう子しが厳きびしいものへと変わる。

「い、いや、違ちがうよ。何言ってんだよ」

　くそっ、さすがに鋭するどいな。

　でも、誤魔化してるのは本当だけど、何かが見えてるのも確たしかなんだ。ひるむ必ひつ要ようなんて、ないよな。

「ほら、あれだよ、あれ」

　事実を証しよう明めいするために、僕は勢いきおいよく窓を開けた。

　そしてわざとらしい口く調ちようになりながらも、空を指差す。

「ほら、見ろよー。あそこに何かあるだろ？　あれはいったい、なんなんだろうなー？」




　──その瞬しゆん間かん、僕の身体からだは強い衝しよう撃げきに襲おそわれた。




「はうぐぅっ!?」

　胸むな元もとが真正面から圧あつ迫ぱくされ、その勢いきおいで後こう方ほうへと吹ふっ飛ぶ。

　そのとき、僕は確たしかに、確かに宙ちゆうを舞まったんだ。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、派は手でな音を立て、教室の机つくえを倒たおしながら床ゆかを転ころがる。

「ぬ、ぐ、ぐ、ぐ、ぐ……」

　痛いたみに顔をしかめつつ、苦く悶もんの声を上げた。

「な、なんか今朝も似にたようなことがあったんじゃ……」

　それに、なんか重いな。身体の上に何かが乗っかってるような……。

　んー、なんだろう？　この重さには、覚えがあるような気がするぞ？

「やっぱり、ここにいたんだ」

　すぐ側で、聞いたことのある声がした。身体を起こし、疑問のままに手をさまよわせていると、不意に柔やわらかな感かん触しよくが指先を伝う。

「っ！」

　この感触にも覚えがある。ぷにぷにとしていて、触ふれているだけで心地ここちよい、不ふ思し議ぎな感覚。

「もしかして、これって……」

　僕はうっすらと目を開けて、視し線せんを胸元に向けようとして、

「いつまで触さわってんのよ、このド変へん態たい！」

　思いっきり突つき飛ばされた。

「むぎゃっ！」

　僕はまた身体を打ちつけられ、その勢いきおいで床に頭をぶつけて、口から悲ひ鳴めいが漏もれる。

「お、お前なあ……」

　痛みに耐たえながら目を開け、確かく認にんする。

　いつの間にか仁に王おう立だちになってこちらを見下ろしていたその人物は、今朝、僕の部へ屋やに飛び込んできた、あの記き憶おく喪そう失しつの少女だった。

「な、何やってんだよ、こんなところで……」

　ゆっくりと起き上がり、少女に恨うらみがましい視線を向ける。

　周しゆう囲いにはざわめきが広がっていた。教室に残っていた生徒たちが、突とつ然ぜんの出で来き事ごとに驚おどろき、騒さわいでいるのだ。

　まだ多くの人が残っていたから、ちょっとした混こん乱らんが起きているみたいだ。

　まあ、そりゃそうだよな。いきなり窓まどの外から人が飛び込んできたら、誰だれだって驚くよ。

　僕だって驚いてるよ。今朝も驚いたばかりだよ。

　まったく、部へ屋やで大人しくしてろって言ったのに、なぜこの子はここに来たんだ？

　というか、どうやってここまで来たんだろう。この子、窓まどから飛び込んできたんだよね？

「ねえちょっと、聞きたいことがあるの」

　僕のつぶやきは無む視しして、少女は口を開いた。

「服の着き方かたってこれで合ってるかな？　あなたと同じように着てみたんだけど」

　そう言って少女は自分の姿すがたを見回す。

　彼女は今、僕が出かける直前に渡わたした服を着ていた。白のカッターシャツに青のジーンズという組み合わせ。しかしサイズが合わないのか、カッターシャツもジーンズもだぶついているし、ボタンだって掛かけ間ま違ちがえてる。靴くつは履はいてなくて裸足はだしのままだし、首のチョーカーも頭のアクセサリも付けたままだ。

　しかしそんなことよりも、もっと気になることがあった。

　彼女の背中からは、大きな翼つばさみたいな物が生はえていたんだ。

　その翼は黒く鈍にぶい輝かがやきを放ち、コウモリの羽はねみたいな形をしていて、時とき折おりピクピクと動いている。

　あれは、なんだ？

　もしかしてあの翼を使って、自じ力りきで空を飛んできた？

「誰だれだ、あの子？」

「さあ……。見覚えないよな？」

　疑問を膨ふくらませる僕の側そばでは、生徒たちが口々に疑問の声を漏もらしている。

「また冬とう弥や絡がらみか？」

「だろうな。あいつ、いっつも騒そう動どうを起こしてるし」

「はた迷めい惑わくな奴やつだよな」

　うるさいな、人を災さい害がいみたいに言わないでくれよ。こっちだって、好すきでやってるわけじゃないんだから。

　文もん句くの一つでもぶつけてやろうかと思ったけど、

「ねえ、あの子も魔ま法ほう使いなのかな？」

　別の生徒が口にした言こと葉ばに、耳を傾かたむける。

「多分、そうでしょうね。あれはおそらく肉体の一部を変化させる『変へん異い』の魔法。その上、なんのマジックアイテムも無なしに『飛行』まで使いこなすなんて、ものすごく優ゆう秀しゆうな魔法使いだわ」

　……そう、だよな。炎ほのおを吐はいたのと同じように、あれも魔法の一種のはずだよな。

　ってことはなんだ。この子は僕の部屋にも魔法を使って飛び込んできたってことか？

　なんでそんなことをしたんだ？　意味が分からないぞ。

「ねえってば、答えてよ。これで合ってるの？」

　こちらの考えなど気にせず、少女は言こと葉ばを繰くり返す。

「……まさか、それを聞くためだけに、わざわざここへ来たのか？」

「ん？　ううん、それはちょっと気になっただけ」

「じゃあ、なんだよ。どうしてここに来たんだよ」

「えっとね」

　いぶかしむ僕とは対たい照しよう的てきに、彼女はあっけらかんとした口く調ちようで言った。

「お腹なか、空すいたから」

「……はあ？」

「だから、お腹空いたの。何か食べさせてよ」

　……そっか。そういや、朝から何も食べてなかったな。そりゃあついつい空飛んで学校まで来てしまうよな。それなら仕し方かたないか。

　……いやいやいやいや。

　そうじゃない、そうじゃないだろ。

　何を納なつ得とくしかけてるんだ、僕は。お腹が空いててもおかしいだろ、それは。

「あのさ、もっと他にやり方があるだろ。というか、ちょっとお腹が空いたくらいなら、我が慢まんしてくれよ」

「ちょっとじゃないもん。我慢なんてできないもん」

「そんなこと言われてもなあ、僕にも世せ間けん体ていがあるって言ったじゃないか。どうして分かってくれないんだよ……。それ以前にさ、冷れい蔵ぞう庫こに何か食べる物が入ってただろ？　勝かつ手てに食べても文もん句くは言わなかったぞ？」

「『れいぞうこ』って、何？」

「……そんなことも忘れちゃってるのか」

　そうか、そういうことか。だからこの子……。

　あー、これはミスったなあ。もっとちゃんと教えておけばよかった。

「その子、冬とう弥やの知り合いなの？」

　後こう悔かいの念ねんにかられていると、不意に背はい後ごから声が聞こえてくる。

　沙さ織おりだった。

　沙織は僕と記き憶おく喪そう失しつの少女をジロジロと見み比くらべている。突とつ然ぜんの騒そう動どうに加くわえ、そこに僕が関係してるってことにも不ふ審しんなものを感じているのだろう。

「し、知らないよ、こんな子」

　沙織の方へ向き直り、僕は慌あわてて首を横に振る。

　この少女とは今朝けさ出会ったばかりだけど、確たしかに知り合いと言えば知り合いだ。でもそれをバカ正直に答えるわけにはいかない。信じてもらえるとは思えないし、信じられたら、それはそれでややこしいことになりそうだし。

「でも、その子の着てる服って、冬とう弥やの私し服ふくよね？　どうして知らない人があんたの服を着てるのよ」

「げっ」

　しまった。そういやそうだった。

「『げっ』って何よ。やっぱり知り合いなんでしょ。どうしてそんなあっさりバレるウソつくの」

　僕の発言を聞き逃さず、沙さ織おりが詰つめ寄ってくる。

　まずい、まずいぞ。何か上手うまく言い逃のがれる方法は無いか？

「えっとね」

　返答に窮きゆうしていると、背中から記き憶おく喪そう失しつの少女が僕の代わりに答えた。

「この服は貸してもらったの」

　おお、フォローしてくれるのか、助かるぞ！

　思わず僕はガッツポーズを作り、

「わたしが裸はだかのままじゃ困こまるだろうからって」

「裸!?」

　少女の回答に、沙織は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「って、フォローでもなんでもねえ！　何言ってんだよ！」

「冬弥、あんたこの子に何をしたのよ！」

「な、何もしてないよ！　変な勘かん違ちがいするなよ！」

「じゃあ何よ！　この子がウソついてるって言うの!?」

「ウソはついてないけど、そういう意味じゃないってば！」

「話にならないわ。ねえ、貴方あなた。裸ってどういうことなの？　お姉ねえさんは貴方の味み方かたよ」

「おい、沙織、お前勝手に話を進め──」

「冬弥は黙だまってて！」

「……はい」

　きつくにらまれ、口をつぐむ。

　こえー。こえーよ、沙織。

「……味方？」

　沙織の言こと葉ばに反応した少女が、キョトンとした顔で首をかしげる。

「そう、味方。だから何があったのか、教えてくれる？」

「ん、分かった」

　少女は沙織を見上げ、あっさりと僕の後ろから一歩前へ出た。

　それを見て沙織はニッコリと微笑ほほえむ。

「それじゃあ聞くけど、このお兄さんに何かされなかった？　簡かん単たんにでいいからさ、説明してくれる？」

「んっと……」

　記き憶おく喪そう失しつの少女は何かを考える素そ振ぶりを見せる。

「あ、そういえば」

　しかしやがてポンと手を叩たたくと、笑え顔がおを作って、言った。

「部へ屋やから出るなって言われた」

「なっ、なんですって……っ！」

　……待まて。

「他の人に知られたら都つ合ごうが悪いから、部屋で大人しくしてろって」

「そんな、ひどい……。監かん禁きんだなんて……」

　……いや、待まて。ちょっと待ってくれ。

「それと、口と鼻をふさがれて、押し倒たおされた」

「まあっ！　こ、こんな小さな子になんてことを……」

　……だから、あのな。

「身体からだもあちこち触さわられたわ。それなのに、大きい方がいいとか、なんとか」

「もういい、もういいわ。それ以上は言わなくても分かってるから。ああ、こんなにも残ざん酷こくなことがあるだなんて、この世せ界かいは狂くるってる、狂ってるわ……」

　沙さ織おりは口くち元もとに手を当てて小こ刻きざみに身体を震ふるえさせていたが、僕に視し線せんを移すと、恐おそる恐るといった感じで尋たずねた。

「ねえ冬とう弥や、これって犯はん罪ざい、だよ……？」

　…………なんだ、これ。

　訳わけが分からない。なんでこんな話の流れになってるんだ？

　この少女は僕に恨うらみでもあるのか？　それともなんだ、記憶喪失ってやつは、真まっ当とうな会話の仕し方かたさえも忘れるものなのだろうか？

「まあ落ち着けよ、沙織。確たしかにこの子の言ってることに間ま違ちがいはない。でもな──」

「このっ、学園の恥はじさらし！」

　言い終わるより先に、沙織は胸むねポケットから手のひらサイズのマジックポットを取り出し、叩きつけるようにして僕の足あし元もとに投げつけてきた。

「っ！」

　ギリギリのところでかわす。

　マジックポットは僕の側に落ちると、小さな爆ばく炎えんをまき散ちらした。

　あ、あれは、衝しよう撃げきを与えると爆発を起こす魔ま法ほう薬やく、『イフリートのため息いき』じゃないか！

「っぶないな！　お前、なんてもんを持ち歩いてんだよ！」

「うるさいっ！　あんた、ほんっとうに最低よ！　人としての良りよう識しきくらいは持ち合わせてると思ってたのに、見み損そこなったわ！　これ以上被ひ害がい者しやを出さないためにも、私があんたの息いきの根ねを止めてあげる！」

　沙さ織おりはさらにマジックポットを取り出し、投とう擲てきの構えを取る。目は血ち走ばしり、背中からは変な色のオーラみたいなものまで見えていた。

　こりゃ、話し合いのできる状じよう態たいじゃなさそうだな。しかし、いきなりあんな物を投げつけてくるなんて、何考えてるんだ、沙織め。ここは教室の中だぞ？　そりゃあ、こいつは昔むかしから、怒おこると周まわりが見えなくなる奴やつだったけどさ。

　……仕し方かたない。ここは手っ取り早く魔ま法ほうで切り抜けるか。

　僕は素す早ばやく精神を集中させ、右手に力を込めた。

　試こころみるのは、『閃せん光こう』の魔法。

　魔力を光に変えて拡かく散さんさせるという、本当にただそれだけの初しよ級きゆう魔法である。

　強きよう烈れつな光で沙織の目をくらませ、その隙すきにどこかへ逃げるって寸すん法ぽうだ。

『閃光』は僕が最もつとも得意とする魔法だから、落ち着いてやればきっと成功するだろう。劣れつ等とう生せいの僕にだって、これくらい単たん純じゆんな魔法ならちゃんと使いこなせるんだ。

　まあ、初等部で習う魔法を使えるからって、なんの自じ慢まんにもならないけどさ。

　周しゆう囲いを見み渡わたすと、ざわめきはさっきよりも大きくなっていた。

　そりゃそうだ。部外者らしき人間が教室に入ってきた上に、沙織まで暴走しちまってるんだから。もしかしたら、もう先生を呼びに行った人もいるかもしれない。

　問題が大きくなる前に、カタをつけなきゃ。

　手のひらに魔力が集まってくる。その激はげしい勢いきおいを押さえつけ、なんとかコントロールを保たもつ。

　よし、いくぞ。

　僕は震ふるえる手で魔法を放とうとして、

「弾はじけとべえっ！」

　それよりも早く、沙織が僕に向かってマジックポットを投げつけてきた。

「うわっ！」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろき、とっさに右手を持ち上げる。考えるより先に、身体からだが動いていた。

　手のひらをマジックポットに向け、魔法を撃うつ。放たれた光がポットに当たった瞬しゆん間かん、突とつ如じよ、まばゆい閃光が周囲を包つつみ込む。

「きゃっ！」

　間ま近ぢかにいた沙織は悲ひ鳴めいを上げ、僕もまぶしさのあまり目を閉じる。周囲からも一いつ斉せいに驚きの声が上がった。

　なんだ、今のは。予想以上に激しい光だったぞ。

　ま、なんでもいい。とにかくこの隙すきに逃げなくちゃ。

　次し第だいに視し力りよくが戻ってくる。

　僕は目を開け、状じよう況きようを確かく認にんしようとして、

「……」

　思わず絶ぜつ句く。

　目の前には、異い様ような光こう景けいが広がっていた。

　教室全体が、つるっつるの鏡かがみになっていたのだ。

　壁かべや床ゆかだけでなく、机つくえやイスなど、とにかく何もかもだ。

　な、なんでこんなことになってるんだ？

　……そういえば、『イフリートのため息いき』と『閃せん光こう』の魔法を組み合わせると、何か魔ま術じゆつ的てきな反応が起きるって習った気がするぞ。

　じゃあ、これこそがその反応の結果、なんだよな。どういう原げん理りでこんなことになったのかさっぱり分からないが、とにかく『イフリートのため息』と『閃光』が交まじり合ったせいで、教室全体が鏡になったのだ。

　ということは、これってもしかして、僕のせい？

　もしかしても何も、それ以外に考えられないか。

「冬とう弥や、いきなり何を……」

　さっきから沙さ織おりは軽くうめいていたが、目が慣なれたのか、ゆっくりと頭を振ってまばたきをする。

　そして床に視し線せんを落とし、キョトンとした表情を作った。

　鏡は、目の前にある物を映うつし出すという性せい質しつを持っている。

　となれば、沙織の真ま下したにある鏡が彼女の足あし元もとを映し出すのも、当とう然ぜんと言えば当然だ。

　沙織は今、スカートの中が丸見えになっていた。

「──っ！」

　事じ態たいに気付き、沙織は顔を真まっ赤かにしてものすごい速さでその場にしゃがみ込んだ。

　両手でスカートを押さえ、べったりとお尻しりを床につけている。

「きゃあっ！　何これ!?」

「いやーん！」

　ほぼ同時に、教室のそこかしこから女子の悲ひ鳴めいが上がった。

　皆みなが皆その場にしゃがみ込み、スカートを押さえて口々に混こん乱らんの様よう相そうを見せている。

　そんな女子たちを見て、男子連中は歓かん声せいを上げていた。

　唐とう突とつなハプニングに驚おどろきながらも、男子にとっては被ひ害がいなんてあるはずもなく、むしろ思わぬ幸運に心を躍おどらせているようだ。

　教室中が、ちょっとしたパニックに陥おちいっていた。

　混こん沌とんとした状況の中、しかし僕は我われに返って本ほん来らいの目的を思い出す。

　沙さ織おりは今、立ち上がることすら叶かなわない状じよう態たいだ。あれなら追いかけてくることだって出で来きるはずがない。

　予定とは違ちがったけど、このチャンスを逃のがす手てはなかった。

　すまない沙織！　すまない女子のみんな！

　後でちゃんと謝あやまる！　ちゃんと謝るから！

　だからもう少しだけ、その姿し勢せいのままで男子どもの注ちゆう目もくを集めておいてくれ！

「ちょっと、いったい何がどうなってるの……？」

　記き憶おく喪そう失しつの少女も、皆みなと同じように目をくらませていたようだ。まだ視し力りよくが戻らないのか、激はげしくまばたきをしている。

「走るぞ！」

「え？」

　そんな彼女の手を取り、僕は返事も聞かず一いつ気きに駆かけ出した。

　反はん応のうが遅おくれ、転びそうになりつつ、少女は僕に引っ張られていく。

「冬とう弥や、覚えてなさいよ！」

　沙織がすれ違いざまにこちらをにらみながら叫さけんた。

　もちろんそれには何も応こたえない。

　そんなに怒おこらなくても、所しよ詮せんは僕の魔ま法ほうなんだ。すぐに解とけるってば。

　生徒たちの間を縫ぬうようにして教室を駆け抜け、ひたすら廊ろう下かを突つっ切る。

　どこをどう走ったのかも覚えてないくらい、がむしゃらに走り回り、やがて体育館裏うらの木こ陰かげへと辿たどり着いたところで、ようやくその足を止めた。

「い、いきなり走らないでよ。びっくりするじゃない」

　軽く肩で息いきをしながら、記憶喪失の少女は不満を口にする。彼女の背中から生はえていた翼つばさは、もう消えていた。どうやら魔法の効こう果かは切れたみたいだ。

「……」

　僕も同じように肩で息をしながら、しかし少女の言こと葉ばには答えず、黙だまったまま見下ろす。

　僕の態たい度どを見て彼女はアゴに指を当て、何かを考えるように空を見上げた。

　そして、おもむろに口を開く。

「えっと、よく分からないんだけど、冬弥とさっきの人が言い争あらそってたのって、もしかして、わたしのせい？」

「もしかしなくても、君のせいだよ！」

　少女の問といに即そく答とうすると、彼女はバツの悪そうな表情を作り、しかしすぐに腕うでを組んで鼻を鳴らした。

「何よ、そんなに怒らなくたっていいじゃない」

「ふ、ふざけるなよ！　君がここに来なきゃ、何も起きなかったんだよ！」

「もー、うるさいわね。悪わる気ぎがあったわけじゃないんだから、許ゆるしてよ」

　こ、こいつ、全然自じ覚かくないな。

　怒いかりに拳こぶしを握にぎりしめるが、しかしすぐに力を抜いて大きなため息いきをつく。

「……いいよ、もう。なんか、疲つかれた」

　一人で騒さわいでるのがバカバカしくなってきた。

　それに最後のあれは、この子は関係なくて、僕の魔ま法ほうが失敗したのが原げん因いんだしな。

　許してもらえるとは思えないが、沙さ織おりには後でちゃんと謝あやまっておこう。

　そのとき、ふと素そ朴ぼくな疑問が浮かんだので、僕は口を開いた。

「そういや君、どうして僕のいる場所が分かったんだ？　行き先、教えてたっけ？」

　その問といに、彼女はあっさりと答える。

「んっと……、あなたの匂においを追いかけてきたら、ここに着いたの」

「……なんだよ、匂いって」

「匂いよ、匂い。あなたの匂い」

　そう言って少女は鼻をクンクンさせる。

「だからなんだよ、匂いって。そんなもんで居い場ば所しよが分かるのかよ」

「知らないわよ、そんなの。なんとなーく匂いを追いかけただけだもん」

　なんじゃそりゃ。

　よく分からない奴やつだな、それも魔法の効こう果かか？　そんな魔法、聞いたことないぞ。

　クシャミをして炎ほのおを吐はいたり、匂いで人の居場所を突つき止めたり、なんでそんな訳わけの分からない魔法ばかり使えるんだ、この子は。

「……まあ、いいや。今は細こまかいことを考えても仕し方かたないしな」

　この子のことについては、何も分かってないんだ。分からないことで頭を悩なやませても、時間のムダってやつさ。

「それより、これから先のことを考えるとするか」

　僕は少女に向き直って、思考をめぐらせた。

　このまま僕の部へ屋やに帰してもあまり意味はない。この子の存そん在ざいを学園の連中に知られた以上は、いずれ追つい求きゆうの手が伸のびてくるのだから。

　かと言ってノコノコとみんなの前に姿すがたを現すわけにもいかない。この子がまた余よ計けいな発言をして、事じ態たいがややこしくなる可か能のう性せいが高いからね。

　もう先生たちに連絡が行ってるのは間ま違ちがいないだろうから、とりあえずは僕一人で職しよく員いん室しつに出向いて事情を説明し、問題となっている少女を引き渡わたす、というのが妥だ当とうなところ、かなあ。

　今のところ僕たちを追いかけてくる人はいないみたいだし、この子にはここでしばらく身みを隠かくしておいてもらうことにしよう。

「よし、それじゃあこれから何をするのかってことだけどな……」

　僕がそう言って、頭の中でまとめた話を少女に聞かせようとしたそのときだった。校内放送を告つげるチャイムが、学園全体に鳴なり響ひびいたのは。

『あー、あー、聞こえてるかな？』

　チャイムが鳴り終わると同時に、女の人の凜りんとした声がマイクを通して聞こえてくる。

「──っ！」

　その聞き覚えのある声に、僕の全ぜん身しんに一いつ気きに緊きん張ちようが走った。

『高等部・普通科一年生の成なる瀬せ冬とう弥や君くん、今すぐ私のところまで来なさい。理由は言わなくても分かっているね？　先生はさみしがり屋だから、早く来てくれないとちょっとだけ機き嫌げんが悪くなってしまうかもしれないぞ、はっはっは。それじゃあ待まっているからな、急ぐように』

　言うだけを言うとマイクは切れ、辺あたりには静せい寂じやくが戻る。

「………………参まいったなあ」

　僕は頭を抱かかえ、大きなため息いきをこぼした。

　くそっ、もうあの人の耳にまで届とどいてるのか。こりゃさっさと出向いた方が良さそうだ。

　あの人への抵てい抗こうは命の危機に直ちよつ結けつするからな、たとえでもなんでもなく。

「予定変へん更こう。君も一いつ緒しよに来てくれ」

　僕は顔を上げて、記き憶おく喪そう失しつの少女へ同どう行こうを求めた。

　どうせ話ってのは、この子のことだろう。隠かくし事ごとなんて通用するとは思えないし、あの人と直接話せるなら、本人も交まじえて包つつみ隠さず説明した方が手っ取り早いかもしれない。きっと、向こうもそれを望のぞんでいるはずだ。

　それにあの人なら変な誤ご解かいをせず、ちゃんと理解してくれるっていう安心がある。そう考えると、僕の心も少しは軽くなるってもんさ。

　というか、そうでも考えなきゃやってられないってのが、正直なところではあるんだけど。

　ま、こうなったら、なるようになるしかないか。

「んじゃ、行こっか」

「え？　え？　ど、どこに行くの？」

　さっさと歩き始める僕の背中に、少女は当然の疑問を口にする。

　僕は振り返り、簡かん潔けつに一言だけ、答えた。

「理事長室だよ」
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　無む音おんの空間に、二人の足音だけが響き渡わたる。

　僕と記憶喪失の少女は、理事長室へと続く廊ろう下かを歩いていた。

　彼女はさっきからずっと僕の服の袖そでを摑つかみながら、キョロキョロと周しゆう囲いを見回している。

「どうした？　もしかして怖こわいのか？」

「はあ？　そんなんじゃないわよ。ただちょっと、見たことない物ばかりだから気になってるだけよ。だってわたし、なんにも覚えてないんだし」

「そうか。じゃあ、そういうことにしておくよ」

「……なんか、引っかかる言い方ね」

　そんな会話を交かわしていると、やがて僕の目に『理事長室』の文字と、大きな扉とびらが飛び込んでくる。

　軽く息いきを吐はいてノックすると、返事はすぐに扉の向こうから聞こえてきた。

『その子だね？』

　短くそう尋たずねられる。

　もちろん、まだ扉は開けてない。

　普通の人間なら、扉の先に誰だれがいるのかなんて知ることはできないはずだ。でも当然ながら、この人は普通の人間なんかじゃない。

　おそらく『感かん知ち』か『透とう視し』の魔ま法ほうでも使っているのだろう。だから扉越ごしにでもこちらの様よう子すが分かるのだ。

『悪いがその子には、ちょっとだけ外で待まっていてもらいたい。冬とう弥や君くんと二人きりで話をしたいのでね』

　相あい変かわらずのきびきびとした物言いが耳に届とどく。

　僕はその言こと葉ばの内容に意外さを感じていた。てっきり、問題になっているであろうこの子に直接話を聞くもんだと思ってたのに。

　ま、いずれにせよあっちからの指示には素す直なおに従したがうしかないんだけどね。

「と、いうわけだから、君はちょっとここで待っててくれ」

「？」

　少女はいまいち事情を飲み込めてないようだったが、袖を摑んだ手をやんわりと離はなさせると、わずかに不安そうな表情を見せた。

「え、何？　どうしたの？」

「あの人は怒おこらせると怖いんだ。いや、マジで、冗じよう談だん抜ぬきで。だから、ここでちょっと待っててくれないか？　すぐ終わらせるからさ」

『冬弥君、余よ計けいなことは言ってないでさっさと来るように』

　やっべ、聞こえてたか。

　別にそれくらい言ってもいいだろ、本当のことなんだからさ。

「……」

　僕の言葉を聞いて、記き憶おく喪そう失しつの少女はかなり不満そうだった。しかしごねても意味がないと悟さとったのか、渋しぶ々しぶといった感じでうなずき、壁かべにもたれかかってしょんぼりとした様よう子すで腰こしを下ろす。

「早くしてよね」

「善ぜん処しよするよ」

　少女に軽く手を振り、一度深しん呼こ吸きゆうしてから扉とびらを開けた。

　視し界かいに飛び込んできたのは、一人の女性の姿すがた。

　彼女はでかでかとした机つくえに両りよう肘ひじを乗せ、ほっそりとした指を軽く組んでいる。

「……失礼します」

　挨あい拶さつの言こと葉ばを述べながら部へ屋やに入ると、手も触ふれてないのに背はい後ごの扉が勝かつ手てに閉まった。

　自動ドアってわけじゃない。『そういう魔ま法ほう』がかかってるんだ。

「よく来てくれたね。ま、あまり固くならないでリラックスしたまえ」

　その女性はニコニコとした笑えみを浮かべながら、そんなことを言った。しかしそれが作り物の笑顔だということを、僕は知っている。

　白しら川かわ久ひさ緒お。

　この学園の理事長として、全すべての権けん限げんを握にぎる人物である。

　彼女は長い髪かみを頭の後ろで簡かん単たんに束たばね、スリムなボディを黒のスーツで包つつんでいた。両りよう耳みみには青い宝ほう石せきを付したイヤリング、右手の薬くすり指ゆびには金色の指ゆび輪わをはめている。外がい見けん的てきには二十代半なかばくらいにしか見えないが、実際の年ねん齢れいは誰だれも知らないし、知ろうと思う無む謀ぼうな奴やつもいない。

　理事長の机つくえには水すい晶しようで出で来きた猫ねこの彫ちよう像ぞうが置かれていた。その両目の部分には赤い宝石がはめられており、妖よう艶えんな輝かがやきを放っている。壁には歴れき代だい理事長の肖しよう像ぞう画ががかけられていて、高い位置からこちらを見下ろしていた。

　いつ来ても圧あつ迫ぱく感かんのある部屋だよ、まったく。

「そうそう、忘れるところだった」

　理事長はなにやらつぶやくと、小さく指を鳴らした。

　途と端たん、光が弾はじける。

「！」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいたが、しかし部屋の様子に何も変化はない。

　ただ、空気の流れが少し淀よどんでいるような気がした。部屋全体が、何か強力な魔ま力りよくで覆おおわれているような、そんな気け配はいを感じる。

「今この部屋に『遮しや断だん』の魔法をかけた。これで声が外に漏もれる心しん配ぱいはない。だから遠えん慮りよなんてせずに、なんでも話してくれたまえ」

　その言葉に、僕はわずかに眉まゆをひそめた。

　理事長はつまり『内ない緒しよの話をしたい』と言っているんだ。

　しかもそれはどうやら、あの少女にも聞かれたくないようなことらしい。

　なぜ、そこまで警けい戒かいをするんだろう？

　あの子に関しては、学園にいる人間にはせいぜい、『部外者が校内に入ってきた』程てい度どのことしか伝わっていないはずだ。

　たったそれだけの情じよう報ほうでここまで警戒するなんて、どう考えても過か剰じような対応だ。

　……もしかして、理事長はあの子の事情を知っているのだろうか？

　こちらの考えてることが読まれたのか、理事長は笑え顔がおのまま言こと葉ばを続ける。

「判断するのは冬とう弥や君くんの話を聞いてからだよ。まずは何があったのかを、全部話してみなさい」

「……最初からそのつもりですよ」

　何もかも見み透すかされているようで気に食わないが、そんなことでヘソを曲まげるほどガキじゃない。

　僕は今朝からの出で来き事ごとを簡かん潔けつに話した。

　僕の部へ屋やに女の子が飛び込んできたこと。裸はだかだったことも含ふくめ、外がい見けん上じようの特とく徴ちようや、クシャミをして炎ほのおを吐はいたりしたことなど。

　そして、記き憶おくを失っていること。

　理事長は笑顔のまま黙だまって聞いていたが、僕が話し終えると迷まよいなく口を開いた。

「やはり、間ま違ちがいないみたいだね」

「理事長はあの子のことを知ってるんですか？」

　僕の言葉に対して理事長は答えず、代わりに向こうから質しつ問もんが飛ぶ。

「北ほく欧おうにある、デモン・ウィッチクラフト学園は知ってるかね？」

「え？　はい、それはまあ」

　今いま更さらな問といに戸と惑まどいながら、あいまいな返事をする。

　デモン・ウィッチクラフトといえば、魔ま法ほう使いを目指す者なら誰だれもが知る、世せ界かい有ゆう数すうの魔法学園だ。優ゆう秀しゆうな人じん材ざいを輩はい出しゆつしてきた、超ちよう名めい門もんの伝でん統とう校こうである。

　だけど、それがいったいどうしたというのだろうか？

「実はね、冬弥君。君の部屋に飛び込んできたというあの少女は、デモン・ウィッチクラフトの生徒なのだよ」

「は？」

「いわゆる留りゆう学がく生せいというやつだ。私も直接顔を会わせたことはなかったのだが、予定では今日、我わが校に来ることになっていた」

「は、はあ。そうなんですか」

　理事長の言葉に、感かん嘆たんの声を漏もらす。正体を知って驚おどろきはしたが、しかしそれが真しん相そうなら、理解できることもある。

　デモン・ウィッチクラフトほどの超ちよう名めい門もん校こうの生徒なら、僕たちがまだ習ってないことだって習っていてもおかしくない。口から炎ほのおを吐はいたことも、空を飛んだことも。

　でも、もちろんそれだけじゃ説明できないことだってある。

　そう。あの子に記き憶おくが無ないっていうのが、一番気にかかってることなんだ。

「しかし、だ」

　こちらの疑問を見み透すかしたかのように、理事長は言こと葉ばを続ける。

「君の話を聞く限り、彼女の記憶には著いちじるしい欠けつ如じよが見られるようだね。一時的なものなのか、あるいは永えい続ぞく的てきなものなのか、それは今の段階では判はん別べつしがたい。ただ一つだけ言えるのは、あちらからの転送の段階でミスがあった、ということだ」

「転送のミス、ですか？」

「ああ。君の部へ屋やに飛び込んできたのがいい証しよう拠こだ。本来ならこの学園に直接転送されるはずだったのだからね」

　理事長の説明によると、記憶喪そう失しつの少女は専せん用ようの装そう置ちを利用した転送魔法によって、竜りゆう煌おう寺じへやって来ることになっていたそうだ。

「だがその際さい、なんらかのアクシデントにより『ノイズ』が混まざったのだろう。原げん因いんは分からないが、結果として転送場所にはズレが生じ、記憶にも障しよう害がいが発生した」

　理事長は机つくえにヒジをつくと、なにやら考え込むような表情を見せる。

　だけどすぐにいつものにこやかな作り笑え顔がおをこちらに向けると、軽やかな口く調ちようで言った。

「さて、ここで冬とう弥や君くんにお願いがある」

「はあ」

「事じ故この詳しよう細さいを調ちよう査さし、真しん相そうを突つき止めるまでの間、君にあの子を預あずかってもらいたい」

「…………え？」

　その言葉はあまりにも唐とう突とつすぎて、僕にはその意味がすぐには理解できなかった。

「それは、どういう……」

「言葉通りだよ。数日か、あるいは数週間か、具ぐ体たい的てきな日数は分からないが、とにかく詳くわしいことが判はん明めいするまで、君の部屋に住まわせておいて欲ほしいのだよ」

　えーっと、ちょっと待まってくれよ。それはつまり、どういうことだ？

　理事長の話を聞きながら、セリフの一つ一つを頭の中で反はん芻すうし、ようやく思考が追いつく。

「ようするに、あの子と同どう居きよしろってことですか？」

「そういうことだな」

　確かく認にんの言葉に、理事長はニッコリと微笑ほほえむ。

　なーんだ、そっかそっか。単たん純じゆんな話じゃないか、うん。そういうことか。

　……。

　…………。

　………………いやいやいやいや。

　無い無い。それは無い。

　あっ、そうか、そういうことか。

　理事長は僕をからかってるんだ。

　きっとそうだ。それ以外に考えられない。

「いやー、理事長も人が悪いっすね、こんなときに冗じよう談だんを言うなんて」

「私は真ま面じ目めな話をしているぞ？」

「またまたー。そりゃないっすよ、久ひさ緒おセンセッ」

　僕が軽い調ちよう子しでそう言うと、理事長は小さく指を鳴ならした。

　刹せつ那な、頭上から強きよう烈れつな衝しよう撃げきが生まれる。

「ぶへっ！」

　目に見えない力に押しつぶされる。指一本動かすことさえ出で来きず、僕はその場で地面に這はいつくばった。

「目上の者への態たい度どには気をつけるように」

「……は、はい。すんません、した」

　ノドの奥おくから声を絞しぼり出すと、すぐに重じゆう圧あつは消え去さった。荒あらく息いきを吐はきながら、ヨロヨロと起き上がる。

　理事長は相変わらずの作り笑え顔がおで僕を見下ろしていた。

　危ない危ない、うっかり死ぬところだった。

　いや、ホントに、冗談抜ぬきで命が危なかった。僕が謝あやまらなかったら、この人は決して魔ま法ほうを解とかなかったはずだ。それは断だん言げんできる。

　もしも重圧が強すぎてあのまま声が出せなかったら、と想そう像ぞうすると、背せ筋すじが冷たくなってくる。まあ理事長のことだから、『ギリギリ声が出せる』程てい度どに力を調整してるんだろうけどさ。そうやって相手の気持ちを屈くつ服ぷくさせて支し配はいするのが好すきなんだよな、この人は。

　そういやこの学園に入学してすぐの頃ころにも、同じような目に遭あったっけ。

　それ以来この人には逆さからわないでおこうって決めたはずなのに、学習能力ないなあ、僕は。

「私のお願ねがいを、聞いてくれるかね？」

　理事長はにこやかに僕を見つめる。

　……こんなお願いの仕し方かたなんて、聞いたことないよ。

　そう思いながらも、決して口には出さない。

「一つだけ、質しつ問もんしてもいいですか？」

　抵てい抗こうは無意味だと知りつつも、しかしそれでも僕は、反論せずにはいられなかった。

「なんなりと」

「どうして僕が？　理由を教えてください」

「転送場所が君の部へ屋やだったのには、何か原げん因いんがあるのではないかと思ってね」

「……それだけ、ですか？」

「それ以上の理由があるかね？　全すべては真しん相そう究きゆう明めいのためだよ」

　……ふざけんなよ、おい。

　たったそれだけの理由で、なんだって僕が、あんな危険な子と同どう居きよしなきゃいけないんだよ。

　まだあの子と出会って数時間も経たってないってのに、もうこれだけの騒そう動どうが続いてるんだ。その上、一いつ緒しよに暮くらすだって？

　冗じよう談だんじゃない。身体からだがいくつあっても足たりないよ、そんなの。

　それに、だ。

　僕は男で、あの子は女なんだ。

　男女二人が同じ部屋で暮らすっていうのがどういう意味か、分かってないわけじゃないだろうに。理事長さん、あなたは本当に教育者ですか？

「もちろん、タダとは言わない。君にはそれ相そう応おうのメリットを与えるつもりだ」

　僕は不ふ機き嫌げんな視し線せんを理事長にぶつけていたが、その言こと葉ばに、眉まゆがわずかに上がる。

「今年一年分の単たん位いをやろう」

「──単位、ですか」

「事じ故この原因が判はん明めいし、無ぶ事じ彼女の記き憶おくが戻った暁あかつきには、君の進しん級きゆうを約やく束そくする」

「……」

「聞けば、君は学業面でかなり苦労しているようだね。そんな君にとってこの条じよう件けんは、決して悪いものだとは思わないのだが、どうだろうか？」

「お断りします」

　理事長の魅み力りよく的てきな提てい案あんに、しかし僕ははっきりとそう答えた。

「自分の力で単位を取らなきゃ、意味ないですから」

　その返事を予想していたのか、理事長は眉まゆ一つ動かさず、変わらぬ笑えみをこちらに向けてくる。

「誤ご解かいして欲ほしくないのだが、何も私は不正を持ちかけているわけではないぞ。言うなれば、これも授業の一いつ環かんなのだよ。彼女は名門校デモン・ウィッチクラフトからの留りゆう学がく生せいだ。共ともに過すごすことで、君自じ身しんも何か学ぶことだってあるだろう」

「でも──」

「これは我われ々われ魔法使い全体の利り益えきにもつながる話なのだよ。知っての通り、この世せ界かいを陰かげから支ささえるのが魔法使いの役割だ。『表おもて』の理ことわりでは対たい処しよ出で来きない問題を、我々が解決する。そうやって世界は上手うまく機能してきた。魔法使いとは世界の危機に対たい抗こうする最後の防ぼう波は堤ていであり、そんな我々にとって、ミスは許されないのだ。たとえどんな理由があろうと、ね」

「……それは、分かります。ここへ来たときから何度も聞かされてきましたから」

「だが、事故は起きた。これは大きなミスだ、その事実は覆くつがえしようがない。だからこそ、同じ過あやまちを繰くり返さないためにも転送魔ま法ほうの改かい良りようが不ふ可か欠けつなのだ。そのためには何がなんでも原げん因いんを突つき止める必ひつ要ようがある。もし君が協力してくれれば、真しん相そう究きゆう明めいの大きな助けとなるかもしれない。そのことを考えると、この『お願ねがい』には今年一年分の単たん位いに相そう当とうするほどの内容がある、というわけだ」

　……なるほど、いかにも理事長らしい言い分だよな。

　確たしかに一いち理りあるし、言ってることの意味も理解できるつもりだ。

「……それでも、なんか納なつ得とくいきませんよ。一人だけ特別扱あつかいされてるみたいで」

「そうか」

　僕の言こと葉ばに、理事長は小さくうなずく。

「では言い方を変えよう。これは命令だ」

　そして、あっさりとそんなことを言った。

「理事長の権けん限げんにおいて、成なる瀬せ冬とう弥やにデモン・ウィッチクラフトからの留りゆう学がく生せいとの同どう居きよを命めいじる。拒きよ否ひは許ゆるされない」

「……あ、あんたなあ」

「君に選せん択たく肢しなど無ないのだよ。分かったら早く承しよう諾だくの言葉を述べたまえ」

　怒いかりのままに思いっきりにらみつけるが、理事長の表情はまるで変わらない。

　ああ、分かってるよ。この学園で理事長の命令は絶対だ。逆さからえばそこで魔法使いとしての未来は絶たたれる。

　どうせこの人は僕のことなんて、駒こまの一つとしてしか見てないんだろう。そのことはとても腹はら立だたしく思うが、でも、抵てい抗こうしたところで勝てる相あい手てじゃないんだ。

　感情的な問題は置いといて、今はこの人の命令通りに動くしかない。

「……やればいいんでしょ、やれば」

「よろしい、では行きたまえ。あの子が君と同じ授業を受けられるよう、手て配はいしておく。彼女は大切なお客様だ。その上、記き憶おくまでなくしている。くれぐれも粗そ相そうの無いようにな」

「はいはい」

「『はい』は一回でよろしい」

「はーい」

「ま、これも何かの縁えんだと思って受け入れるといい。原因が特定できるまで断言はできないが、君の部へ屋やに飛び込んできたのにも、運うん命めい的てきな理由があるのかもしれないな」

　運命、ねえ。

　たまたま飛び込んだ部屋の持ち主ぬしが僕だったってだけだと思うんだけどな。

「──そういえば」

　そのとき、ふと大だい事じなことを思い出し、僕は口を開いた。

「あの子の名前はなんていうんですか？」

「うむ、名前か」

　こちらの問といに、理事長は軽くうなずく。

「それがな、留りゆう学がく生せいが来るとだけしか聞いてなくて、私も分からないのだよ、はっはっは」

　笑いと共ともに返ってきた答えに、僕は白い目を向けた。

「……いや、はっはっは、じゃないですよ」

「その件けんに関しても後で問い合わせておこう。本ほん名みようが分かるまでは、好すきなように呼べばいい。そうだな、せっかくだから君が名付けてやれ。きっとあの子も喜よろこぶだろう、はっはっは」

　何言ってんだ、この人は。

　そんな適てき当とうでいいのか？　肝かん心じんなところでいい加か減げんだなあ。

　話は終わったのか、理事長はそれ以上何も言おうとせず、にこやかに僕を見つめるだけだ。

「……なるべく早く準じゆん備びを進めてくださいよね」

「無む論ろん、そのつもりだ」

「それと、原げん因いんってやつが分かっても、単たん位いはくれなくて結構ですから」

「自由にしたまえ」

　ああ、そうですかい。じゃあ、好きにさせてもらいますよっと。

　もうここに用はない。理事長に背せを向けると、同時に彼女の指を鳴らす音が聞こえ、淀よどんでいた空気の流れが元もとに戻った。

『遮しや断だん』の魔法を解かい除じよしたのだろう。僕はそのまま振り向かずに扉とびらを開けた。

　確たしかめはしなかったが、あの人の顔には最後まであの作り笑いが浮かんでいただろうさ。







　記き憶おく喪そう失しつの少女は理事長室の前で、体たい育いく座ずわりになってうずくまっていた。

　彼女は扉が開く音に反応して顔を上げ、僕の姿すがたを見るなりその表情を輝かがやかせた。

　でもすぐに頰ほおをふくらませて、不ふ機き嫌げんさをあらわにする。

「遅おそかったじゃない。すぐ終わるって言ったくせに」

「ごめん、ちょっと色々あって」

「ウソつき」

　口をとがらせて上うわ目め遣づかいでにらまれる。

　ウソつき、か。

　これから僕の話すことが全部ウソだったら、気が楽らくなんだけどなあ。

「それで、何を話してたの？」

「君に関することだよ。記憶を失ってることとか、色々とね。それで、いくつか分かったことがあるんだ」

　僕は理事長との会話の内容をかいつまんで説明した。海外からの留学生だってことと、転送の際さいに事じ故こが起きたこと。そしてそのせいで記き憶おくを失ったってこと。

　話を聞きながら、彼女は素す直なおにふんふんとうなずく。

「その、なんとかっていう学がく園えんって、ようするに『えりーと』学校なのよね？」

「ん、そうだな。立りつ派ぱな伝でん統とうがあるし、そこに通う生徒もそれなりの家いえ柄がらの人ばかりだって話だ」

「なるほど、それを聞いて納なつ得とくしたわ」

　僕の言こと葉ばに少女はうなずく。

　そして両手を腰こしに当てると、

「わたしが高こう貴きな身み分ぶんだってことが、これで証しよう明めいされたわね」

　胸むねをそらして自じ慢まんげに鼻を鳴らした。

　ったく、なんだよ急に、その態たい度どは。

　自分自じ身しんは覚えてないくせに、なんでそんなに偉えらそうなんだ？

　僕は呆あきれつつも、しかしすぐに気持ちを和やわらげた。

　ま、少しでも気が楽らくになったのなら、別にいいか。

「あの人、性格は最悪だけど腕うでは確たしかだ。すぐに詳くわしいことが分かるはずさ」

「そっか。ありがと、ちょっとだけすっきりしたわ」

「礼れいなら理事長に言ってくれ」

　自分が何者か分かったおかげか、彼女は軽い笑えみさえ浮かべている。

「で、それまでの間は僕が君の面めん倒どうを見ることになったから、よろしくな」

「……はあ？」

　しかし何なに気げなく続けた僕の言葉に、彼女は途と端たんに目を細めてこちらを見つめた。

「何それ？　どういうこと？」

「どうもこうもないよ。しばらくの間、君は僕と同どう居きよしなきゃいけないの。これ、決定事じ項こうだから」

「……あの、何言ってんの？　こんなときに冗じよう談だんはやめてよね」

「だよな。そう思うよな。だからそれは僕もあの人に言ったよ」

　同意を示すと、こちらの言葉が本気だと伝わったのだろう。彼女は露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな顔を作った。

「頭おかしいんじゃないの？」

「うん、僕もそう思う。本当にそう思う。でもな、もう決まったことなんだ」

「ふ、ふざけないでよ！　嫌いやよ、そんなの！　どうしてわたしがあなたと一いつ緒しよに過すごさなきゃいけないのよ！」

「仕し方かたないだろ！　あの人の決めたことには逆さからえないんだよ！」

　記憶喪失の少女に怒ど鳴なられ、僕もついムキになって言い返す。

　でもまあ、怒鳴りたくなる気持ちは分かるさ。

　僕だって嫌いやだよ、こんな危なっかしい子と一いつ緒しよに生活するなんて。

　この点においてはお互たがいの気持ちが一いつ致ちしていると断言できるが、でも、結論は変わらないんだよな。

　僕たちはしばらくの間にらみ合っていたが、なんとか気持ちを抑おさえて、言こと葉ばを続ける。

「……君の記き憶おくを取り戻すためには、それが一番いいらしいんだよ。頼たのむからそれで納なつ得とくしてくれないかな？」

「……」

「そんなに警けい戒かいしなくてもいいよ。理事長命令で預あずかる以上、邪じや険けんに扱あつかったりはしないさ。僕だって命は惜おしいんだ。きっと数日の間に全部片かたが付くから、それまで辛しん抱ぼうしてくれよ」

「…………」

　彼女は警戒の目で僕の顔を見つめていたが、

「仕し方かたないわね」

　やがて渋しぶ々しぶといった様よう子すでうなずいてくれた。

「まったく、高こう貴きなわたしがなんだってあんな狭せまい部へ屋やに……。しかも、こんなド変へん態たいと、ふ、二人っきりでなんて……」

　少女はまだブツクサと不満を述べていたが、なんとか話は収おさまりそうだな。

　しかし、こんな調ちよう子しで同どう居きよなんてできるのか？　これから先のことを考えると、かなり気が滅め入いってくるよ。

　でもまあ、先のことなんて考えても意味無ないか。

　今は僕にやれるだけのことをやるしかないんだから。

　気持ちを切り替え、少女に向き直る。

「ま、短い間かもしれないけど、よろしくね。えっと……」

　そこで僕は、理事長と最後に交かわした会話を思い出した。

「そういや君、名前分からないんだったっけ」

「え？　うん、そうね」

「なんか、理事長もそのへんのことは知らないらしいんだよ。でも、とりあえず仮かりの名前だけでも決めておいた方がいいよな」

「ん、まあね」

「何か、希望する名前ってある？」

「んー、別に」

　僕の問といに、しかし彼女はあっさりとそんなことを言う。

「そうだ、せっかくだからあなたが決めなさいよ」

「は？　なんで？　君の名前だよ？　僕が決めていいの？」

「あなたがわたしの面めん倒どうを見るんでしょ？　じゃあ責せき任にん持って名前も決めてよ」

「責せき任にんって、君ねえ……」

「どうせ一時的なものだし、なんでもいいわよ」

　おいおい、完全に丸まる投なげかよ。

　理事長も理事長だが、この子も適てき当とうな奴やつだなあ。

　本当に僕が決めていいのか？　文もん句く言うなよ？

　僕は腕うでを組み、しばしの間、頭をひねらせた。

　アゴを引き、目を閉じて思考にふける。

　……そうだな、これにするか。

「よし」

　やがて僕は軽く手を叩くと、導みちびき出した答えを口にした。

「君の名前は『ナナ』だ」

「……ナナ？」

「そうだ、数字の『７』だ」

「えー、何よそれー、ダッサーい。どうして数字なのよー」

　すると彼女は、思いっきり不満の声を上げた。

「……なんでもいいって言ったじゃないか」

「だからって数字は無ないでしょ、数字は。わたしは伝でん統とうある……、なんだっけ？　えーっと、そうそう、デモン・ウィッチクラフト学園からの『りゅーがくせい』なのよ？　もっと真ま面じ目めに考えてよね」

「真面目に考えたってば。ったく、分かってないなあ。７っていうのは縁えん起ぎのいい数字なんだぞ。ラッキーセブンって言われるくらいで、皆みなから愛あいされてる幸こう運うんの象しよう徴ちようなんだよ」

「……そうなの？」

「そうなの。だから、君の本当の名前が分かるまでは、とりあえずそれで通させて欲ほしい」

　……実は『名無し』だからナナって名前を思いついただけなんだが、そんなことをわざわざ伝える必ひつ要ようはないよな。

　いや、でも真面目に考えたんだぞ。本当だぞ。

「うー、別に構わないけど……、ナナ、か……」

　少女は僕の提てい案あんした名前が気になるのか、ブツブツとつぶやいていた。

「そんなに不満なら、別の名前を考えるけど」

「いや、真しん剣けんに考えてくれたってことは分かったから不満はないんだけどね、なんだか、その名前に聞き覚えがあるような気がして……」

「ふうん。案あん外がい、君の本当の名前も似にたようなものなのかもしれないね」

「そうなのかな」

　腑ふに落ちないところがあるのか、少女は首をかしげる。

　……そういや、僕もその名前はふと思いついただけのはずなのに、なぜだか聞き覚えがあるような気がするんだよな。

　なんだったかなー。

　僕たちは二人して首をかしげていたが、少女が「まあ別にいっか」とつぶやくのを聞いて、こちらも思考を中断させる。

　そうだな。僕の方も別に大したことじゃないんだろう。昔むかしどこかで聞いた名前が今、無む意い識しきに出てきただけなのかもしれないし、忘れよう。

「じゃあ、決まりな。えっと、そういやこっちもちゃんと名乗ってなかったよな」

　僕は小さくセキ払ばらいをすると、改あらためて少女に向き直った。

「僕は成なる瀬せ冬とう弥や。よろしく、ナナ」

　そう言って右手を差し出す。

「……うん。よろしくね、冬弥」

　すると彼女も、ためらいながらも同じように右手を出し、二人で握あく手しゆを交かわす。

　こうして、僕とナナの新しい関係は始まったのだった。

「……へ」

　と、そのときナナは、不意に顔を歪ゆがませ、

「へ……、へ……」

「……へ？」

　疑問に首をかしげる僕の前で、彼女は鼻をムズムズさせ、頭を仰のけ反ぞらせる。

　そして、

「へっぷしゅん！」

　盛せい大だいなクシャミをかました。

　──その瞬しゆん間かん、彼女の口から赤い閃せん光こうが生まれた。

　紅ぐ蓮れんの輝かがやきを放はなつそれは、炎ほのおの塊かたまり！

「んぎゃあーっ！」

　炎を真正面からまともに食らい、たまらず僕は無む理りやり手を振りほどいて、その場を転がり回る。

　熱い、熱い、熱いなんてもんじゃない！　うおおおおおっ！

「？」

　そんな僕を、事態が飲み込めていない様よう子すで、ナナはキョトンと見下ろしていた。







　本当に、こんな物ぶつ騒そうな子と一いつ緒しよに過すごしていけるのだろうか？

　平へい穏おんとは程ほど遠とおい日々になることを予感し、僕の心には暗あん雲うんが立ち込めるのだった。
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　食堂はなかなかの混こん雑ざつぶりを見せていた。

　購こう買ばいのコーナーには多くの人が押し寄せ、食しよつ券けん販はん売ばい機きの前にも長ちよう蛇だの列ができている。座ざ席せきは空すいているところの方が少なく、周しゆう囲いには雑ざつ談だんの声が飛び交かっていた。

　別べつ段だん珍めずらしくもなんともない、昼休みの光こう景けいである。

「お腹なか空すいた」とナナに急かされ、僕は彼女を連れてここへやって来たのだ。

　中へと足を踏ふみ入れる。すると、僕たちの姿すがたを確かく認にんするなり、たちまち皆みなの視し線せんがこちらへ集まった。

　奇き異いや好こう奇きの目を向ける者、噂うわさ話ばなしを語り合う者、反はん応のうは様さま々ざまだが、それら全すべての意い図とはどれも同じ、『また成なる瀬せが何かやったのか』というものばかりだ。

　予想はしてたけど、やっぱり話題になってるなあ。理事長直じき々じきの呼び出しを食らったんだから、当然と言えば当然の反はん応のうか。しかし、いったいどんな方向に話が転がってるのやら、想そう像ぞうもしたくないよ。

　まあ、不本意ではあるけど、僕にとってはいつものことだから構わないんだ。

　でも……。

　隣となりに視線を移す。

　ナナは周囲からの視線など気にした様よう子すもなく、キョロキョロと辺あたりを見回していた。

　初めて来た場所に興きよう味みをそそられているのだろう。時とき折おり、鼻をクンクンさせたりもしている。

　ナナの素す性じようについてはみんなにはまだ伝わってないだろうから、多分あることないこと好すき勝かつ手てに言われてるんだと思う。僕と一いつ緒しよにいるんだからなおさらだ。

　本人が全然気にしてないのがまだ幸さいわいか。

　まるで注ちゆう目もくされることに慣なれているみたいというか、大物の風ふう格かくのようなものさえ感じさせる態度だ。

　だけど、これ以上注目されると色々とやりにくいのも確かだ。購買で適てき当とうにパンだけ買って、どこか人のいない場所に移動すべきか。

　ナナが留学生だってことはどうせすぐに分かるんだし、そうなれば変に勘かん繰ぐる人だっていなくなる。それまでは野や次じ馬うまの目に触ふれないよう、どこかに身みを隠かくしておいた方がいいかもしれない。

　そんなことを考えていたとき、

「冬とう弥やぁ、聞いたぞー。お前は本当に話題の尽つきない奴やつだなあ」

　僕の名を呼ぶ女子の声が聞こえ、不意に背はい後ごから衝しよう撃げきが襲おそってくる。

　その人物は僕の肩に腕うでを回し、首を絞しめるような勢いきおいで体重を預あずけてきた。

　背中にその人の胸むねが押し付けられる。

　小ぶりながらも、しかし確たしかな弾だん力りよくを感じ、僕の心しん臓ぞうは跳はね上がった。

　この弾力には、覚えがあるぞ……っ！

「い、いきなり後ろから抱だきつくのは、やめろって言ってるだろ！」

　絡からまった腕を振りほどき、お決まりの文もん句くを言う。向こうは聞く気なんてないだろうけど、言わなきゃ余よ計けいにエスカレートするからな。

「まあ、そう言うなってば。『すきんしっぷ』って奴さぁ」

　案あんの定じよう、懲こりた様よう子すもなく、彼女はにへらにへらとした笑えみを浮かべていた。

　背せは僕より少し低いくらいで、茶色がかった髪かみを肩まで伸ばしている。その口には細長い楊よう枝じがくわえられており、笑うたびに上下に揺れ動いている。

　彼女の名前は雨あま宮みや花か梨りん。高等部・体たい魔ま術じゆつ科かを専せん攻こうする一年生である。

　体魔術科というのは、魔法を利用した武ぶ術じゆつやスポーツの腕を磨みがいて、社会の裏側から秩ちつ序じよを守るための人じん材ざいを育てる学科だ。当然この学科には体力に自信のある人ばかりが集まっており、その中でも花梨は特に名の知れた存そん在ざいだった。

　僕に対してニヤニヤと笑いながら、彼女はチラリとその目を他の生徒に向けた。

　僕たちに奇き異いの視し線せんを向けていた人たちは、花梨と目が合うとすぐに顔を背そむけ、自分たちの食事に専せん念ねんする。皆みな、彼女に無ぶ礼れいがないようにと配はい慮りよしているのだ。

　花梨の腰こしには一本の刀かたながぶら下げられている。木ぼく刀とうや竹刀しないなんかじゃなく、本物の刀、真しん剣けんである。

　雨宮家は古くから魔法使いを輩はい出しゆつしてきた名めい家かで、その特とつ権けんとして、彼女は学園内で唯ゆい一いつ、常じよう時じ帯たい刀とうが許きよ可かされているのだ。

　ただしそれは、名家だからというだけで優ゆう遇ぐうされているわけではない。花梨がその特権に見合うだけの力と心構えを備そなえているからなのである。

　十五歳にして雨宮流魔ま刀とう術じゆつの師し範はん代だいを務つとめているのがその証しよう拠こであり、彼女の持つ特権に異論を唱となえる奴なんてこの学園にはいない。

　もちろん、力を持つ者には責任がある。

　花梨は風ふう紀き委員の一人として、学園の治ち安あんを守る役目を負おっているんだ。

　だからさっきの人たちだって、余よ計けいなことをして目をつけられないよう、気を遣つかっていたというわけだ。

　そんな感じで、花梨は皆が一いち目もく置おく存在なのだけど、どうしてだか彼女は、さっきみたいにやたらと僕にちょっかいをかけてくることが多いのだ。

　付き合いの長さは沙さ織おりと同じくらいだけど、ほとんど一方的に絡からまれることばかりなんだよな。

　いじめ甲が斐いがあるとでも思ってるのだろうか。だとしたらいい迷めい惑わくだよ。

　まあ、決して悪い奴やつではないんだけどね、悪い奴では。

「で、こっちのちっちゃい子が、噂うわさの彼女？」

　僕の気持ちになんか構わず、花か梨りんは視し線せんを隣となりにずらし、ナナを見つめる。

　ナナはわずかに戸と惑まどいの表情を見せたが、すぐに勝ち誇ほこった笑えみを浮かべた。

「へえ、わたしのことはもう伝わってるのね。そう、わたしがその『噂の彼女』よ。何か聞きたいことでもあれば、なんでも聞いてね。遠えん慮りよなく答えてあげるから」

　そう言って得とく意いげに胸むねをそらす。

　素す性じようが判明し、高こう貴きな身み分ぶんだということが証しよう明めいされたのが、よっぽど嬉うれしいのかもしれない。自分自じ身しんは何も覚えてないのにな。

　ナナの態度に気分を害がいした様よう子すもなく、花梨はにへらにへらと笑っていた。

「んじゃあ、しつもーん。二人はいつから付き合ってんの？」

　そして、そんな意味不明なことを口走る。

「……は？」

　唐とう突とつに出された訳わけの分からない問といに、思わず僕の口から素すっ頓とん狂きような声が出た。

「それは、どういう──」

「だからぁ、いつから付き合ってんのって。『冬とう弥やが中等部の生徒に手を出した』って話題で、学園中が盛もり上がっているところなんだよねぇ」

　再さい度どの言こと葉ばに、僕は思考を巡めぐらせる。

　頭の中で少しずつ、その意味を解ときほぐしていく。

　えーっと、なんだって？　いつから付き合っている、だっけ？

　それで、僕が中等部の生徒に手を出し……。

「っ！　な、何言ってるんだよ！」

　理解した途と端たんに、顔が熱を帯びた。

「ち、違ちがうよ！　この子は留りゆう学がく生せいなんだよ！　デモン・ウィッチクラフトからの、留学生！」

「ありゃ？　そうなんだ、そいつは初はつ耳みみだぁね」

　花梨は感心した様子で腕うでを組み、真しん偽いを確たしかめるかのようにナナの方を見る。

　視線を受けて、ナナは小さく息いきを吐はいた。

「呆あきれて怒ど鳴なる気にもなれないわ。わたしがこんなド変へん態たいと付き合うわけないでしょ」

　……ド変態という単たん語ごが気に入らないけど、ナナの言う通りだ。こっちこそ、こんな危険な子なんてお断りだよ。

　そりゃまあ、教室でのナナと僕とのやり取りを見た人が、話に尾おひれを加くわえて触ふれ回ったら、そういう噂うわさが広がるのかもしれないけどさ。

「あなた、ちょっと失礼よ。名前は？　冬とう弥やとはどういう関係？」

　花か梨りんの発言に機き嫌げんを損そこねたのか、ナナは口をとがらせ、警けい戒かいの眼まな差ざしを彼女に向けた。

「雨あま宮みや花梨だよ。冬弥とは一番の親友さぁ」

　臆おくした様よう子すもなく、花梨は平然とそんなことを言う。

　何が親友だ、呆あきれて訂てい正せいする気にもなれないよ。お前とは一いつ緒しよに遊んだ覚えだって無ないってのに。

「どしたの？　冬弥との関係が気になる？　もしかして、焼きもち？」

「は？　そんなわけないでしょ、何言ってるのあなた。それだけはありえないわ」

「そうやって必ひつ死しに否ひ定ていするところが、ますます怪あやしいねぇ」

　花梨はニヤニヤと笑いながらナナの頰ほおをつついた。

　ナナはこめかみをピクピクさせて、花梨をにらむ。が、花梨はまるで動じておらず、むしろ余よ計けいに笑えみを大きくさせた。

「こら、花梨。そんなにからかっちゃダメじゃない」

　そんな花梨に、一人の生徒が声をかけてくる。

　沙さ織おりだった。

「ごめんごめん。反はん応のうが面おも白しろくって、つい」

　まるで悪わるびれた様よう子すもなく花梨は白い歯はを見せる。

　その態たい度どに呆あきれつつも、沙織は小さくため息いきをつくと、僕たちへと向き直った。

「……何か言うことがあるんじゃないの？」

　ジットリとした目で見られ、教室での一いつ件けんを思い出す。

「あ、ああ。ええっと、さっきは、その、すまなかったな」

　そう言って僕は深く頭を下げた。

　しばらくの間、沙織はこちらをにらんでいたが、

「……ま、いっか」

　ため息をつき、表情を崩くずす。

「冬弥が何かやらかして騒さわぎになるのは、いつものことだし」

　どうやら許してくれたみたいだった。

『いつものこと』で片付けられるのは不ふ本ほん意いだけど、でも、その寛かん大だいな心に今は感かん謝しやしよう。

「それより、席せき取とっておいたから、お昼ご飯はんにしましょ。えっと……」

　沙織は視し線せんをナナに向けたが、すぐに僕を見て言った。

「その子の名前、まだ聞いてなかったわね。冬弥、紹しよう介かいしてよ。さっきの呼び出しはその子が関係してるんでしょ？　冷れい静せいに考えたら、いくらあんたがバカでも監かん禁きんなんてするわけがないし、何か事じ情じようがあるのなら、教えなさいよ」

　あー、そういえばそうだ。何も説明出で来きないまま、あの場を逃げ出したんだよな。

　ま、なんとか誤ご解かいは解とけたようだし、一ひと安あん心しんというところか。

　僕はナナに目を向けると、小さくセキ払ばらいしてから口を開く。

「えっと、この子の名前はナナ。デモン・ウィッチクラフト学園からの留りゆう学がく生せい、らしい」

　僕の言こと葉ばに、沙さ織おりは「へえ、あの名めい門もんの」と感かん嘆たんの声を漏もらした。

　その反応に満足したのか、ナナは鼻を高くしてふんぞり返っている。

「ナナ、こっちは世せ良ら沙織。僕の友達、というか、まあ、腐くされ縁えんみたいなもんだ。もう一人が雨あま宮みや花か梨りん。さっきの会話でどんな奴やつかは分かったと思うけど、仲なか良よくしてやって欲ほしい」

「ふふん。いいわよ、多少の無ぶ礼れいは許してあげる。貴き族ぞくたるもの、広い心を持たなきゃね」

　いつから貴族になったんだ、お前は。

「ま、詳くわしいことは後で話すとして、とりあえず食券買ってくるよ」

　いちいち突つっ込んでられないので無む視しして、食券売り場に行こうとする。

「んじゃ、ウンディーネフィッシュのフライ定食をお願い」

　すると、そう言って花梨がコインを一枚投げてきた。

　僕はそれを片かた手てでキャッチする。

「人をパシリみたいに……、別にいいけどさ。沙織は何か注ちゆう文もんあるか？」

「私は大だい丈じよう夫ぶ。もう買ってある」

「オッケー。それじゃあナナは──っと」

　言いかけて、ナナには記き憶おくが無ないんだってことを思い出す。

　もしかして、自分の好すきな食べ物も忘れていたりするのだろうか？

　そもそもここには今日初めて来たんだから、メニューなんて知らないだろうし。

　んー、まあいいや。好このみだけ聞いて、適てき当とうに買ってこよう。

「ナナは何にする？　高貴な人の口に合う食べ物なんて分からないけど、値ね段だんの高い物の方がいいのかな。ステーキとか？」

「んっと、じゃあ、それで」

　尋たずねてみると、ナナは深く考えた素そ振ぶりも見せず、あっさり答えた。

「了りよう解かい。それじゃあ、ちょっと待まっててくれよな」

　ナナの返事を聞くなり、食券の販はん売ばい機きへ足を向ける。

　販売機の前で並ぶこと二分、食券を買って調理場の前へ。

　そこで並ぶこと、さらに三分。全員分の料りよう理りをトレイに載のせて、みんながいるテーブルへと運ぶ。

　座ざ席せきに余よ裕ゆうのあるテーブルだった。沙織と花梨が並んで座すわり、その向かい側にナナがいる。

　ナナの隣となりが空あいていたので、僕はそこに着ちやく席せきした。

「はい、お待たせ」

「わぁ……」

　僕が目の前にお皿さらを置くと、ナナは目を輝かがやかせ、顔をほころばせた。

　ナナのために持ってきた料りよう理りは、ミノタウロスビーフのステーキだ。

　ミノタウロス牛ぎゆうっていうのは、見た目は普通の牛と変わらないけど、食べれば体内に魔ま力りよくを蓄たくわえる効こう果かのある、マジックフードの一つである。

　魔ま法ほう農のう家かで丹たん精せい込めて育てたこのミノタウロス牛の厚あつ切ぎり肉にくを、ドカンと皿に載のせた豪ごう快かいな一いつ品ぴん。それがミノタウロスビーフステーキ。肉を食いたい奴やつはこれを頼たのめってくらい、定番のメニューだ。

「冬とう弥や、あんたねえ、もっと女の子向けのが他にもあるでしょうに……」

　沙さ織おりが僕に呆あきれた目を向けてくる。

　うるさいなあ、そんなこと言われても、そこまで考える余よ裕ゆうなんてなかったんだよ。

　ナナはずっとお腹なかを空すかせてたみたいだったから、スピード優ゆう先せんでパパッと決めたんだ。別にいいじゃないか。

　それに、ナナはこれを気に入ったみたいだしね。この子のあんな表情、初めて見たよ。

　ナナが嬉うれしそうにしていると、なぜだかこっちまで楽しい気持ちになってくるんだよな。

「ねえ」

　心地ここちよい気分に浸ひたっていると、ナナが服の袖そでを引っ張ぱってきた。

　見ると、彼女はまだステーキに手をつけておらず、不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませている。

「ん、どうした？」

「『どうした？』じゃないわよ。早くしなさいよ」

「え？」

　意味が分からず首をかしげると、

「これ、食べさせてくれるんでしょ？」

　平然と、そんなことを言った。

「食べさせるって、僕が、君にってこと？」

「それ以外に何があるのよ」

「えっと、どうしてわざわざそんなことをしなきゃいけないのかな？」

「マナーよ、マナー。食事のマナー。『れでぃーふぁーすと』ってやつよ。こんなの、デモン・ウィッチクラフトでは常じよう識しきなんだからね」

　なんだよ、そんなの聞いたことないぞ。さっきまで自分がデモン・ウィッチクラフトの生徒だなんて知らなかったくせに、何を言ってるんだ。

「それにあなた、わたしの世せ話わ係がかりじゃない。だったらなおさらでしょ」

「……」

　あまりにもあんまりな物言いに、呆あきれるしかなかった。

　良りよう家けのお嬢じよう様さまか何か知らないけど、ワガママにも程ほどがある。

「それくらい自分で……」

　僕はそう言いかけて、しかし、ふと思い至いたる。

　もしかしてこの子、ナイフとフォークの使い方も忘れてる、のか？

「何よ、文もん句くでもあるわけ？」

　僕の態たい度どを不ふ服ふくと受け取ったのか、ナナは苛いら立だった声を上げる。

　その瞳ひとみは、わずかだけど不安げに泳およいでいるように見えた。

　……ったく、仕し方かたないなあ。

　僕はナナの目の前にあったお皿さらを引き寄せ、ナイフとフォークで肉にくを切り分けた。

　そのうちの一いつ片ぺんをフォークで刺さし、

「ほら、食べなよ」

　ナナの口の前に差し出す。

「もっと丁てい寧ねいにできないの？　ガサツな男は嫌きらわれるわよ」

　ブツクサ言いながらも、ナナはフォークに顔を近づけ、肉にく片へんを口に入れる。

「！」

　途と端たんに、ものすごい勢いきおいで咀そ嚼しやくしたかと思うと、一いつ気きに飲み込んだ。

「むぐっ！」

　次の瞬しゆん間かん、彼女は苦しそうに顔をゆがめて全ぜん身しんを震ふるえさせる。

　そして、

「で、で、で……」

「で？」

「でんじゃらす！」

　恍こう惚こつとした表情で、ナナは叫さけんだ。

「冬とう弥や、もっともっと！」

　よっぽどお腹なかが空すいていたのか、ナナは服の袖そでを引っ張って「早く食べさせなさいよ！」と要よう求きゆうしてくる。言われるままに肉片を差し出すと、彼女はさっきと同じ要よう領りようで食らいついた。

　その食べっぷりには驚おどろいたけど、でも、どうやら気に入ってくれたみたいだな。空くう腹ふくは最高の調ちよう味み料りようって言うし、じっくり味あじわって欲ほしい。

「……あんたたち、何やってんの？」

　そんなやり取りをする僕たちに、沙さ織おりがジットリとした視し線せんを向けてきた。

「ねえ、ナナちゃんって、いったいどういう子なのよ？」

　そして、当然の疑問を投げかける。

　好こう物ぶつであるサラマンドラサラダを口に運びながらも、その目は僕とナナの間を交こう互ごに行き来していた。

　まあ、不ふ審しんがられるのも当然だよな。自分でも変なことしてるっていう自じ覚かくあるし。

「ちゃんと説明してよね、ナナちゃんのこと。と、特に、冬とう弥やとの関係、とか……」

　なぜか最後の方を言いよどみながら、沙さ織おりは追つい及きゆうの言こと葉ばを述べた。

　もちろん、僕もこれからナナのことを話すつもりだったんだけど、しかし、どこまで話せばいいのやら。

　……全部話してもいい、のかな？

　いいんだよな、理事長には口くち止どめなんかされなかったし。

　そもそも一いつ介かいの生徒でしかない僕なんかに、言っちゃいけないような話をするわけがない。そのあたりの判断はきっちりしてる人だからね、理事長は。

　というわけで、僕は何も気にせず、ナナに関する詳しよう細さいを沙織たちに説明した。

　事じ故こが起きたこと。そのせいで記き憶おくを失ったこと。そして、事故の原げん因いんが分かるまで、僕が預あずかることになったってことも。

　その間も、ナナに食事を与えるのは怠おこたらない。

「へえ、そういう事情があったんだ……」

　話を聞いて、沙織は感心したように大きくうなずく。

　しかしすぐに眉まゆをひそめると、顔を寄せて小こ声ごえで話しかけてきた。

「で、でもさ、だからって一いつ緒しよの部へ屋やで生活するだなんて、ちょっとまずくない？　ほ、ほら、一いち応おうあんたは男で、その、ナナちゃんは女の子なんだし……」

「そう考えるのが普通だよな。だけどな、理事長命令なんだ。分かるだろ？」

「そ、それは、そうだけど……」

「沙織が理事長を説せつ得とくしてくれるってのなら話は別だけどさ。お前あの人に直じか談だん判ぱんする度ど胸きよう、あるか？」

「……無む理り」

「だよな。僕も無理だ」

　あの人の怖こわさは初しよ等とう部ぶの頃ころから身みをもって味あじわわされてきたからな。逆さからう気になんてなれるわけがない。

「ま、理事長命令なら仕し方かたないさね」

　二人して顔を青くしているところへ、花か梨りんが会話に加くわわってくる。

「でもさ、なんでもいいじゃん、些さ細さいな事情はさ。ようするに、今日からナナちゃんはあたしらの仲なか間まだってことさぁね。それだけ分かってれば充じゆう分ぶんだよん」

　彼女はウンディーネフィッシュのフライを箸はしでつまみ、にへらにへらと笑う。

「ん、まあね。それもそっか」

　花梨の言こと葉ばに沙織はゆっくりうなずき、それ以上は何も言ってこなかった。

　納なつ得とくできないところはまだあるのかもしれないけど、それはこっちも同じだからね。これ以上は話を続けようがない。

　ともあれ、なんとか説明をし終えたと思った、そのとき、

「冬とう弥や」

　不意に、目の前へ空からになった皿さらが差し出された。

　それは、ナナが食べていたステーキの皿だった。

「これ、もっと欲ほしい」

　ナナは嬉き々きとした声で僕にそう訴うつたえる。

　肉にくの切り分けが半なかば作業化してたから気付かなかったけど、沙さ織おりたちへの説明に意い識しきが向いている間に、食べ終わっていたみたいだ。

「早いな」

　驚おどろきつつも、お腹なかが減へってたのならこれくらいはあっさり平たいらげるか、と納なつ得とくする。

　よく見ると、ナナの口の周まわりにはステーキの肉にく汁じるやソースがたくさんついていた。

「ほら、ここ汚よごれてるよ」

「え、ちょ……」

　備そなえ付けの紙ナプキンで口を拭ぬぐってやると、ナナは顔を赤くし、僕の手を振り払はらった。

「そ、それくらい自分で出で来きるわよ！　記き憶おくが無いからって子ども扱あつかいしないでよね、まったく」

　そう言って彼女は紙ナプキンを奪うばい取り、ゴシゴシと口の周まわりを拭う。

　なんだよ、だったら一人で食べればいいじゃないか、とは思いつつも、またうるさく言われると面めん倒どうなので、口にはしない。

「それより、このお肉もっともらえる？　美味おいしいわ、これ」

「別に構わないけど、全部食べれるのか？　残したりすると、調ちよう理り場ばのおばちゃんがうるさいんだよ」

「残さないってば。だから、早くしてよ」

　しょうがないな。あのステーキ、結けつ構こう高いんだけどなあ。

　ま、お金は後あとで理事長に請せい求きゆうすればいいか。

「じゃあ、ちょっと待まっててくれよな」

　言い残し、僕はさっきと同じように販はん売ばい機きと調理場の前で並び、お望のぞみの品を手に入れる。

　そして再ふたたび戻ってきたとき、

「？」

　僕たちが座すわる席せきの前に、一人の女子生徒が突つっ立っていた。

　一いつ瞬しゆん、誰だれだか分からなかったが、彼女が発はつしたその声で、すぐに判はん明めいする。

「相あい席せきしてもいい？」

「！」

　僕は目を見開き、駆かけ寄ってその人物の真ま正しよう面めんに回り込んだ。

　背せの高さはナナよりもやや高いくらい。長く艶つややかな黒くろ髪かみをなびかせ、縁ふちの無い眼鏡めがねの奥おくでは無表情な瞳ひとみが淡あわい輝かがやきを放っている。

「星ほし野の……っ！」

　名を呼ぶと、彼女はゆっくりとこちらへ目を向けた。

　星野暦こよみ。やっぱり君か。

「どうして君がここにいるんだ？」

　星野に対して警けい戒かいの気持ちを強めながら、僕は彼女をにらんだ。

　こちらの態たい度どなど気にした様よう子すもなく、星野は小さくつぶやく。

「……気になったから」

　そう言って視し線せんをナナに向ける。

　ナナは突とつ如じよ現れた人物をぼんやりと見上げていたが、彼女のセリフに反はん応のうして得とく意いげな顔を作った。

「あなたもわたしに興きよう味みを持つ一人のようね。いいわ、なんでも聞いてちょうだい。どうやらあなたも冬とう弥やのお友達みたいだし、特別に──」

「友達じゃないよ、この子は」

　流りゆう暢ちように話すその言こと葉ばを、しかし僕はさえぎる。

　そしてそのまま自分の席せきに着き、ステーキを切り分けてナナに差し出した。

「ほら、食べなよ」

「え？　ああ、うん」

　ナナはまだ星野へチラチラと視線を送っていたが、食しよく欲よくには逆さからえないのか、目の前の肉にく片へんを口に運ぶ。

「ちょっと冬弥、失礼でしょ」

　星野に対する僕の態度を、沙さ織おりが咎とがめる。

「いいよ、暦。ここ、空あいてるから」

　そう言って沙織は自分の隣となりへ座るよう、星野へ勧すすめる。星野は星野で、言われるままにそこへチョコンと着席した。

　沙織の奴やつ、余よ計けいなことしやがって。

「で、何が気になるって？　ここには特とく進しん科かの生徒様の興味を引くようなものなんて何もありませんよ。それとも君も他の連中と一いつ緒しよで、野や次じ馬うま根こん性じよう丸まる出だしってやつなのかな？」

　不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせず、僕は言葉をぶつける。またもや沙織ににらまれたが、無む視しだ、無視。

　星野の専せん攻こうしている学科は特進科だ。

　特進科とは、魔ま法ほう使つかいとしての素そ質しつがある人の中でも特に才さい能のうのある人間が、専せん門もん的てきな知ち識しきを学び、難なん易い度どの高い技術を身みにつけるための学科である。

　いわゆるエリート集団ってやつで、その中でも星ほし野のは飛び抜ぬけて優ゆう秀しゆうな生徒として有ゆう名めいなんだ。

　この学園で星野の名を知らない人はいない。『いずれは理事長の後あとを継つぐのでは？』なんて噂うわさまで飛び交かってるくらいだ。

　竜りゆう煌おう寺じ学園が誇ほこる天才、それが星野暦こよみだった。

　ま、有名だからって、誰だれもが好こう意い的てきな態度を取るってわけじゃないんだけどね。

「……」

　僕の言こと葉ばを受け、星野はなにやら考え事をしていたようだが、やがてゆっくりと口を開いた。

「……この子からは、何か強い力を感じる」

　そのセリフに、僕の眉まゆがわずかに上がる。

「この子は何なに者もの？　学がく術じゆつ的てきな探たん究きゆう心しんから、この子のことをもっとよく知りたい」

　おそらく星野は、ナナがただの学生ではないと気付いているのだろう。

　ナナはデモン・ウィッチクラフトの生徒だから、そんじょそこらの魔ま法ほう使い見習いとは持っている素そ質しつが違ちがうだろうし、星野ほどの人間ならそういった異い質しつなものを感じ取ることができるのかもしれない。

　しかしどうやら、ナナが留りゆう学がく生せいだということにまでは思い至いたっていないようだ。

「ふん、お前なんかに教えてやらないよーだ」

　ちょっといじわるをしたくて、わざとそんなセリフを口にする。こっちから話してやる理由なんてないからね。

「冬とう弥や、あんた何をバカなこと言ってんのよ。あのね暦、ナナちゃんはね……」

　そんな僕の態度に、沙さ織おりは大きなため息いきをつき、代わりに説明をし始めた。

「あ、こら、勝かつ手てに──」

　僕は会話をさえぎろうとして、

「冬弥」

　不意に、服ふくの袖そでが引っ張ぱられる。

　ナナだった。

「なんだよ、今ちょっと忙いそがしい……」

「これ、もっと欲ほしい」

　こっちの言葉を無む視しして、彼女は自分の皿さらを僕に突つきつけてくる。

　見ると、そこに盛もられていたはずのステーキは、すっかりなくなっていた。

「あ、あれ？　もう食べ終わってたのか。というか、まだ食べれるのか？」

「残さないから、お願ねがい」

　キラキラと目を輝かがやかせてお願いされる。

　……参まいったな。

　そんな顔で頼たのまれたら、断るものも断れないじゃないか。

「分かったよ。じゃあ、ちょっと待まっててくれよな」

　口くち元もとが汚よごれていたので紙ナプキンを渡わたしてやってから、僕はまたもや席せきを立つ。

　しかし、ナナの胃い袋ぶくろはどうなってるんだろう。

　食しよつ券けん販はん売ばい機きの前に並びながら、どうでもいい疑問が首をもたげる。

　ミノタウロスビーフのステーキ三枚目突とつ入にゆうって、男の僕でも結構きついぞ。しかも、やたらと食べるの早いし。

　並なみの人間とは思えない食べっぷりには、感心せざるを得えない。デモン・ウィッチクラフトの学生はみんな、これくらい食べるのかな？

　……絶対に食しよく費ひは請せい求きゆうするからな、理事長。

　軽くなった財さい布ふにため息いきを漏もらしつつも、僕は必ひつ要ような物を買って席に戻る。

　そのときにはもう、皆みなはナナに関する話題で盛もり上がっていた。

「ナナちゃんってすごいのよ。マジックアイテム無なしで『飛行』の魔ま法ほうを使えたりするし」

「……沙さ織おり、お前、何を勝かつ手てに話してんだよ」

　嬉き々きとして語る沙織に、不満の声を上げる。

　自分の席に着きながら、僕は視し線せんを星ほし野のへと移し、言こと葉ばを続けた。

「ナナのことを知りたかったら、まず僕を通してからにしてくれよな」

「あんたはまたそうやって……。暦こよみ、こいつの言ってることなんて気にしなくていいからね」

　眉まゆをひそめて、沙織はそんなことを言う。

　星野がうなずくのを見てから、沙織はこちらに顔を向けて、尋たずねた。

「ねえ冬とう弥や。あんたはどうしてそう、いつも暦に突つっかかるのよ？」

　沙織は気さくで人当たりが良くて、すぐに誰だれとでも仲なか良よくなれる奴やつだ。当然、星野とも親しん交こうがあるし、よく話しているところを見かける。

　そういうところは沙織の長ちよう所しよでもあるんだけど、それだけに、星野に対する僕の態たい度どが理解しがたいのだろう。星野も同どう級きゆう生せいなのに、なぜ自分と同じように接することができないのか、という具ぐ合あいに。

　でも僕は、星野と馴なれ合うわけにはいかないんだよ。

　沙織の問といには答えず、口を『へ』の字に曲まげていると、

「冬弥」

　不意に、服ふくの袖そでを引っ張ぱられた。

　ナナだった。

「何をぼんやりしてるの。早く食べさせなさいよ」

　彼女はそう言ってステーキの載のった皿さらを突きつけてくる。

　こりゃあ、まだまだ食べそうだな。

「……はいはい、お嬢じよう様さま。なんなりとお申もうし付けくださいませ」

　僕は大きくため息いきをつき、肉にくを切る作業に戻るのだった。







「──だから、原げん因いんが分かるまでは冬とう弥やが預あずかることになった、ということらしいのよ」

「……理解した」

　沙さ織おりの言こと葉ばに星ほし野のはうなずく。

　さっきから二人は、ナナの話で盛もり上がっていた。今は、僕が沙織に語った内容をそのまま星野に伝つたえているところだ。

　そんな二人を、僕はふてくされた顔で眺ながめる。

　本当なら沙織の口をふさいででも会話を止めたいところなんだけど、僕にだって常じよう識しきくらいあるし、さすがにそこまではしない。

　そもそも僕の両手は今、ナイフとフォークを持ってるから、物理的に不ふ可か能のうなんだけどね。

「……はあ」

　肉を切りつつ、僕の口から何度目かのため息が漏もれる。

　今日は厄やく日びだな。朝からロクなことがないや。

「ま、気にしなさんな。遅おそかれ早かれ、いずれは耳に入ってたことだろうしぃ」

　花か梨りんが慰なぐさめの言葉をかけてくれるが、逆ぎやくに傷きずつくからやめて欲ほしい。

　僕の心しん境きようなんて知らず、ナナはさっきからずっとステーキを食べていた。

　あれからナナは更さらに何度かおかわりを要よう求きゆうし、そのたびに僕は食券販はん売ばい機きと調ちよう理り場ばを行き来きするハメになった。

　テーブルには重ねた皿さらが何枚も積つみ重ねられている。もう何皿目になったのか分からないが、そろそろ返しに行った方が調理場のおばちゃんたちも助かるだろうな。

　そんなことを考えていたとき、ちょうど予よ鈴れいが鳴った。

　そのチャイムを合あい図ずに、食堂にいた皆みなは席せきを立つ。

「またねぇ。楽しかったよん」

「……」

　花梨は笑いながら手を振り、星野は無む言ごんで小さくうなずき、それぞれ目的の場所へと向かっていく。

「じゃあまたね、ナナちゃん」

　沙織も同じように手を振ったが、すぐに視し線せんをこちらへ移すと、指を突つきつけてきた。

「冬弥、さっきから態度悪いわよ。どうしてあんたが暦こよみのことを嫌きらってるのか知らないけど、悪い子じゃないんだから、もっと仲なか良よくしなさいよね」

「うるさいなあ。沙織には関係ないだろ」

「関係あるわよ。私は暦こよみの友達だし、あんたとだってそれなりに付き合い長いし。そんな二人がずっとあんな調ちよう子しだと、放っておくわけにはいかないでしょ」

　沙さ織おりは「分かったわね？」と言い残すと、そのまま足あし早ばやに遠ざかっていった。

　相あい変かわらずお節せつ介かいな奴やつだよ、まったく。

　……まあ、いっか。ナナとは仲なか良よくなったみたいだし。

　沙織だけじゃなく、三人ともナナに対して悪感情を持たなかったことが、素す直なおに嬉うれしかった。そんな奴らじゃないってことは分かってたけどね。

　ともかく、今は気持ちを切り替えて、次の授業に集中することにしよう。

「ナナ、もう行くよ」

　ナナに呼びかけ、席せきを立つ。ステーキの皿さらは、ちょうど空からになったところだった。

「ええー、もっと食べたいんだけどー」

「君の望のぞみを叶かなえてやりたいのは山々だけど、これ以上は時間的に無む理りなんだ。また後で食べさせてあげるから、今は我が慢まんしてくれないか？」

「……絶対だからね」

　ナナは不満たらたらの様よう子すだったが、なんとか納なつ得とくしてくれたようだ。

　やれやれ、この子の世話も一ひと苦く労ろうだよ。

　皿を調理場に運びながら、小さく息いきを吐はく。

　ま、どうせ数日間の辛しん抱ぼうなんだろうから、気き楽らくにやるとしようか。

　それより、今は授業だ。

　えーっと、確たしか次は、実じつ践せん魔ま法ほうだったかな。

「ごちそうさまっしたー」

　調りよう理り場ばのおばちゃんに挨あい拶さつしてから食堂を出る。ナナは大きく頰ほおを膨ふくらませていたが、いちいち相手にはしてられない。

　……もしかして、晩ばんご飯はんも僕が用意するのかな？

　するん、だよね。僕が世話をすることになってるんだから。

　このままだと、理事長に請せい求きゆうする前に、手持ちのお金が全部なくなるんじゃないか？

「……はあ」

　せめて夕ゆう飯はん用ようの肉は、もっと安いやつにしよう。

　そう心に誓ちかい、僕は目的の場所へ向かうのだった。




　　　　　　　２




　で。

　その場所に着くなり、沙織と目が合った。

「……なんか、今日は授業の『かぶり』が多いわね」

「……だな」

　朝に続いて、どうやらまた沙さ織おりと同じ授業を受けることになったようだ。

　僕たちは今、グラウンドの真まん中に来ていた。午後からの授業は『実じつ践せん魔ま法ほう』、習った魔法を実じつ生せい活かつで使う方法を学ぶ、という内容である。

　どっちかというと普ふ通つう科か寄よりの授業なのだが、薬やく術じゆつにも応おう用ようできる箇か所しよが多いので、薬術科の生徒でこの授業を取ってる人も、結構いたりする。

　そして、沙織もそのうちの一人ということだ。

「もう今朝みたいなことはゴメンだからね」

「分かってるって。そっちこそ、キレて変なもん投げたりするなよ」

「しないってば」

　沙織は口をふくらますと、背せを向けて僕から離はなれていく。そしてそのまま女子連中に混まじって、雑ざつ談だんめいた言こと葉ばを交かわしていた。

　ま、沙織のことはいいとして、だ。

　僕はナナへと向き直り、両肩に手を置いて、言った。

「頼たのむから、大人しくしておいて欲ほしい。そこらへんにある物を無む闇やみに触さわらない。グラウンドを歩き回らない。何か気になることがあれば、まず僕に言う。分かった？」

　──ついさっきのことだ。

　グラウンドに来る途と中ちゆうで、実践魔法担当の先生が僕たちに声をかけてきたんだ。

　先生はナナの方を見ながら、

「授業中は静しずかに見学してるように」

　と言った。

　理事長から、ナナに関しての通つう達たつがあったのだろう。

　今は他の生徒たちに「デモン・ウィッチクラフトからの留りゆう学がく生せい」云うん々ぬんと説明している。

　で、僕はその言いつけを守るよう、ナナに言い聞かせてるってわけだ。

「もう、分かってるわよ。記き憶おくが無いからってバカにしないでよね。その程てい度どの判断くらい、ちゃんと出で来きるんだから」

　両りよう腕うでを組み、ふくれっ面つらでナナは背を向ける。そして、そのままトテトテとグラウンドの隅すみまで歩いていった。

　これは、あれかな。子ども扱あつかいされたことに腹はらを立てているというよりも、ご飯はんを食べ足たりないから機き嫌げんが悪いだけじゃないかな。

　世話の焼ける子だよ、まったく。

　愚ぐ痴ちの一つでもこぼれそうになったとき、しかしチャイムが鳴ったので気持ちを切り替える。

　鳴り終わると同時に、先生が授業の内容を説明した。

　それによると、今日は『四よん元げん素その具ぐ現げん化か』の練習を行うらしい。

　魔ま力りよくの性せい質しつを変化させ、自然にある四元素、風・水・火・土のいずれかを生み出す、というものである。

　初めてやる授業内容だ。

「準じゆん備びができたらしばらくは各かく自じで練習をしておくように。分からないことがあれば、先生に聞きにきなさい。後で簡かん単たんなテストを行うので、サボらない方がいいですよ」

　それだけを言うと、先生はその場に腰こしを下ろす。

　生徒の自じ主しゆ性せいに任まかせた授業方ほう針しんである。

　ま、僕たちはもう高等部の生徒なんだから、これくらいは自分で考えてやらなきゃいけないんだよね。想そう像ぞう力りよくがないと魔法使いになんてなれないし。

　先生の言こと葉ばを受けて、早さつ速そくみんなはそれぞれに練習を始めた。

　さて。僕もやるか。

　と、その前に。

　ナナは余よ計けいなことしてないかな。

　視し線せんを移うつし、その姿すがたを確かく認にんする。

　ナナはグラウンドの隅すみで体たい育いく座ずわりになり、じっとみんなの様よう子すを眺ながめていた。

　生徒の方でも、時とき折おりナナの方をチラチラと見る人はいたけど、先生の目が光ってるから無む闇やみに話しかけたりはしない。

　あれならちょっとくらい目を離はなしてても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　ひとまずあの子のことは忘れ、目を閉じてゆっくりと深しん呼こ吸きゆうした。

　最初は何もせずに、立ったまま心を空からっぽにする。

　みんなの話し声が耳に届とどく。強くなってきた日差しに夏の到とう来らいを感じる。時とき折おり吹ふく風が頰ほおに当たり、冷れい気きを覚える。

　──風、か。

　よし、それでいこう。

　頭の中に風をイメージする。

　夏の暑さを吹き飛ばすほど冷たく、それでいて柔やわらかなそよ風。

　脳のうから手の先へと力を送る。指先に魔力の波なみを感じる。

　充じゆう分ぶんに力が満ちたことを感じた僕は、意いを決けつして目を開いた。

「風よ！」

　叫さけびと同時に右手を真ま上うえに掲かかげる。

　瞬しゆん間かん、全ぜん身しんが強い風に包つつまれた。

　生まれた風は回転しながら天へと昇のぼっていく。

　砂すなぼこりが舞まい、やがて静しずかに風の気け配はいは薄うすれる。

「……成功した、のか？」

　四よん元げん素その具ぐ現げん化かを試ためしたのは初めてだった。けど、どうやら上手うまくいったらしい。

　やってみて分かったんだけど、魔ま法ほうを使うときは、声に出した方がイメージしやすいな。

　ホウキに命令を与えるのとはまた違ちがった感かん覚かくが、確たしかにあった。今度からは、そのあたりのことも意い識しきして挑いどんでみようか。

　そんなことを考えていると、ふと、誰だれかの手を叩たたく音が聞こえた。

「やればできるんじゃない」

　背はい後ごからの声に振り向くと、近くで沙さ織おりが僕を見つめていた。

「なんだよ、見てたのか」

「まあね。ちゃんと見み張はっておかないと、また今朝みたいに、変なことに巻き込まれるかもしれないし」

　皮ひ肉にくめいたことを言いながらも、その口くち元もとには薄うすい笑えみが浮かんでいる。

　やっぱりまだ根ねに持ってるのか。僕だって好すきであんなことをやったんじゃないんだってば。

　ま、そんなに怒おこってなさそうなのが、まだ救すくいかな。

「冬とう弥やのことだから、絶対失敗すると思ってたのに」

　でもその一ひと言ことには、ちょっとだけカチンときた。

「そういう沙織はどうなんだよ。お前もこの授業内容は、初めてだろ」

「できるわよ、それくらい」

「証しよう拠こは？　証拠見せてみなよ」

「子どもか、あんたは！　……仕し方かたないわね、もう」

　沙織はブツクサ言いながらも僕から少し離はなれ、大きく息いきを吐はく。そして、僕がやったときと同じように、目を閉じて意識を集中させた。

　両手を胸むねの前で広げ、ここまで聞こえないくらい小さな声で、一ひと言こと二言、つぶやく。

　すると、両手の間に水の塊かたまりが生まれた。

　塊は少しずつ大きくなっていき、やがて両手でギリギリ抱かかえきれるくらいの大きさになったところで安定を見せる。

「どう？　これが証拠よ」

　沙織は僕に見せ付けるように両手を上げて、水の塊を頭上に掲げる。額ひたいに汗あせを流しながらも、それほど無む理りはしていない様よう子すだ。

　沙織は魔法そのものよりも薬やく術じゆつ関係の方が得とく意いなんだけど、それでも僕よりは実力あるからなあ。これくらいは出で来きて当たり前か。

　考えてみれば、魔ま法ほう薬やくの調ちよう合ごうに適てきした水が欲ほしいときに、イメージ通りの液体を自分で作れたら便べん利りだよな。だから独どく学がくである程てい度どは覚えたんだろう、きっと。

「オッケー、分かったよ。沙織の力を認みとめる──」

　言いかけたそのとき、視し界かいの隅はしにあるものを捉とらえた。

　生徒の一人が、具ぐ現げん化かの魔ま法ほうを試こころみているところだった。

　何事かを念ねんじた後、彼の身体からだが風に包つつまれる。僕と同じように、風を生み出したみたいだ。

　くそー、やっぱりみんなあれくらいは出で来きるのか。

　悔くやしさに口を曲まげる先で、その生徒の生んだ風は砂すなぼこりを舞まわせる。

　その砂は、近くにいたナナの顔に当たった。

「うぶっ！」

　目に砂が入ったのか、ナナは顔をゆがませる。

「へ……、へ……」

　そして鼻をムズムズさせたかと思うと、

「へっぷしょい！」

　盛せい大だいなクシャミをかました。

　バ、バカ！　あの子、またやっちゃったよ！

　ナナの口から炎ほのおが放たれる。その炎はこちらめがけて、一いつ直ちよく線せんに飛んできた。

　ちょうど、沙さ織おりの真ま横よこから当たる角かく度どだ。

　しかも沙織は今こちらを見てるから、迫せまる危機に気付いていない。

　まずい、このままだとまずい！

　僕は瞬しゆん時じに意い識しきを集中させ、手に力を込めた。

　さっきと同じ要よう領りようで風をイメージし、即そく座ざに解とき放つ。

「吹ふき飛ばせ！」

　叫さけぶと同時に腕うでを前に突つき出す。手の先から風が生まれる。

　この風で、炎の軌き道どうを変えてみせる！

　風は前方へ向かって強く吹き荒あれ、炎に当たると、その塊を巻き込みながら上空高くに舞い上がった。

　炎はそのまま小さくなっていき、やがて消える。

　よし、なんとか被ひ害がいは出なかったみたいだな。

　安心の吐と息いきと共ともに、視し線せんを下に向ける。

　だが、僕の思いは見けん当とう違ちがいだった。

　炎は確たしかに消えたが、僕の生み出した風は、止むどころかその勢いきおいが増ますばかりだったのだ。

　もしかしたら、とっさのことだったから力を込めすぎて、制せい御ぎよが甘あまかったのかもしれない。

「あ……、あー……」

　不意の出で来き事ごとに焦あせり、声が出ない。そんな僕には構うことなく、風はコントロールを失ったまま、吹き乱みだれて移い動どうを続ける。

　向かったその先には、沙織がいた。

「冬とう弥や？　さっきからいったい……きゃっ！」

　何が起きていたのかいまいち分かっていなかった沙さ織おりを、風が襲おそう。

　上空へと向かう風にあおられ、その勢いきおいで沙織のスカートがめくれ上がった。

　沙織は耐たえるように目を閉じていたが、薄うす目めを開けて自分の足あし元もとを見ると、

「きゃん！」

　悲ひ鳴めいと共ともに足を閉じて、両手でスカートを押さえる。その顔は、見る見るうちに赤くなっていった。
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「冬弥！　またあんたは……」

　沙織が叫さけぶが、しかしその言こと葉ばの途と中ちゆうで僕は目を見開く。

　一いち連れんのやり取りで沙織の集中が途と切ぎれ、あいつの生み出した水が制せい御ぎよを失っていたからだ。

「さ、沙織、よけろ！」

　僕は力の限り声を張はり上げる。

　が、遅おそかった。

「え？」

　キョトンとした顔で、沙織は空を見上げる。

　その頭の上に、自じ身しんの生み出した水が、盛せい大だいにぶっかかった。

　派は手でな音と水すい滴てきをまき散ちらし、沙織の全ぜん身しんがずぶ濡ぬれになる。

　──奇き妙みような静せい寂じやくが訪おとずれた。

　僕はもちろんのこと、異い変へんに気付いた先生や生徒たちもこちらへ目をやり、ただ静しずかに沙さ織おりを見つめている。どう声をかけていいのか分からないんだ。

「……」

　沙織はうつむき、無む言ごんのままその場に固まっていた。

　制服は肌はだに張り付き、中の下着が透すけて見える。

　そのことに気付き、僕は慌あわてて目をそらした。

　あれじゃあ、身体からだのラインが丸まる分わかりじゃないか。

　頰ほおを熱くしながらも、しかしこのまま放っておくわけにもいかない。

「おい、沙織……」

　なるべく身体を見ないようにしながら近づき、立ち上がるために手を貸かしてやろうとする。

　そんな僕の腹はらのド真まん中に、沙織の右ストレートが突つき刺ささった。

「う、ぐ、お……」

　たまらず背中を折おって苦く悶もんの声を漏もらす。

「な、なんだよ……。風のことなら、謝あやまるけど、その水は、自じ業ごう自じ得とくだろ……」

「うるさい！　もう知らない！　冬とう弥やのバカ！　冬弥のバカッ！」

　二回も言うことないだろ……。

　沙織は立ち上がると、顔を拭ぬぐい、水すい滴てきを垂たらしながら先生の方へと歩いてゆく。

　先生と何か言こと葉ばを交かわすと、沙織は校こう舎しやへ向かって遠ざかっていった。多分、着替えてくるんだろうな。

　僕たちのやり取りを見ていた生徒たちは、口くち々ぐちに好すき勝かつ手てなことを言っている。

「また成なる瀬せ絡がらみか」

「世せ良らも苦く労ろうが絶たえないな」

「なんで成瀬なんかと仲なか良よくしてんだろうな」

　ざわめきの中、しかしナナだけは何が起きたのか分からず、無む垢くな瞳ひとみを僕へ向け続けるのだった。




　　　　　　　３




　そんなこんなで、本日の授業は全すべて終しゆう了りようした。

　あれから沙織は一ひと言ことも口を聞いてくれなかった。当然と言えば当然かもしれない。

　各かく自じの練習後に行われたテストの方も、散さん々ざんな結果だった。ナナがまた何かやらかすんじゃないかと冷ひや冷やしっぱなしで、全然集中できなかったからだ。

　先生にまで「成瀬、お前はもっと落ち着くことが大だい事じだな」なんて言われる始し末まつである。

　六時間目の授業も、同どう様ようの理由で内容をほとんど覚えてない。

　結局何もなかったんだけどね！

　まったく、なんて一日だよ。

　疲つかれ果はてた身体からだを引きずり、僕は寮りようにある自分の部へ屋やへと帰き宅たくする。

　玄げん関かんに上がるなり、ナナは僕の方へ振り向き、笑え顔がおで言った。

「冬とう弥や、お腹なか空すいたから何かちょうだい」

　その言こと葉ばにげんなりして、口から大きなため息いきが出る。

「……まだそんな時間じゃないだろ。もうちょっと待まってよ」

「何よ、後で食べさせてくれるって言ったじゃない。約やく束そくしたよね」

「いや、言ったけどさ。ちょっとくらい我が慢まんしてくれてもいいだろ」

「約束、したよね」

　ナナは僕を見上げてきつくにらんでくる。

　人の気も知らないで、この子は……。

　他人に迷めい惑わくかけといて本人は無む自じ覚かくなんだから、困こまったもんだよ。

「分かった、すぐ用意するから大人しくしてて」

「早くしなさいよね」

　素そっ気けなく言って、ナナは背せを向ける。

　しかし無む意い識しきのうちだろうか、ソファへと向かうその背中からは、鼻はな歌うたが聞こえてきた。

　まあ、喜よろこんでるみたいだし、いっか。

　ため息を漏もらしつつも僕はキッチンに向かい、手に持った袋ふくろをテーブルの上に置く。

　中には、帰る途と中ちゆうに行きつけの魔ま法ほう食しよく材ざい屋やさんで買った肉にくが、大量に入っていた。

　当然、一番安い肉ばかりだ。

　理事長には後で必かならず経けい費ひを請せい求きゆうするつもりだけど、『払はらってくれない』という可か能のう性せいもあるんだよね。なんだかんだ言いくるめられるかもしれないし。

　だから、お金はなるべく節せつ約やくすることにした。

　食事だけじゃない。ナナと一いつ緒しよに過すごす間は、とにかく切り詰つめる。

　そうした方が、もしものときに地じ獄ごくを見ないで済すむってものさ。

　換かん気き扇せんのスイッチを入れ、手を洗い、まな板いたを取り出してその上に肉の塊かたまりを置く。

　それを包ほう丁ちようで適てき当とうな大きさに切って、油あぶらを落としたフライパンの上に載のせ、火を通す。

　しばしの間、肉の焼ける音が響ひびく。

　途と中ちゆうで裏うら返がえしたりしつつ、中まで火が通ったことを確かく認にんすると、塩しおコショウを振ってから皿さらに移した。

　よし、これで完成。

　魔ま法ほうに関する処しよ置ちは何も施ほどこしていない、ただの肉のステーキだ。

「できたぞー」

　言いながら折おりたたみのテーブルを広げる。鼻をクンクンさせてウズウズと身体からだを揺らしていたナナは、僕の声を聞いた瞬しゆん間かん、疾しつ風ぷう迅じん雷らいの速さでテーブルの前に正せい座ぎした。

「……欲よく望ぼうに忠ちゆう実じつな奴やつだな」

「ほら、早く食べさせてよね」

　……また僕がやるのか。別にいいけどさ。

　テーブルに皿さらを置き、ナイフとフォークで肉にくを切り分け、ナナの口の前に持っていく。

「そうそう、それでいいのよ」

　ナナは嬉き々きとした顔で肉を口に含ふくむと、むにむにと咀そ嚼しやくし、

「ん……」

　でもその顔は、段々と落らく胆たんの表情へ変わっていく。

「……お昼に食べたお肉の方が、美味おいしかったわね」

「贅ぜい沢たく言うなよ。嫌いやなら何も作らないぞ」

「……食べるわよ。食ーべーまーすー」

　ナナは不満を隠かくそうともしなかったが、口は動かし続けていた。

　お昼ご飯はんはもっと味の薄うすいやつにしておけばよかったかな。今いま更さら言っても遅おそいけど。

「おかわり」

　食べ終わると、ナナは空になった皿を僕に突つき出した。

「もっとちょうだい」

「なんだよ、不味まずいんじゃないのかよ」

「もっとちょうだいってば」

　そんなにお腹なか空すいてるのか。

　昼間もあれだけ食べたのに、いったいどんな胃い袋ぶくろをしてるんだろう。

「分かった、ちょっと待まっててくれよ」

　言ってから、さっきと同じ要よう領りようで肉を焼き、ナナに食べさせてやる。

　するとナナは頰ほおを膨ふくらませながらも黙だまってそれを平たいらげ、また皿を突き出す。

「もっとちょうだい」

「……味にケチはつけるのに、食べるのは食べるんだな」

「もっとちょうだいって言ってるの」

　上うわ目め遣づかいでにらまれる。

「分かったって。ったく、ちょっと待まっててくれよ」

　肩をすくめつつ、僕はまた肉を焼く作業に戻った。

　──結局、その後もナナは何度もおかわりして、買ってきた肉はほとんどなくなった。

　この調ちよう子しだと、朝は朝でまた大量に食べるんだろうな。

　……明日は早めに起きて、肉にくを買い足たしておこう。

　大きなため息いきをつきつつ、僕はぼんやりと、そんなことを考えるのだった。







　僕も簡かん単たんに食事を済すませて一ひと息いきついた頃ころ、ナナが話しかけてきた。

「ねえ、冬とう弥や。ここって水みず浴あびできるところ、ないの？」

「水浴び？」

　なんだろう？　風ふ呂ろのことかな？

「それなら、そっちだよ。着替えは用意しておくから、遠えん慮りよせず入って」

　洗面所を指差して言ってやると、ナナは顔を輝かがやかせてそちらへ向かう。

　しかし途と中ちゆうで振り向くと、僕をじっと見つめ、ためらいがちに口を開いた。

「……絶対に覗のぞかないでよね」

「そ、そんなことしないよ！　ぼ、僕は、その、巨きよ乳にゆう派はだって言っただろ！」

「っ！　ドスケベ！　ド変へん態たい！」

　叫さけびながら洗面所のカーテンを閉められる。

　はいはい、なんとでも言いなよ。どうせ僕はド変態だよ。

　さて、着替え着替え、と。

　クローゼットを漁あさって、寝ね間ま着きと下着を取り出す。そういやあの子の分の服、買うの忘れてたな。

　まあいっか、とりあえず今はある物を着てもらおう。

「ちょっと、冬弥」

　クローゼットを閉めて振り向くと、ナナがカーテンの隙すき間まから顔だけを出して、こちらを見ていた。

「どうした？」

「お水なんてないじゃない」

「え？　シャワーを捻ひねれば出てくるだろ？」

「シャワー？」

　キョトンとした表情を向けられる。

　あー、そっか。シャワーも忘れてるんだ。

　使い方を見せてやろうと思って中に入ろうとすると、ナナは激はげしく狼ろう狽ばいした。

「じ、自分で出で来きるから、教えてよ！」

「いや、でも僕が直接やった方が──」

「出来るって言ってるでしょ！　だから入ってこないでよ、スケベ！」

　そこまで言われて、ようやく言こと葉ばの意味することを理解した。

「そ、そういうことか。そうだな、じゃ、じゃあ教えるから、ちゃんと言った通りにしてよ」

　声を詰つまらせつつも、僕はその場からシャワーの使い方を説明した。

　温度調整の加か減げん、水の出る量などを、懇こん切せつ丁てい寧ねいに教える。

「分かった、やってみるわ」

　説明を終えると、ナナはカーテンの奥おくに引っ込み、すぐに風ふ呂ろ場ばのドアの開く音がした。

　ちゃんと伝つたわったのか不安だったけど、熱心に聞いてたし、多た分ぶん大だい丈じよう夫ぶだろう。

　そう思った瞬しゆん間かん、

「あっつ────い！」

　叫さけび声が部へ屋や中じゆうに響ひびき渡わたった。

「どうした!?」

　突とつ然ぜんの声に驚おどろき、風呂場へ駆かけ込む。

　ドアを開けると、途と端たんに大量の湯ゆ気げが漏もれ出した。

「な、何やってんだよ……」

　蛇じや口ぐちを確かく認にんしてみると、案あんの定じよう、熱ねつ湯とうの栓せんが全開で捻ひねられていた。そりゃ熱いよ。

　足あし元もとに気をつけつつシャワーに近づき、熱湯の栓をわずかに閉める。

　そして水の出る栓を少しずつ開け、適てき切せつな温度に調ちよう節せつした。

「ほら、これくらいなら大丈夫だろ」

「ち、違ちがうの、熱いのが嫌いやなの！　冷たいのがいいの！」

　背はい後ごからナナの悲ひ痛つうな声が聞こえる。

「なんだ、水だけでいいのか？」

　もしかして水と熱湯を間ま違ちがえて捻ったのかな。

　言われた通り、熱湯の栓を固く閉めて、水の栓を全開まで開ける。

「これでいいのか？」

　振り向かずに尋たずねると、脇わきからナナの手が伸のびてきて、シャワーの水に触ふれた。

「そう、これでいいのよ、これで」

　冷水であることを確認すると、ナナは安あん堵どの声を漏らす。

　やれやれ、なんとか問題は解決かな。

　それにしても、口から火を吐はくくせに熱いのが苦にが手てだなんて、変な奴やつだなあ。まあ、あれは魔ま法ほうだからまた別の話なのかもしれないけどさ。

　そんなことを思いながら、ナナの方へ目を向ける。

「っ！」

　途と端たん、僕は目を見開いて、大きく身体からだを仰のけ反ぞらせた。

　な、何も着てないじゃないか！

　驚き、頭の中がパニックになりつつも、「風呂に入ってるんだから当然だよね」と、頭の片かた隅すみでは冷れい静せいに考えていたりする。

「どうしたの？」

　ナナはキョトンとした表情をしていたが、僕の驚おどろいた顔を見て自分の姿すがたを思い出したのか、瞬しゆん時じに頰ほおを真まっ赤かに染そめた。

「は、入ってこないでよ、ドスケベ！」

　叫さけびと共ともに蹴けりが飛んで来る。

「ま、待まて！　わざとじゃないってば！」

「いいから早く出ていきなさいよ、バカバカバカッ！」

　逃げるように風ふ呂ろ場ばを出た瞬しゆん間かん、ものすごい勢いきおいでドアが閉められた。

　部へ屋やには静しずけさが戻り、シャワーの音だけが聞こえてくる。

「そこまで怒おこらなくてもいいだろ、ったく」

　愚ぐ痴ちりながらソファに腰こしを下ろし、しかしすぐに反はん省せいする。

　慌あわててたとはいえ、確たしかにちょっと不用意な行動だったかもしれない。

　もっと気を遣つかった方が良かったかな。

　それにしても、ナナのあの姿……。

　胸むねに手をやる。

　まだ、心しん臓ぞうがドキドキしていた。

　これで今日二度目だよな、あの子の裸はだかを見てしまったのって。

「……冬とう弥や」

　そんなことを考えていると、不意にナナの声が聞こえた。

　ドア越ごしにこちらへ話しかけてきてるのだ。

「な、なんだよ、まだ何か文もん句くでもあるのか？」

「違ちがうわよ、その、あのね……」

　ナナはなにやら言いよどんでいたが、しかしすぐに続きを口にした。

「わ、悪かったわね。せっかく助けてくれたのに」

　その言こと葉ばに、僕はわずかに口くち元もとを緩ゆるめる。

「気にしなくてもいいよ。僕だって悪かったんだし」

「それと…………、ありがと」

「うん。ゆっくり入りなよ」

「ん」

　それっきりナナは何も言わず、あとはもうシャワーの音が響ひびいてくるだけだった。

　騒さわがしい子だけど、素す直なおなところもあるんだな。







　その後、僕も風ふ呂ろに入ってから、さっぱりした気持ちで洗面所を出ると、ナナが声をかけてきた。

　彼女は今、僕が用意した寝ね間ま着きを着ている。サイズが合わないせいで袖そでの部分が余あまっているが、そのくらいは我が慢まんしてもらいたい。

「ちょっと話しておきたいことがあるの」

　ナナはベッドに腰こしかけ、真ま面じ目めな顔で僕を見つめた。

「なんだよ、急に」

「これからのこととか、決めておいた方がいいかなって思ったのよ」

「ん、まあ、それはそうだね」

　いつまでになるか分からないが、しばらくの間は一いつ緒しよに暮くらすことになるんだ。今後のことは話し合っておくべきだよな。

「理事長さんが、事じ故このこととか、わたしのこととか、色々調べてくれてるのよね？」

「そうらしいね」

「でもね、それだけじゃダメだと思うのよ」

「ん？　どういうこと？」

「頼たよりっきりじゃダメっていうか、その、やっぱりね、不ふ便べんだと思うわけよ」

「不便って、何が？」

「記き憶おくが無ないことが、よ。さっき水浴びしたときも、そのせいでひどい目に遭あったし……」

　ナナの言葉に、僕はわずかに身体からだを強こわ張ばらせた。

「そ、そうだな……」

　風呂場で見た光こう景けいを思い出し、つい目をそらす。

　僕が今日一日で味わった数々の出で来き事ごとを思うと、あのくらいで『ひどい目』なんて言って欲ほしくないところだけど、でも、一番大変な目に遭ってるのはこの子なんだよな。

「これのことも気になってるの」

　ナナは自分の首を指差し、眉まゆをひそめた。そこには、銀色に輝かがやくチョーカーがはめられている。

「どうしてこんな物を身みにつけてるのか分からないし、それにこれ、外はずそうとしても外れないのよ」

「え？　それってアクセサリじゃないの？」

「知らないわよ、何も覚えてないんだから」

「そ、それもそっか」

　なんだろう？　外し方に工く夫ふうの必ひつ要ような物なのかな？

　身につけている本人が知らないことを、僕なんかが分かるわけもないけどさ。

「こんな訳わけ分わかんない状じよう態たいで何日も過すごすのなんて、絶対に耐たえられない。だからね、自分自じ身しんの手で記憶を取り戻すべきだって、そう思ったわけよ」

　……なるほど、そういうことか。

　確たしかにナナの言う通りだ。無む為いに日々を過すごすより、何かやれるだけのことをやった方が、よっぽど建けん設せつ的てきだよな。

「それで、具ぐ体たい的てきにはどうやって記き憶おくを取り戻すつもりなんだ？」

「さあ、そんなこと分かんないわよ」

　僕が投げかけた当然の疑問に、しかしナナはそんな返事をした。

「わ、分かんないって……。じゃあどうして『記憶を取り戻すべきだ』なんてことを言ったんだよ」

「意い気き込ごみよ、意気込み。言こと葉ばにした方が気き合あいも入るでしょ。記憶を取り戻す方法を考えるのは、あなたの役やく目め」

「はあ？」

　唐とう突とつな物言いに、素すっ頓とん狂きような声が出る。

　僕の役目、だって？

「あなた、わたしの世話を任まかされたんでしょ？　だったらわたしの望のぞみを叶かなえるべく行動しなきゃいけないでしょ」

　相あい変かわらず勝かつ手てな言い草ぐさだな、この子は。

「人に何か頼たのむときは、もっと……」

　僕は文もん句くの一つでも言おうとして、しかし、考える。

　もしもナナの記憶が戻れば、事じ故ことやらの原げん因いんも分かる可か能のう性せいだって、一いち応おうあるわけだ。

　記憶を失う前のナナは、なぜ事故が起きたのかを知っていたのかもしれないわけだし。

　そして、事故の原因さえ分かれば、こんな生活ともオサラバできるんだよな。

　そう考えれば、僕とナナの利り害がいは一いつ致ちしている、ということになるのか。

　となれば、否ひ定ていする必ひつ要ようなんてどこにもない、むしろ積せつ極きよく的てきに協力すべきだ。

　よし、決めた。

　僕はナナの記憶を取り戻すことに決めた。たった今決めた。もう決定。

　さあ、決めたからには、即そく座ざに行動するだけだ。

「分かったよ。ナナの記憶、取り戻してみようか」

　僕があっさり答えたもんだから、ナナはやや拍ひよう子し抜ぬけしたようだ。

「え？　何？　もしかして記憶を取り戻す方法、知ってるの？」

「いや、知らない。知ってたらさっさと実行してるよ」

「じゃあ、どうやって？」

「魔ま法ほうだよ。魔法で記憶を取り戻すんだ」

　そう。ここは魔法使いを育てる教育機関、竜りゆう煌おう寺じ学園である。

　問題が起きたのなら、魔法で解決するのが最さい善ぜんの選せん択たくなんだ。

　もちろん魔ま法ほうを使ったとしても、記き憶おくを取り戻すのは厳きびしいとは思う。

『回かい復ふく』はただでさえ難なん易い度どの高い魔法だし、しかもそれが記憶の回復ともなると、その難むずかしさは僕の手に負おえるようなものではないだろう。

　でも、魔ま法ほう薬やくなら話は別だ。

　難しいことに変わりはないが、『回復』の魔法を成功させるよりはマシだし、それに薬くすりに関してなら、頼たよりになる奴やつが一人いるからね。

　僕は近くにあった電話を引き寄せると、受話器を取って該がい当とうする番号にかけた。

　何度か呼び出し音が鳴った後、その相あい手てが電話に出る。

『……つまらない用なら切るわよ』

　ひどく不ふ機き嫌げんな声だった。

　寮りように備そなえ付けてある電話にはかけた相手の名前が表示されるようになっているから、受話器を取る前から僕だと分かっていたんだ。

「えっと、まずは謝あやまっておくよ。今日は色々と迷めい惑わくをかけて、本当に悪かった。許ゆるしてもらえるとは思わないけど、それでも謝る。ごめんな！」

　僕は電話の相手、沙さ織おりに頭を下げた。

　電話越ごしには見えてないだろうけど、気持ちの問題だ。

『…………で、用よう件けんは？』

　沙織はしばらく無む言ごんだったが、話が進まないとでも思ったのか、先を促うながす。

「んっとな、沙織って薬に詳くわしいよな？」

『そりゃあ、まあね。これでも一いち応おう、薬やく術じゆつ科か専せん攻こうだし』

「じゃあさ、記憶に関する薬って、知ってるかな？」

『記憶？　ええっと……、確たしかそういう本を読んだ覚えはある、かな。本ほん棚だなのどこかにあったはず』

「それじゃあ、記憶を取り戻す薬って、作り方分かるか？」

『記憶を取り戻す？　そんな薬どうするつもり……』

　言いかけて、沙織は言こと葉ばを切る。

『もしかして、ナナちゃんの記憶を？』

「まあ、そういうこと」

『んー、なるほどね。でも、ちょっと厳しいかも。私だって作ったことないし、実物なんて、大だい魔ま道どう博はく物ぶつ館かんの展てん示じで一度見たことがあるくらいだし。そりゃあ材ざい料りようだけなら近くのお店で手に入るでしょうけど、専せん門もん家かでもないと、調ちよう合ごうなんて──』

「つまり、作り方自体は分かるってことだよな？」

『ん。まあ、ね』

「じゃあさ、その材料とレシピを教えてくれないか？　言ってくれたら自分で揃そろえるからさ」

『どうしたのよ、やけに熱心ね？』

「やる以上は全力で事に当たるのが当然だろ」

　こっちはさっさと平へい穏おんな生活を取り戻したいと思ってるんだ。そりゃあ熱心にもなるさ。

『ふうん。そういう真ま面じ目めなところは、あんたのいいところよね。その努力が実みを結ばないのが難なん点てんだけど』

　褒ほめてるようで失礼なことを言われた気がするけど、今はあえて聞き流す。

『でも、電話で伝つたえるのは難むずかしいわよ。材ざい料りようの名前だけ言っても分からないかもしれないし、分量の微び妙みような加か減げんとかも、お店みせ屋やさんで実物を見て判断しないといけないし』

「そっか。じゃあ明日、沙さ織おりが実際に店で選んでくれよ。僕も一いつ緒しよについていくからさ」

『えっ』

　その言こと葉ばに、沙織は驚おどろきの声を上げた。

『えっ、そ、それって、もしかして、デー……』

「もちろんお金なら僕が出すよ。明日は休みだし、どうせ暇ひまだろ？」

『……確たしかにそうだけど、そんな言い方されると腹はら立たつわね』

　沙織は電話口でブツクサ言っていたが、小さくセキ払ばらいをすると、

『……仕し方かたないわね。いいわ、付き合ってあげる』

　承しよう諾だくの言葉を述のべてくれた。

『まったく、冬とう弥やはわたしがいないとなんにも出で来きないんだから。そんなんだから、いつまで経たってもあんたから目が離せないのよね』

「そんな恩おん着きせがましく言わなくても、感かん謝しやしてるってば。じゃあ、決まりでいいかな？」

『う、うん。いいよ』

　その後、待まち合わせ場所と時間を決めてから受話器を置く。

　よし、なんとか記憶を取り戻せる可か能のう性せいが出てきたぞ。

　安心の息いきを漏もらすと、真正面からじっとりとした視し線せんを感じた。

　見ると、ナナが不ふ機き嫌げんそうな顔でこちらをにらんでいた。

「……なんか、楽しそうだったね」

「ん、そうかな？」

「話、弾はずんでたじゃない」

「なんだよ、何怒おこってんだよ」

「怒ってないわよ」

　そう言いながらもナナは思いっきり頰ほおを膨ふくらませている。

「せいぜい明日は楽しんできたら？　わたしはこの狭せま苦くるしい部へ屋やの中で、一人寂さびしくお留る守す番ばんしてるから」

　なんだよ、そんなことで怒ってたのかよ。

「ナナも来るんだよ」

「へ？」

「当とう事じ者しやが来なくてどうするんだよ、これはナナ自じ身しんのことなんだからさ。それに、僕はナナの世話を任まかせられている。だから君を一人っきりにさせるわけにはいかない。だろ？」

「冬とう弥や……」

　ナナは僕の言こと葉ばを聞いて少しだけ瞳ひとみを揺らせたが、すぐに何かに気付いたように表情を変え、こちらにジト目を向けた。

「……沙さ織おり、かわいそー」

「？」

　意味が分からず、首をかしげる。

「なんのことだ？　それより、今日はもうさっさと寝ねようか。もしかしたら明日は色んな店を回ることになるかもしれないし、寝ね不ぶ足そくだと疲つかれるからね」

「ん、うん……。まあ、そうよね。これはわたし自身の問題だもんね」

　胸むねの前で両手の拳こぶしを握にぎりしめ、ナナは意い気き込ごみの言葉を口にした。

「ありがとね、冬弥」

「ん？　ああ」

　何が『ありがとう』なのか分からなかったけど、深く考えることもないだろうと思って適てき当とうに返事をする。そのまま僕はクローゼットから予備のシーツを引っ張り出して、それを抱かかえたままソファへと向かった。

「ナナはベッドを使ってくれ。僕はこっちで寝るから」

「え、どうして？」

「どうしてって言われても……」

　まさか疑問を投げられるとは思わなかったので、言葉に詰つまる。

　なんだよ、寝るときは部へ屋やから出ていけとでも言うつもりなのだろうか？

　そりゃあ本当なら別々の部屋の方がいいんだろうけど、一部屋しかない以上は仕し方かたないだろ。

　僕にだって良りよう識しきはあるんだ、寝てる間に、その、やましいことをするつもりなんてないぞ。

　僕の思いを余所よそに、しかしナナはまるで考えもしていなかったことを述のべる。

「冬弥がベッド使いなさいよ。わたしはソファで寝るから」

「え？」

「わたしは『イソーロー』なんだから、それくらいわきまえてるわよ」

　なんだ、そういうことか。変なところで律りち儀ぎなんだな。

　しかしだからといって、「はいそうですか」と譲ゆずるわけにもいかない。

「いいって、いいって。ナナがベッドを使いなよ」

　そう言って僕はソファに近づく。

「わたしはいいから、冬とう弥やが使いなさいってば」

　するとナナは僕の脇わきをすり抜け、ソファへ座すわろうとした。

「まあまあ、僕のことなんか気にせず、ナナが使いなって」

　負けじとこちらもナナの肩に手を置き、やんわりと押し留める。

「無む理りしなくていいから、冬弥が使いなさいよ」

　ムキになったのか、ナナは僕の手を振り払はらい、無理やり腰こしを下ろそうとした。

「いや、だから、ナナが使えってば」

　今いま更さら引き下がることも出で来きず、僕は一いつ歩ぽ踏ふみ出してもう一度ナナの肩に手を置く。

「もう！　冬弥が使いなさいって言ってるでしょ！」

　こちらの態たい度どに苛いら立だったのか、ナナは叫さけびながら振り向く。

　そして、僕の手をまた振り払おうとして、

「あっ」

　バランスを崩くずし、足を滑すべらせた。

　っと、危ない！

　反はん射しや的てきに身体からだが動く。

　シーツを投げ捨て、ナナを抱だきしめ、そのままソファの上に身体を落とした。

　軽い衝しよう撃げきを受けたものの、特に痛いたみもなく、安あん堵どのため息いきを漏もらす。ソファの近くで助かったよ。

「ナナ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　安心した僕はナナに声をかける。

「……」

「ナナ？」

「ど……、ど……」

「ど？」

「ど、ど、どこ触さわってんのよ、このド変へん態たい！」

　大声と同時に、脇わき腹ばらに重い衝撃が走った。

「ぬ、ぐ、お、お……っ！」

　痛みに身体を折おり曲まげる間もなく、ナナは両手で僕を突つき飛ばす。

　部へ屋やを転がり、テーブルに頭をぶつける。その衝撃に悶もん絶ぜつしている間に、ナナはシーツを拾ひろい上げると、ソファに寝転がった。

　彼女は顔だけをこちらに向けると、目を細めて僕をにらむ。

「わたしが寝てる間に、変なことしないでよね！」

「だ、だから、そういうことはしないって──」

「おやすみ！」

　痛いたみに悶もだえながら反論しようとするも、こちらの言こと葉ばなんか聞く気なんてないのか、ナナは頭からシーツをかぶった。

　くそー、今のはただの事じ故こだろ。怒おこりっぽい奴やつだなあ。

　感情の起き伏ふくが激はげしいというか、子どもみたいというか。そういう反はん応のうにはもう慣なれたけどさ。

「……おやすみ」

　不満の言葉を飲み込み、僕は電気を消してベッドに入って、大きく息いきを吐はいた。

　色々あったけど、本当に色々あったけど。

　長かった一日も、ようやく終わりを迎むかえるみたいだ。

　気が楽になると、痛みも少しずつ薄うすれていく。

　眠ねむ気けはすぐに襲おそってきた。

　そういや、徹てつ夜やしてたんだよな。あわただしかったからか、全然眠くなかったけど。

　次し第だいに意い識しきが薄れ、僕は眠りの世せ界かいに落ちていった。







　息いき苦ぐるしさを感じて、目を覚ます。

　周しゆう囲いはまだ暗い。眠ってから、まだ何時間も経たってないだろう。

　ぼんやりとした意識のまま、息苦しさの原げん因いんを求めて手をさまよわせる。

　すると不意に、ふにふにとした柔やわらかい感かん触しよくを覚えた。

　何がなんだか分からず、なでてみたりつねってみたりする。

　次第に目が暗くら闇やみに慣れてきて、手に触ふれた物の正体が判明。

　それは、ナナのほっぺただった。

「ん……、にゅう……」

　ナナは安らかな寝ね息いきを立てて、僕の上に乗っかっていた。どうやらその重さが、息苦しさの原因だったようだ。

「……えーっと？」

　頭がまだ覚かく醒せいしてないせいで、事じ態たいが飲み込めない。

　原因が分かったのはいいとして、なんでこの子、僕のベッドの中に潜もぐり込んだんだ？

　しかも、わざわざ掛かけ布ぶ団とんの中にまで入ってきてるという始し末まつ。

　寝ぼけてるのだろうか？

　それとも、もしかしたらこの子、本当はベッドで寝たかった？

　だったらこの行動にも納まつ得とくできるというものだけど。

「……しょうがないなあ」

　小さなつぶやきが漏もれる。あれだけ意い地じを張っておいて、結局これだもんな。

　別にいいけどね、最初からそのつもりだったし。

　僕はナナを起こさないようにゆっくりと身体からだをずらし、ベッドから這はい出てソファへ移動、腰こしを下ろす。

　まったく、何やってんだろうね、あの子は。

　まあいいや、おやすみ。

　横になると、すぐに眠ねむ気けが襲おそってくる。

　ソファは、まだ温あたたかかった。







　──それから数すう刻こくもしないうちに、僕は再ふたたび寝ね苦ぐるしさで目を覚ました。

　顔を下に向けると、僕の上に乗っかって寝ね息いきを立てる、ナナの寝顔が見えた。

「……なんなんだよ、いったい」

　また寝ぼけて動いたのか？　ベッドで寝たかったんじゃないのか？

　ただ単たんに寝ね相ぞうが悪いだけなのか？　そういうことなのか？

　眠りを妨さまたげられた苛いら立だちと、訳わけの分からない行動に頭が混こん乱らんする中、ナナはモゾモゾと身体を動かし、寝返りを打った。

　掛かけ布ぶ団とんを抱きしめながら転がり、うつ伏ぶせになる。

　その拍ひよう子しに寝ね間ま着きがはだけて、隙すき間まから背中を覗のぞかせた。

「っ！」

　白い肌はだが目に入り、急きゆう激げきに頭が冴さえ渡わたる。

　顔を背そむけ、熱くなる頰ほおを手で押さえて冷まそうとする。

　落ち着け、ただ単たんに背中が見えただけじゃないか。

　すでにこの子の裸はだかは見てるんだ。それも二回もだ、二回も。今いま更さら、背中が見えたくらいなんだっていうんだ。

「冬とう弥やぁ……」

　名前を呼ばれ、心しん臓ぞうが跳はね上がる。

　しかし起きてくる様よう子すはない。どうやら寝ね言ごとだったようだ。

　安心すると同時に、またもや白い背中が目に入る。

　まあ、なんだ。また僕がベッドに戻るのはいいとして、その前に、あの寝間着を元もとに戻してやらないとな。

　このままだと、風邪かぜ引ひいちゃうし。

「そう、風邪を引かれちゃ迷めい惑わくだからだ。それだけだ、それだけ……」

　誰だれに言い聞かせるでもなくつぶやき、手を伸のばす。

　ノドを鳴らし、寝間着に触ふれたとき、

「んー、このお肉にく、美味おいしい……」

　寝ね言ごとを口にしながら、ナナが再ふたたび寝返りを打った。

　今度はこちらに向かって一回転し、だけど僕が寝ね間ま着きを摑つかんでいたせいでボタンが外はずれる。

　寝間着が大きくはだけ、

「あっ」

　薄うすい胸むねが、あらわになった。

　そのまま僕と密みつ着ちやく状じよう態たいになり、胸に顔を埋うずめる。

「ちょ、ま、ま、待まってくれ……」

　脳のうがオーバーヒートを起こし、何も考えられなくなった。

　まずい、このままだと、色々まずい！

「ん、んん……？」

　僕の声で目が覚めたのか、ナナはうつろな目でこちらへ顔を向けた。

　そして自分の身体からだと僕の顔を交こう互ごに見やり、頭の上にハテナマークを浮かべる。

「──っ！」

　と、いきなりその顔が真まっ赤かになり、

「ド、ド、ド、ドスケベ────ッ！」

　大声と共ともに僕を突つき飛ばし、お腹なかに蹴けりを入れてきた。

「変へん態たい！　ケダモノ！　あっちいってよ！」

「っつう！　や、やめろって！」

　何度も蹴られ、僕はたまらず後ずさり、ナナを制せいするように両手を前に突き出した。

「ちょ、ちょっと落ち着いて、話を聞いて欲ほしい。色々誤ご解かいしてるから」

「言い訳わけできると思ってんの!?」

　いや、そりゃまあ、客きやつ観かん的てきに見れば、ナナが寝てるところに忍しのび寄って、服をめくっていたようにしか映うつらないだろうけどさ。それは分かってるけどさ。

「約やく束そくしたくせに、へ、へ、変なことしてるじゃない！」

　どっちかというと、変な行動をしてたのは君の方なんだけどね……。

「とにかく落ち着けって。もう何もしないからさ」

「『もう』ってことは、やっぱり何かしてたんじゃない！」

「い、いや、そういう意味じゃない──むぐわっ！」

　言こと葉ばの途と中ちゆうで再び蹴られる。

「この、ドスケベ！　ド変態！　ワイセツヤロウ！」

「ちょ、お前、痛いたい、痛いから、やめ、やめて、んぎゃあっ！」

　懇こん願がんも空むなしく、僕はボコボコにされて、床ゆかに這はいつくばった。

　ピクピクと指を動かす僕を見下ろし、ナナは肩で息いきをしている。

「お・や・す・みっ！」

　八や重え歯ばをむき出しにし、高こう貴きさなんてまるで感じられないものすごい形ぎよう相そうで叫さけぶと、彼女はソファに戻ってシーツをかぶった。

　……こりゃあしばらくは怒いかりが収おさまらないだろうな。

　痛いたみに顔をしかめながら、そんなことを考える。朝までには機き嫌げんを直してくれてるといいんだけど、それもちょっと難むずかしいかもしれない。

　やれやれ、共同生活の一日目から、とんだ波は乱らん続きだよ。

　こんな調ちよう子しだと、明日もきっととんでもないことが起きたりするんだろうな。

　そんな生活が何日も、何週間も続けば、本当に身みがもたないんじゃないか？

　──一いつ刻こくも早く、ナナの記き憶おくを取り戻そう。

　僕は改あらためて決意を固め、ひどく傷きずついた身体からだを引きずりながら、ノロノロとベッドへ向かうのだった。
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　翌よく朝あさ、僕とナナは待まち合わせ場所である中ちゆう央おう広場に来ていた。

　噴ふん水すいと時と計けい塔とうが設置された、学生たちの憩いこいの場として人気のスポットである。

　僕たちの姿すがたを見つけるなり、沙さ織おりはあからさまに不ふ機き嫌げんな顔でこちらをにらんだ。

　ヒラヒラとしたスカートを舞まわせて、やけに気き合あいの入った余所よそ行いきの格かつ好こうだな。

「やあ、時間通りだね」

「……ナナちゃんも一いつ緒しよなんだ」

「うん。言ってなかったっけ？」

「……聞いてないわよ」

　なぜかじっとりとした目を向けられる。

「どうした、寝ね不ぶ足そくか？　また新しん薬やくの実験でもしてたのか？」

「うるさいわね、そんなんじゃないわよ、バカ」

「？」

　意味が分からず、首をかしげる。

　そういやナナが昨日きのう、「沙織かわいそー」とかなんとか言ってたよな。そのことと何か関係があるのだろうか？

　疑問に頭を悩なやませる僕の横で、ナナは元気いっぱいの笑え顔がおを見せていた。

「おはよう、沙織。今日はよろしくね、こんなド変へん態たいは放っておいて」

「……おい」

　とても失礼なことを言われたので、ナナの顔をにらむようにして見つめたが、向こうは無む視しを決め込んでいる。

　まだ夜中のあれを怒おこってるんだな。いいかげん忘れてくれよ、こっちだって忘れたいくらいなんだからさ。

　何か言い返してやろうかと思ったが、すぐにその考えは却きやつ下か。

　ここであの話題を持ち出せば、まず確実に沙織が口を挟はさんでくるだろう。そうなれば、またいらぬ誤ご解かいを受けかねないからな。

　いや、絶対に誤解される。それくらいのことは僕にだって分かる。

「……ま、いいか」

　沙織はナナの笑顔と僕の顔を見み比くらべていたが、やがて頰ほおを緩ゆるめた。

「よろしくねナナちゃん、こんなバカは放っておいて」

　……なぜだか分からないが、沙さ織おりも機き嫌げんが悪そうだった。

　というかお前ら、いつの間にそんなに仲なか良よくなったんだ？　息いきが合ってるというか、気持ちが通じ合ってるというか。

　まあ、仲がいいっていうのは決して悪いことじゃないよな。失礼な物言いは忘れて、前向きに考えよう。

「じゃあ、行こうか」

　二人に向かって出発を促うながす。

「……」

　しかし僕の呼びかけに、沙織は答えなかった。

　彼女はナナの全ぜん身しんを眺ながめ、「んー」と小さくうなる。

　そして、

「よし、予定変へん更こう」

　口を開くなりナナの手を取り、さっさと歩いていく。

「え？　おい、どこ行くんだよ」

「ナナちゃんに服を買ってあげるの。もっと女の子っぽい服の方がいいでしょ？」

　その言こと葉ばにナナはピクリと耳を動かし、恐おそる恐るといった感じで沙織を見上げた。

　ナナは今日も僕の服を着ていた。昨日きのうと代かわり映ばえのしない、ラフな服ふく装そうだ。

「……いいの？」

「もちろんよ。お金は冬とう弥やが出すんだし」

「ぼ、僕が出すのかよ!?」

「当たり前じゃない。あんたがナナちゃんのことを任まかされてるんでしょ？」

「いや、そうだけどさ」

　チラリと横を見る。

　ナナは平へい静せいを装よそおっていたが、その瞳ひとみはそわそわと落ち着きなくさまよっている。

　まあ、ナナは喜よろこんでるみたいだし、別に構わないか。確たしかにいつまでも僕の服を着せているわけにもいかないし、沙織に任せた方がナナの気に入る服も見つかるだろう。

　もちろん、レシートは後でしっかり理事長に突つきつけるけどね。







　そんなわけで、僕たちは近くの洋よう服ふく店てんにやって来た。

　竜りゆう煌おう寺じ学園は外がい界かいから隔かく離りされているも同どう然ぜんだから、生徒たちに不ふ便べんが無ないよう、こういった施し設せつも建たてられてるんだ。

「うわあ……」

　店に入るなり、ナナは目を輝かがやかせて周しゆう囲いを見み渡わたした。

　店内には女の子向けの服がズラリと並んでおり、華はなやかな雰ふん囲い気きを作り出している。

「な、なかなか品しな揃ぞろえのいいお店ね。これなら高こう貴きなわたしに相応ふさわしい服も見つかるかも」

　数々の服を眺ながめながら、ナナは店内を歩き回っていた。時とき折おり、「あっ、かわいい。こ、これもかわいいわね」などと言いつつ、口くち元もとをほころばせている。

　その様よう子すを見ていると、なんだかこっちまで楽しくなってきた。

「沙さ織おりー、これ似に合あうかなー？」

「ん、どれどれ？」

　ナナに声をかけられ、沙織もそちらへ向かう。

「ナナちゃん、せっかくだから下着も選んでみる？」

「え？　う、うん、そうする」

「下着コーナーはこっちよ。冬とう弥や、あんたは覗のぞいちゃダメだからね」

「の、覗くわけないだろ！」

　反論の言こと葉ばを叫さけぶが、向こうは聞いちゃいない。

　さっきから失礼なことばっかり言いやがって、まったく。

　あらぬ疑いをかけられないよう、僕は背せを向けて両りよう腕うでを組んだ。

　そんな僕の後ろから、二人の会話が聞こえてくる。

「ナナちゃん、サイズいくつ？」

「サイズ？　えっと……」

「あ、そっか。ナナちゃん記き憶おくが……。じゃあ、測はかってあげる」

「え、何？　もしかして、脱ぬぐの？」

「大だい丈じよう夫ぶ、服の上からでも大体は分かるから。両手上げてみて」

「こう？」

「そうそう、そんな感じ。ちょっとじっとしててね」

「うわ……」

「ん？　何？　私の身体からだに何かついてる？」

「……冬弥の趣しゆ味みって、沙織の影えい響きようなのかしら」

「何が？　どうかしたの？」

「えっ、う、ううん、なんでもないわよ。気にしないで」

「そう？　それじゃ、ええっと、気に入ったのがあれば、そこの試し着ちやく室しつで着てみて。バカ冬弥が覗かないよう、見張っててあげるから」

　……なんの話をしてるんだ、お前ら。

　人に「覗くな」なんて言っておきながら、年とし頃ごろの男子の妄もう想そうを煽あおるような会話を丸まる聞ぎこえの大声でしないで欲ほしい。

　しばらくの間、僕は居い心地ごこちの悪さを感じながらも、ぼんやりと突つっ立っていた。

　やがて沙さ織おりとナナの声がこちらに近づいてくる。

「ほら、恥はずかしがらないでも大だい丈じよう夫ぶだって」

「そ、そっかな？」

　買い物が済すんだのだろう。僕は二人の方へと向き直った。

　ナナは不安げな表情をしていたが、僕と目が合うとすぐに視し線せんをそらし、両手を腰こしに当てる。

「じ、じろじろ見ないでよね」

　なんてことを言いながら、頰ほおをふくらませている。

「へえ」

　そんなナナの姿すがたを見て、僕は感かん嘆たんの息いきを漏もらした。

　ナナは袖そでの無い白のワンピースを着ていた。長いスカートがヒザまで隠かくし、足にはカラフルなサンダルを履はいている。頭には麦むぎわら帽ぼう子しまでかぶっていたりして、本当にどこかのお嬢じよう様さまみたいな格かつ好こうだ。

「似に合あってるじゃないか」

「そ、そう？」

　僕の言こと葉ばに、ナナは頰を赤らめる。しかしこちらの視線に気付くと慌あわてて目をそらし、口をとがらせた。

「ま、まあわたしほど品ひん格かくのある『れでぃー』ともなれば、何を着てもサマになるものなのよ。似合って当然なの、当然」

　なにやらまたゴチャゴチャ言ってるなあ。

　しかし品格があるかどうかはともかく、服ふく装そうが変わると雰ふん囲い気きも変わるものなんだな。

　密ひそかに感かん心しんしていると、沙織が僕を呼び、何着もの服を手て渡わたしてきた。

「はい。これだけ買うから、お会計お願いね」

「え、こんなに買うのか？　三着くらいでいいんじゃないの？」

「女の子はこれくらい必ひつ要ようなの。ゴチャゴチャ言わない」

「はいはい、分かったよ」

　言われるままにレジへ向かい、金きん額がくを確かく認にんする。

　多少は予想していたけど、やっぱり結けつ構こうな値段だ。どうして女の子の服は、こんなに高いんだろう？　多めに持ってきておいて助かったよ。

　支し払はらいを済すませながら、もちろん僕は「レシートください」と言うのを忘れなかった。







「それじゃあ、そろそろメインイベントといきますか」

　店を出て軽く伸のびをしつつ、僕は二人に告つげた。

「そうね。じゃあ、ついてきて。いつも行ってるお店に案内するわ」

　僕の言こと葉ばに沙さ織おりはうなずき、サクサクと歩いていく。

　一方、ナナはその場で一回転したりして、スカートのヒラヒラを楽しんでいた。新しい服のことで頭がいっぱいなのか、まるでこちらの声なんて聞こえちゃいない。

　まったく、君の記き憶おくをどうにかするために来てるっていうのにな。

　……まあでも、ずいぶん楽しそうだから、怒おこる気にはならないけどさ。

「ほら、ナナ。遊んでないで、行くよ」

　呼びかけると、我われに返ったのかナナは表情を固まらせて、動きを止める。

「あ、遊んでるわけじゃないわよ。ちょっと着き心地ごこちを確たしかめてただけじゃない、もう」

　そしてそんなことを言いながら、こちらへと近寄ってきた。

　三人で並ぶようにしながら、通りを進む。

　この付近には魔ま法ほうに関するお店が多い。竜りゆう煌おう寺じで『魔法に全まつたく関係ないお店』なんてものはないけど、ここら辺では特に実用的な物を手に入れやすいんだ。

「この奥おくに珍めずらしい薬やく草そうや調ちよう合ごうの材ざい料りようを売ってるお店があるの。課か題だいの提出で困こまったときには、結構お世話になってるわ」

「へえ、知らなかったな。薬やく術じゆつ科か向けの商品が多いのかな」

「そうね。普通科の人はあんまり見ないわね」

「マニア向けのお店ってことか」

「トゲのある言い方ね。案内しないわよ？」

「あっ、いや、ごめん。悪わる気ぎはなかったんだ。ホント、ごめん」

「……もう、謝あやまるくらいならちゃんと考えてから口を開きなさいよね、許してあげるけどさ」

　そんな会話をしながら歩いていると、ふと沙織が何かに気付き、後ろを振り向いた。

「あれ？　ナナちゃんは？」

「え？」

　言われて僕も振り向き、そこに誰だれもいないのを確かく認にんする。

　どうやら二人で話してる間に、はぐれてしまったみたいだ。

　ったく、目が離はなせない子だなあ。

「捜さがそう」

「うん」

　二人して、来た道を早足で戻る。

　やがて道の途と中ちゆうにあったお店の前で、ナナの姿すがたを見つけた。

　ナナは、お店のショウウインドウとにらめっこしていた。

　ベッタリと顔をくっつけ、落ちている麦むぎわら帽ぼう子しにも気付いていない様よう子すである。

「ナナ、お前いったい……」

「待まって」

　僕の言こと葉ばをさえぎり、沙さ織おりはナナへ近づく。

　麦むぎわら帽ぼう子しを拾ひろうと、身みを屈かがめて目線を同じ高さにして、ナナへ語りかけた。

「ナナちゃん、何か気になる物でもあった？」

「……」

　ナナは無む言ごんで窓まどの先を見つめていた。沙織も同じ方向へ顔を向け、「へえ」と声を漏もらす。

　何をやってるんだ？

　僕も近づき、二人が見ているものを確かく認にんする。

　ショウウインドウの中にあったそれは、金色に光るネックレスだった。

　店の看かん板ばんを見ると、そこは宝ほう石せき店てんだということが分かる。魔力を込めた魔ま法ほう石せきなんかを取り扱あつかっているお店だ。

　……いやいやいやいや、待て待て。待ってくれ。

　もしかして、あれを買って欲ほしい、なんて言うんじゃないだろうな？

　客寄せ用に展てん示じしてるだけあって、値ね札ふだに書いてる額がくもちょっと手が出せる数字じゃないぞ。

「あのネックレス、欲しいの？」

「……分かんない」

　沙織の問といに、ナナは首を横に振る。

「でも、あのキラキラ光ってる物を見てると、胸むねの奥おくから自分でも抑おさえられない気持ちが湧わき上がってくるのよ。どうしても手に入れたい、手に入れなきゃって」

　ナナの目は爛らん々らんと輝かがやいており、その熱中っぷりはさっきの洋よう服ふく店てんの比ひじゃない。まるで何かに取り付かれてるみたいだ。

　高こう貴きなお嬢じよう様さまだけあって、貴き金きん属ぞくには目がないということなのだろうか？

　でも、それにしては様よう子すがおかしかった。

　さっき洋服を見ていたときは楽しそうだったのに、なんだか今は苦くるしそうなんだ。

　そんなナナを見ていると、なぜか僕まで息苦しくなってくる。

　──仕し方かたないなあ。

「光ってるのならなんでもいいのか？」

　僕の言葉に、ナナは無む言ごんでうなずく。

「ちょっと待ってて」

　言って、店に駆かけ込み、隅すみにある特とく売ばい品ひんコーナーを漁あさった。

　突とつ然ぜんのことに店員さんは驚おどろいていたが、そんなことには構わない。

　適当に物ぶつ色しよくしていると、目当ての物を発見。レジで会計を済すませてから店を出る。

　ナナはまだショウウインドウを覗のぞき込んでいたが、

「ほら、これ」

　彼女の目の前に、僕は『それ』を突つきつけた。

「え？」

　ナナは呆ぼう然ぜんとした顔で『それ』を見つめ、

「っ！」

　ものすごい勢いきおいで僕の手から奪うばい取る。

　僕が買ってきたのは、このお店で一番安い指ゆび輪わだった。緑色の小さな魔ま法ほう石せきが付されており、身みに付けている間は体内の魔ま力りよく量りようが増えるという代しろ物ものである。

　ま、所しよ詮せんは安物だから、増えると言ってもほんのちょっとだけど。

　ゲームなんかに出てくる『マジックポイント』ってやつで表現したら、１ポイント増えるかどうかってくらいかな。

　そんなちっぽけな指輪だったけど、それでもナナの心を満たすことは出で来きたみたいだ。

　ナナは指輪に付いている宝ほう石せきをじっと見つめ、安心したのか大きな吐と息いきを漏もらす。どうやら気持ちは静しずまったようだ。

　どうしてこんなに苦しがっていたのかは分からない。けど、これで少しでもナナの気がまぎれるのなら、いいさ。

「これ、もらってもいいの？」

　ふと、ナナはそう言って僕を見上げた。

　上うわ目め遣づかいに見つめるその瞳ひとみはやけにキラキラしており、見ているだけで妙みようにドキドキしてくる。

「あ、ああ。あげるよ。苦しくなったらそれを見て、気持ちを静めるといいんじゃないかな」

「……ありがと」

　たどたどしい口く調ちようで答えると、ナナは頰を赤くしてうつむく。

　な、なんだよ、やけに素す直なおだな。そんな反はん応のうをされると、余よ計けいに落ち着かなくなるじゃないか。

　普段が普段なだけに、そのギャップに戸と惑まどってしまう。

　所しよ在ざいなさげに視し線せんをさまよわせていると、

「良かったね、ナナちゃん」

　沙さ織おりが麦むぎわら帽ぼう子しをナナにかぶせてやり、にっこりと微笑ほほえんだ。

　その視線をこちらに向けると、すぐに顔を背そむけてなにやらブツブツとつぶやく。

「なによ、私にはプレゼントなんて、くれたことないくせに。どうしてナナちゃんには……。しかも、あんなデレデレして……」

「どうした、沙織？」

「ふえっ!?　なっ、なっ、なんでもないわよ!?」

　声をかけると、沙織は慌あわててパタパタと手を振った。

「そうか？」

「そ、そうよ、なんでもないんだから！　ほ、ほら、お店行くんでしょ！　さっさと行くわよ！」

　上ずった声で叫さけび、沙さ織おりはサクサクと歩いていく。

　なんだろう、変な奴やつだな。

　沙織の態たい度どを不ふ審しんに思いながらも、ナナのほうへと振り向く。

「行こっか」

「うん……」

　声をかけるとナナは歩き出す。もうはぐれたりしないよう、僕がその後ろに続く。

　ナナはまだ、前も見ずに指ゆび輪わを眺ながめ回していた。







　沙織に連れられてやって来た場所には、一いつ軒けんのお店が建たてられていた。

　ずいぶん小ぢんまりとした店だ。外がい観かんは古く、看かん板ばんも出ていない。

　店の中は薄うす暗ぐらく、ゴチャゴチャと乱らん雑ざつに置かれた商品で周しゆう囲いは埋うめ尽つくされていた。

　置かれている品物も様さま々ざまで、杖つえや水すい晶しよう玉だまがあるかと思えば、よく分からない書物が積つまれていたり、得え体たいの知れない粉ふん末まつの瓶びん詰づめが転がっていたりする。

「あら、いらっしゃい～」

　店内を見回していると、奥おくから一人の人物が姿すがたを現した。

　髪かみの長い、二十代前半くらいのスマートな女性だ。

「こんにちは、お姉さん」

　その女性を見るなり、沙織は会え釈しやくをする。どうやらここの店てん主しゆらしい。

「沙織ちゃん～、いつも贔屓ひいきにしてくれてありがとうね」

「いえいえ、良い商品が置いてあるから来てるだけですよ。ここは他で手に入らない物が結構ありますから」

「ふふっ、それはどうも。今日は彼かれ氏しと一いつ緒しよに買い物かな？」

　店主の問といに、沙織は途と端たんに頰ほおを染そめ、首を横に振る。

「か、か、彼氏だなんて、そんな──」

「いえ、そんなんじゃないですよ。ただの友達です」

　沙織の言こと葉ばをさえぎり、僕も即そく座ざに横から答えた。

「……はっきり言いすぎ」

「ん？　何か言ったか？」

「別に、何も。ふんだ」

「？」

　沙織は不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向いたが、僕にはその反はん応のうの意味が分からない。

「ま、まあ、それは置いといて」

　軽くセキ払ばらいをして、沙さ織おりは店てん主しゆに顔を向ける。

「お姉さん、ウラミョウガって置いてる？」

「ウラミョウガ？　また珍めずらしい名前が出てきたわね」

「ダークローズマリーの葉はもあると助かるんだけど」

「う～ん。確たしか、倉そう庫こにあったはずだと思うけど……。調べてくるから、ちょっと待まっててくれる？」

　そう言って店主は奥おくへと引っ込んでいった。

　沙織は「お願いします」と声をかけると、他にも必ひつ要ような物があるのかそこらを物ぶつ色しよくし始めた。

「レインボーサフランにデザートシナモン、リトルグリフォンの爪つめは……、あったあった」

「沙織？」

「後は……、そうそう、スパイダースパイスを忘れてた。この店に置いてたかなー？」

「おーい、沙織ー？」

「あ、うん？　何？」

「あの、あんまりよく分からないんだけど、目当ての物は手に入りそうなのか？」

「うん、大体は揃そろいそうね。無ければ無いで他のお店も探さがすつもりだけど、ウラミョウガだけはここで買えきゃ厳きびしいかも」

「ウラミョウガって、何？　初めて聞く名前なんだけど、そんなのが本当に効きくのか？」

　僕は何なに気げなくそんな言こと葉ばを口にする。

「本当に、効くのか、ですって？」

　だがその一ひと言ことで、沙織の目の色が変わった。

「冬とう弥や分かってない何も分かってない、忘れていたことを思い出すということは脳のうの持つ機能を活かつ性せい化かさせるということ、ウラミョウガには脳を活発にさせる効こう果かがあってその持続時間は約半日、調ちよう理り法ほうは様さま々ざまで飲み薬ぐすり塗ぬり薬なんでも思うがまま、その代わり副ふく作さ用ようとして軽い発熱があるんだけどそれを差し引いても優すぐれた効果だということは今いま更さら確かく認にんするまでも──」

「分かった、ストップ、待て、落ち着け。僕が悪かった」

　思わず沙織の肩を揺らすと、彼女は我われに返って辺あたりを見回した。

「え、あれ？」

　沙織は呆ぼう然ぜんとしていたが、ようやく事態が飲み込めたのか、顔を青くする。

「また私、スイッチ入っちゃった？」

「うん、ばっちりと」

　こいつは薬くすりのことになると人が変わるからなあ。

「ああ、私ったら本当に……」

　沙織はブツブツとつぶやいていたが、僕を上うわ目め遣づかいで見つめた。

「ねえ、冬弥。やっぱりこんな、薬のことばかり考えてる女の子なんて、可愛かわいくない、よね？」

　そう言ってうつむき、指をモジモジさせる。

　急にどうしたんだ？

　いつもの沙さ織おりらしくない言動に戸と惑まどいつつも、僕は言こと葉ばを選んで口にした。

「えっとさ、趣しゆ味みなんて人それぞれ、だろ？　沙織の『スイッチが入る癖くせ』には確たしかに驚おどろかされるけどさ、誰だれだって癖の一つや二つは持ってるものじゃないか。だから、気にするなって」

「そっかな……」

「それにお前、客きやつ観かん的てきに見たら、その、結けつ構こう可愛かわいい部ぶ類るいに入ると思うぞ？」

「えっ？」

　僕の言葉に、沙織は顔を上げる。長いポニーテールが、ふわりと揺ゆれた。

「ほ、本当に？　本当に、そう思う？」

「は、はい？」

　神しん妙みような面おも持もちで見つめられ、僕はわずかに後ずさった。

　さっきから様よう子すがおかしいぞ。本当にどうしたんだろう？

　疑問に思いながらも、素す直なおに答えた。

「んー、そりゃあ、まあ、ね。なんというか、顔立ちは整ととのってるし、ポニーテールだって、その、似に合あってるし、それに、スタイルもいいと思うし」

「……セクハラ禁止」

　褒ほめたつもりだったのに、沙織は額ひたいにチョップしてきた。なんだよ、もう。そっちが尋たずねてきたんだろ。

　怒ったのかと思えば、沙織は僕から目をそらし、チラチラと自分の胸むねとこちらを交こう互ごに見やる。

「もしかして、さっきナナちゃんが言ってた『冬とう弥やの趣しゆ味み』って──」

「ん？　何か言ったか？」

「な、なんでもない、なんでもないわよ！　……でも、そっか。うん、そっか」

　沙織は頰ほおを赤く染そめ、何度もうなずいていた。

　よく分からないけど、沈しずんでいた気持ちは吹っ飛んだみたいだな。よかったよかった。

「ま、誰だれか気になる奴やつでもいるなら、思い切って行動してみたらどうだ？　僕は沙織を女の子として意い識しきしたことはないけど、お前なら絶対上手うまくいくと思うし、応おう援えんするよ」

　でもその言葉で、沙織の身体からだは石のように固まった。

「沙織？　どうした？」

「…………余よ計けい。最後の一言が、ものすごく余計」

「？」

　疑問に首をかしげていると、店の奥おくから店てん主しゆが戻ってきた。

「お待またせ～。どっちもあったわよ～」

「あっ、助かりました。ほら沙さ織おり、あったんだってさ」

「沙織ちゃん、どうかしたの？　なんだか気分が悪そうに見えるけど」

「……平気です。お姉さん、これも一いつ緒しよにお会計お願い」

　顔をうつむかせたまま、沙織はさっき物ぶつ色しよくしていた商品を手て渡わたす。

「そう？　本当に大だい丈じよう夫ぶ？　疲つかれてるのなら無む理りしない方がいいわよ？」

　言いながら店てん主しゆはレジを打つ。

　僕が会計を済すませている間も、沙織はうつむいたままだった。落ち込んだり立ち直ったり、また落ち込んだりと、忙いそがしい奴やつだなあ。

　まあいいや。用よう件けんは済すませたんだし、さっさと出るか。

　店主に顔を向け、別れの言こと葉ばを告つげる。

「こんなお店があるなんて知りませんでした。また機き会かいがあれば寄らせてもらいます」

「ふふっ、お買い上げありがとう。ところで、もう一人一緒に入ってきた子がいたと思うんだけど、あの子も君たちのお友達？」

「え？」

　店主が目を向けた方へ、僕も振り向く。すると、店の角かどのところにいるナナの姿すがたが見つかる。

　──ナナは、なぜか太たい極きよく拳けんの構えを取っていた。

「……えーっと」

　何やってんだ、あの子。

　不ふ審しんに思い、ナナの元もとへと近づく。

　彼女は陳ちん列れつされている商品の前で、一つのカゴを見つめていた。その背中からはやけに殺さつ気きだったオーラが放たれている。

「どうしたんだ？」

　眉まゆをひそめながら、カゴの中を覗のぞき込む。

　そこには、一匹のトカゲが入っていた。

　干ひ物ものや剝はく製せいなんかじゃなく、生きているトカゲだ。

　何かの実験か儀ぎ式しきの材ざい料りようにでも使うために、入にゆう荷かしてあるのだろう。いったいこのトカゲがどうかしたんだろうか？

　……もしかして、これはさっきまでと同じ展てん開かい？

「買って欲ほしい、とか？」

「……いらない」

　僕の疑問に、しかしナナは首を横に振る。

「なんだかこう、分からないけど、見ていて腹が立つのよね、こいつ。無む性しように敵てき対たい心しんが沸わいてくるというか、この生物だけには負けてられないっていうライバル意い識しきが芽め生ばえてくるというか」

　トカゲ相あい手てに対たい抗こう意識を燃やす奴なんて、初めて見たな。デモン・ウィッチクラフトの生徒は、みんなトカゲをライバル視ししてたりするのか？

　僕の考えを余所よそに、ナナの太たい極きよく拳けんはますます真しん剣けんさを増している。ゆるりとした動どう作さで全ぜん身しんに気を込め、まさに臨りん戦せん態たい勢せい。きっと威い嚇かくのつもりなのだろう。

　もちろんトカゲの方は素そ知しらぬ様よう子すで、顔も合わせてくれない。

　ま、そりゃそうだよね。

「ほら、もう行くよ」

「うううぅ……」

　ナナは恨うらみがましい目でトカゲをにらんでいたが、僕が促うながすと渋しぶ々しぶといった感じで出口へと足を向けた。

　その後に、まだ暗い顔をしている沙さ織おりが続く。

「またのお越こしを～」

　そんな僕たちを、店てん主しゆは笑え顔がおで見送るのだった。

　感じのいいお店だったし、また来よう。




　　　　　　　２




　店を出たときには、もうお昼になっていた。

　服ふく屋やさんにも行ったりしたから、結けつ構こう時間経たってたんだな。

　そんなわけで僕たちは、近くのオープンカフェで昼食を摂とることにしたんだ。

「ホント、今日は最悪」

　沙織はさっきからブツクサと不満を漏もらしてばかりだった。

　好こう物ぶつのサラマンドラサラダをあっさり平たいらげた後、ノームチョコレートのジャンボパフェをパクパクと口の中に放り込んでいる。

　ご飯でも食べれば気分転てん換かんになるかも、と思っていたんだけど、まだまだ機き嫌げんは直りそうにないみたいだ。

　ナナはというと、コカトリスチキンの唐から揚あげを何度もおかわりしていた。慣なれない手つきでフォークを扱あつかい、相あい変かわらずの見事な食べっぷりである。ちなみに今朝は早めに起きて朝食用の肉にくを買い足たしておいたのだけど、当然のごとく彼女は全部食べてしまった。

「ここ、冬とう弥やのおごりだからね」

　底そこなしの胃い袋ぶくろに呆あきれていると、沙織がじっとりとした目でそんなことを言ってきた。

「お前、自分の分は払はらえよな」

「黙だまらっしゃい、何か文もん句くある？」

　ギロリとにらまれ、思わず身体からだを仰のけ反ぞらせる。

「ほ、ほら、口にクリームついてるぞ」

「触さわらないで。どうせ私のことなんてなんとも思ってないくせに」

「なんの話だよ、いい加か減げん機き嫌げん直なおしてくれよな。なんで怒おこってるのか分からないけどさ」

「ええ、そうでしょうね、分からないでしょうね。そうやってずっと悩なやんでればいいんだわ」

　だから、なんなんだよ、それは。ちゃんと言ってくれなきゃ分からないんだって。

　沙さ織おりの態たい度どに不ふ貞て腐くされていると、ふと、背はい後ごから影かげが差した。

　次の瞬しゆん間かん、誰だれかが僕の背中にもたれかかり、首に腕うでを回してくる。

「おやおや、三人お揃そろいで楽しくランチタイムかい？」

　こ、この感かん触しよくは、花か梨りんか！

「だから、抱だきつくなってば！」

「そう言いなさんな。スキンシップ、スキンシップ」

　ニヤニヤと笑いながら、花梨は口にくわえていた楊よう枝じを手に持ち、僕が食べていたゴブリンポークの唐から揚あげに突つき刺さして、自分の口に放り込む。
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　相あい変かわらずマイペースな奴やつだよ、まったく。

　休日だからか、花梨は着き流ながしを着ていた。これが花梨の普ふ段だん着ぎなのだ。

「……楽しそうに見える？」

「少なくともあたしは楽しいねぇ、あんたらを見てるとさぁ」

　沙織は花梨にジト目を向けるが、そんな視し線せんを彼女はサラリと受け流す。

「花か梨りんはこんなとこで何してるんだ？　風ふう紀き委員の活動？」

　花梨を無む理りやり引き離はなし、僕は尋たずねた。

「そういうわけでもないけど、あたしが歩いてるだけで悪さしようと考えてる奴やつぁ思い留まるから、こうしてブラブラしてるんだぁよ。治ち安あんを守るのがあたしの役目だからねぇ」

　腰こしの刀かたなに手をやり、花梨はにへらにへらと笑う。

「しかし、両手に花とは冬とう弥やもなかなか罪つみ作つくりな奴だねぇ」

　三人を見回すと、花梨は僕に向けて親おや指ゆびを立てた。

　なんか、さっきも似にたようなこと言われた気がするな。全然そういうんじゃないのに。

「そんなんじゃ──」

「そんなんじゃないわよ」

　花梨の言こと葉ばを否ひ定ていしようとして、しかし今度は逆ぎやくに、僕が沙さ織おりにさえぎられる。

「私はただ冬弥の買い物に付き合ってるだけ。た・だ・の・お・買・い・も・の！」

　そう言って沙織はすごんでみせるが、花梨は平然としたものである。

「にひひ。特に応おう援えんはしないけど、頑がん張ばりなよ～」

　沙織の肩を叩たたき、花梨は手に持った楊よう枝じを、今度はナナの皿さらに伸のばす。

「ありゃ？」

　しかしコカトリスチキンの唐から揚あげに楊枝が刺ささる寸すん前ぜん、ナナのフォークが行く手をさえぎった。

「これはわたしが食べてるの。他人の食べ物に手を出すのは、マナー違い反はんでしょ？」

「そんなケチケチしなくてもいいさね。一個くらい、くれてもさぁ」

　ナナに拒きよ否ひされたにも関わらず、花梨は角度を変えて再ふたたび楊枝を持つ手を伸ばす。

　その楊枝をまたナナがフォークで防ぎ、それでもまだ花梨は諦あきらめず、獲え物ものを狙ねらってしつこく楊枝を突つき付ける。そんなやり取りを何度も繰くり返す。

　まるで剣けん戟げきさながらの、激はげしい攻こう防ぼうだった。

　お前ら、どっちもマナー違反だ。

「ほいっと」

「あっ！」

　やがて一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、花梨の楊枝が唐揚げに刺さった。

　ナナが止める間もなく、花梨はそれを口の中に運ぶ。

「ちょっと、返しなさいよ！」

　ナナはテーブルを叩いて立ち上がるが、時すでに遅おそく、唐揚げは花梨のノドの奥おくへと消えていた。

「こ、こ、この泥どろ棒ぼう猫ねこがっ！」

　顔を真まっ赤かにしたかと思うと、突とつ然ぜんナナは花梨に摑つかみかかろうとした。

「ま、待まてって！」

　驚おどろいた僕は慌あわててその前に立ちふさがり、なんとか落ち着かせる。

「気持ちは分かるけど、そこまで怒おこらなくてもいいだろ？　また注ちゆう文もんすればいいじゃないか」

「ぐぬぬぬ……」

　鼻はな息いき荒あらくにらむナナのことなどまるで意いに介かいさず、用は済すんだとばかりに花か梨りんは僕たちの席せきから離はなれていく。

「んじゃ、またねぇ。あ、そうそう。さっき東通りのお店で、マジックセサミのタイムセールをやってたよん」

　こちらを振り向かずに手を振り、彼女はそのまま去さっていった。

　何しに来たんだよ、あいつ。僕たちをからかいたかっただけなのか？

「……わたし、あの子、嫌きらい」

　呆あきれる僕の横で、ナナは花梨の背中をきつくにらんでいる。

　仕し方かたないな、もう一ひと皿さら注文するか。それでナナの気持ちも少しは晴はれるだろう。

　そう思って店員を呼ぼうとする僕の前で、

「──行くわよ」

　唐とう突とつに、沙さ織おりが立ち上がった。

「ん？　どこに？」

「東通り。マジックセサミも調ちよう合ごうの材ざい料りように必ひつ要ようなのよ」

　マジックセサミ？　そういや花梨が去り際ぎわに何か言ってたな。

「でも、そんなに焦あせらなくても──」

「何言ってんのよ！　早くしないとタイムセール終わっちゃうかもしれないでしょ！　ほら、急いで急いで！」

　沙織は僕の胸むな元もとから勝かつ手てに財さい布ふを抜き取ると、中から昼食の代金を取り出して、テーブルに置いた。

　そして僕とナナの手を取り、ものすごい速さで駆かけ出していく。

「ちょっ、焦るなって！」

「あっ！　ま、まだ食べてる途と中ちゆう……っ！」

　僕とナナは非ひ難なんの声を上げるが、沙織の耳には届とどいちゃいない。

　まったく、どうして女の子はこうもタイムセールという言こと葉ばに弱いのかな。

　沙織は怖こわいくらいにギラついた目つきをしているけど、しかしさっきまでの険けん悪あくな雰ふん囲い気きは、どこかに吹き飛んだみたいだった。

　まあ、結果的には気分転てん換かんにはなってるみたいだし、せっかくだから付き合うか。

　そういや、どうして花梨はマジックセサミのことなんて教えてくれたんだろう？

　ま、なんでもいいけどさ。







　午後はずっとそこら中を駆かけ回っていた。

　僕たちはいくつもの店を訪おとずれ、日が暮くれる頃ころにようやく全すべての材ざい料りようを揃そろえることができたんだ。

「はい、これがレシピ。私の読んだ資料が確たしかなら、ここに書いてある通りに作れば、記き憶おくを取り戻す薬くすりを作れるはずよ」

　沙さ織おりはそう言って一枚の紙を手て渡わたしてくる。

　その一番上には、『アルゴスの瞳ひとみ』という文字が書かれていた。

　おそらくそれが、この薬の名前なのだろう。そこから先には、材料や分量、調ちよう理り方法などが詳くわしく記しるされている。

　さすがは沙織、こういうことに関しては本当に頼たよりになるよな。

　感心しながらレシピを眺ながめる僕に、沙織は言こと葉ばを続ける。

「念ねんのために言っておくけど、絶対に分量を間ま違ちがっちゃダメだからね」

　その一ひと言ことに、僕の身体からだが一いつ瞬しゆんだけ強こわ張ばった。

「人にとって、記憶はものすごく重要な部分よ。それだけに、とっても慎しん重ちような仕し事ごとが求められるの。絶対にいい加か減げんな調ちよう合ごうはしないこと。分かった？」

「ああ、分かってるって」

　沙織の言葉に、僕は深くうなずく。

　そう。これは授業中の実験なんかじゃない。

　失敗すればナナの身みに何が起きるかも分からないようなことを、僕はしようとしているんだ。

　手を抜くつもりはないけど、『頑がん張ばったけど上手うまくいかなかった』では済すまないかもしれないんだから、考えている以上に気をつけないといけないよな。

「……」

　自分に言い聞かせていると、沙織がためらいがちに口を開いた。

「……本当に私が手て伝つだわなくてもいいの？」

　今日何度目かになる問といかけに、僕はさっきと同じ返事をする。

「ナナの世せ話わを任まかされたのは僕だからね。これ以上、沙織の手を煩わずらわせるわけにはいかないよ」

「別にそんなの、気にしなくていいのに」

　つぶやくように言った沙織の声には、あえて聞こえないフリをした。

『ナナの記憶を取り戻す』というこの計画は、理事長には無む断だんで進めていることだ。

　もしもこのことが問題になったとき、そこに沙織が関わっていたと分かれば、彼女にまで責せき任にんを押し付けることになるかもしれない。

　材料集めやレシピの提てい供きよう程てい度どならともかく、ここから先はさすがにまずいと思う。

　これはナナと、そしてナナの世せ話わ係がかりである僕が解決すべきことなんだ。

　沙さ織おりはまだ不満そうな目でこちらを見ていたが、小さくため息いきをつくと片かた手てを腰こしに当てて、苦く笑しようする。

「ナナちゃんの記き憶おく、戻るといいね」

「うん。今日はありがとうな、助かったよ」

「いいわよ、私もお店で色々買い物したし、そのついでとしてあんたたちに付き合ったようなもんだと思えば、ね。その代わり、今度もし私があんたに頼たのみごとをするときは、文もん句く言わずに付き合いなさいよね」

「ああ、約やく束そくするよ」

　返事に満まん足ぞくしたのか、沙織はニッコリと微笑ほほえんだ。

　僕が言うのもなんだけど、ホント、面めん倒どう見みのいい奴やつだよな。ここに入学してきた頃ころ、初めて声をかけてくれたのも沙織だったし、もっと感かん謝しやしなきゃいけないのかもしれない。

「……いつか、ぜったい振り向かせてやるんだから」

「ん？　何か言った？」

「なんでもない。じゃあまたね。ナナちゃん、ばいばーい」

　沙織は顔を上げると、手を振って自分の寮りようへの道を歩いていく。

「またね、沙織。楽しかったわ」

　遠ざかっていく沙織へ、ナナは小さく手を振り返す。

　さて、ちょっと気き合あいを入れてやってみるか。

　頼たよりになる友人の背せ中なかを見送りながら、僕は気持ちを引き締しめるのだった。







　帰き宅たく後ご、僕は早さつ速そく仕事に取り掛かかった。

　集めた材ざい料りようは合計二十三種類。それら全すべてをテーブルに広げ、レシピと見み比くらべながら吟ぎん味みしていく。

　調ちよう合ごうには、多大な困こん難なんが伴ともなった。集めた材料の調ちよう理り方法は湯ゆで戻す物や、粉ふん末まつにするもの、炒いって使う物など様さま々ざまで、一つ一つの調理の仕し方かたを調べるだけでも相そう当とう骨ほねが折おれる。

　そもそも、『記憶を回かい復ふくする』なんていう上級レベルの魔ま法ほう薬やくを完成させるには、高い技術と繊せん細さいな作業、そして正確な判はん断だんが必ひつ要ようなんだ。レシピがあるからって、あっさりと作れるわけじゃない。

「疲つかれた……」

　つぶやきと共ともに、ため息が漏もれる。

　時計を見ると、もう明け方と言ってもいいくらいの時じ刻こくだった。

　作業に没ぼつ頭とうしていたから気付かなかったけど、いつの間にか結けつ構こうな時間が経たっていたみたいだ。

　ソファに目を移す。

　ナナは静しずかな寝ね息いきを立てていて、まるで起きてくる気け配はいがなかった。

　こっちは寝ねる間も惜おしんで作業してるってのに、のん気なもんだよ。

　ま、これは自分のためでもあるからね。愚ぐ痴ちをこぼすのは筋すじ違ちがいだよな。

　邪じや魔まされないだけマシだと思おう、うん。

「もう寝るか」

　だけどまあ、集中力も切れたし、今日はお開きだな。

　結局この日は、分量の計算や大まかな工こう程ていの確かく認にんをするくらいしかできなかったけど、でも焦あせることはない。失敗しないことが一番大事なんだから、慎しん重ちように進めよう。

　大きく伸のびをしてから、ベッドに入る。

　眠ねむ気けは、すぐに訪おとずれた。







　──そして、その眠りは昨日きのうと同じ理由で妨さまたげられることになる。

　息いき苦ぐるしさを覚えて目を開けたとき、ナナの寝ね顔がおが飛び込んできたのだ。

　こ、この子、またベッドに潜もぐり込んできてるじゃないか。

　さっきまでぐっすり眠ってたはずなのに、なんなんだよ、もう。わざとやってるんじゃないの？

　僕は多少の苛いら立だちを覚えたものの、

「ん……」

「っ！」

　ナナの吐と息いきが顔にかかり、そんな気持ちは一いつ気きに吹ふっ飛んだ。

　彼女は今、昼間に買った女の子用の寝ね間ま着きを着ている。ピンク色の、フリフリとした飾かざりの付いた可愛かわいらしいやつだ。

　こういう格かつ好こうを間ま近ぢかで見ると、改あらためてナナが女の子だということを意い識しきさせられる。

　鼓こ動どうが激はげしくなり、何も考えられなくなる。

　眠気は完全に消えていた。こんな状じよう態たいで、眠れるわけがない。

「……作業の続きをするか」

　僕は火ほ照てる頰ほおに手を当てつつ、ナナを起こさないようゆっくりとベッドから抜け出すのだった。
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　調ちよう合ごうに明け暮くれる日々が続いた。

　授業が終わればすぐに帰き宅たくし、明け方近くまで作業に専せん念ねんする。そんな毎日だ。

　まともに睡すい眠みん時間は取れなかった。ここ数日は、ウトウトしていたかと思うといつの間にか意い識しきがなくなり、テーブルに突つっ伏ぷしたまま朝を迎むかえる、といったことが続いている。

　それくらい魔ま法ほう薬やくの調ちよう合ごうに没ぼつ頭とうしていた、というのもあるけど、ナナがまた寝ね床どこに潜もぐり込んでくるんじゃないかと思うと、ベッドで眠ねむる気にはなれなかったんだ。

　だからしばらくは、心しん身しん共ともにきつい生活を送るハメになった。疲ひ労ろうのせいで身体からだは日に日に重くなっていったし、意識が飛んで倒たおれそうになったことも何度かあった。

　もちろん、学校を休めばもっと楽らくをできたのかもしれない。でも、授業だけはサボりたくなかったんだ。

　理事長は単たん位いがどうこう言ってたけど、あの人に借かりを作るつもりはなかったし、ちょっとした意い地じみたいなものもあったからね。

　あれからずっと、ナナは大人しかった。

　学園でも騒さわぎらしい騒ぎを起こさず、記き憶おくが無いことに不ふ便べんさを感じつつも、ここでの生活に馴な染じんでいるようだ。

　他の生徒たちもナナの存そん在ざいに慣なれたのだろう。好こう奇きの目で見てくるような人は、今ではもうほとんどいない。おかげで余よ計けいな心配をすることもなく、魔法薬の作成に集中できたんだ。

　進行速度そのものは遅ち々ちとしたものだったけど、それでも僕は投げ出したりせず、少しずつ、でも確かく実じつに進めていく。

　──そして。

「…………できた」

　作業開始から一週間が経たった、その日の夜。

　僕は小さくつぶやいた。

　ようやく薬くすりが完成したのだ。

「これで、ナナの記憶を取り戻すことができるぞ」

　震ふるえる手で、魔法薬の詰つまったマジックビーカーを持つ。

　興こう奮ふんと安心の混まざった感情でいっぱいになり、まともに頭が働はたらかない。

　この一週間、それなりに頑がん張ばったという自じ負ふはある。それだけに、達たつ成せい感かんも大きい。

　ともあれ、これで全すべてが終わったんだよな。

「おーい、ナナ。今、薬が……」

　振り向きながら僕はナナを呼び、その途と中ちゆうで口を閉じた。

　ナナはソファの上で丸くなって、静しずかな寝ね息いきを立てていた。その口には、行きつけの魔法食材屋さんで買ったミノタウロスビーフの干ほし肉にくがくわえられている。きっと、食べてる途中で寝たんだろう。

　そういやここ数日、ナナとはほとんど会話らしい会話もしてなかった気がする。

　ずっと調ちよう合ごうに専せん念ねんしていたからなんだけど、そのせいでつまらない思いをさせてしまったかもしれないな。ただでさえ記き憶おくが無くて苦く労ろうしてるっていうのに。

　まあナナの方は、別に僕の相あい手てなんかしたくないと思ってるかもしれないけどね。

「はは、は……」

　僕は苦く笑しようしつつも、その安やすらかな寝ね顔がおを見ていると、急に不安になってきた。

（絶対に分量を間ま違ちがっちゃダメだからね）

　一週間前の、沙さ織おりのセリフが脳のう裏りに浮かぶ。

　僕はレシピ通りに薬くすりを作り上げた、と思っている。

　早さよりも精せい密みつさを優ゆう先せんして、確かく実じつな仕事を心がけたつもりだ。

　だけど、それでもはたして、調合は本当に成功したのだろうか？

　分量は正確だったか？　１ミリグラムの誤ご差さもなかったか？

　炒いった時間は正確だったか？　１秒の違ちがいもなかったか？

「……ちょっと、なめてみるか」

　記憶喪そう失しつでもなんでもない人間が飲んだところで、効こう果かがあるのかどうかは分からない。

　だけど、成功か失敗か、そして無む害がいか有ゆう害がいかくらいは確たしかめられるよな。

　……失敗してたら、まあ、なんだ、僕一人がどうにかなるだけなんだから、構わないだろう。

「それくらいのリスクは、負おうべきだよな」

　僕は一度大きく息いきを吐はき、マジックビーカーの中にある液体に軽く指をつけて、その指先をなめてみた。




　──途と端たん、頭の中に光が生まれた。




　それは、過か去この記憶だった。

　竜りゆう煌おう寺じに来る直前の、魔ま法ほうなんて知らない頃ころの自分。

　なんでもない日にち常じよう、平へい凡ぼんな日々。

　そんなある日の帰り道、どこにでもある空あき地ちを通りかかり、そこで僕は──。

「っくう！」

　頭を振り払はらい、思い浮かんだ光こう景けいを吹き飛ばす。

　あー、くそー、妙みようなことを思い出してしまった。

　でも、これで失敗じゃないってことは分かったな。

　魔ま法ほう薬やく『アルゴスの瞳ひとみ』は、ちゃんと完成してたんだ。

「ん、ん……」

　僕の声が聞こえたのか、ナナはうっすらと目を開けた。

「どうか、したの？」

「起きたか、ナナ。喜よろこんでくれ、ついに薬くすりが完かん成せいしたんだよ」

「え、ホント!?」

　ぼんやりしていたナナは、僕の言こと葉ばで急に表情を輝かがやかせる。

　ソファから身体からだを起こすと、トテトテとこちらへ駆かけ寄ってきた。

「そっかそっか、完成したんだ」

「ちょっと時間かかっちゃったけどな」

「そんなの気にしなくていいってば。だって、わたしのために頑がん張ばってくれてたんでしょ？」

「ん、そりゃあ、まあ、ね」

「ありがとう、冬とう弥や。これでやっと、わたしの記き憶おくも戻るのね」

「ああ、よかったな」

　僕はうなずき、ビーカーを手て渡わたす。

　晴はれやかな気持ちだった。

　世せ話わ係がかりという重おも荷にから解放されるかもしれないという安あん堵どもあったけど、ナナの記憶が戻るというそのこと自じ体たいが、素す直なおに嬉うれしかったんだ。

「それじゃあ、さっそく」

　僕が見守る前で、ナナはビーカーを傾かたむけ、中に入っていた液体を一いつ気きにノドの奥おくへ流し込む。

「っ！」

　──次の瞬しゆん間かん、ナナは目を見開き、身体を折おり曲まげて口を押さえた。

「え？」

　戸と惑まどう僕を余所よそに、彼女は苦く悶もんの表情を作る。持っていたビーカーを床ゆかに落とし、中の液体が派は手でにこぼれる。

「ナ、ナナ？」

　訳わけが分からず、その身体に触ふれようとして、

「にゅわ──────っ！」

　刹せつ那な、ナナは仰のけ反ぞって盛せい大だいな叫さけび声を上げた。そして大きく口を開くと、そこから突とつ如じよとして炎ほのおの塊かたまりを吐はき出す。

　今までに見たよりも更さらに大きいその炎は、真まっ直すぐに突つき進み、キッチンの壁かべへとぶち当たった。炎はそこら中に飛び散ちり、部へ屋やいっぱいに広がる。

「うわおっ！」

　思わず驚おどろきの声が口から漏もれた。

　いや、驚いてる場合じゃない！　なんとかしないと！

　緊きん急きゆう事じ態たいだってことは分かってるのに、でも思考がついていかず、すぐには身体が動かなかった。視し線せんをさまよわせ、状じよう況きようの把は握あくに努つとめようとする。

　ああっ、最近買ったばかりの『魔ま術じゆつ応おう用よう講こう座ざ・中級編』が燃えてる！　高かったのに！

　あっちで燃えてるのは『魔ま術じゆつ史し』のテストのためにまとめておいたレポートじゃないか！

　混こん乱らんする僕の前で、ナナは立ち上がる。しかし部へ屋やの惨さん状じようをどうにかしようなどとは考えてなかったみたいだ。

「水、水！」

　叫さけびながら洗面所へと駆かけ込んでいく。

　風ふ呂ろ場ばのドアを開け、シャワーの栓せんを捻ひねる音がして、

「あっつ────い！」

　大きな悲ひ鳴めいが聞こえた。

「落ち着け、ナナ！　反対だ、反対！　反対の栓を捻るんだ！」

　そうだ、水だよ。とにかく火を消さなきゃいけないんだから。

　僕は意い識しきを集中させ、手の先に無む理りやり魔力を送り込む。

　こないだやった、実じつ践せん魔法の授業内容を思い出せ。

　僕ならやれる、やれるんだ！

「水よ！」

　声を発すると同時に、手のひらの上に大きな水の塊かたまりが生まれた。

　そのまま水の塊を部屋の中ちゆう央おうへ動かし、素す早ばやく手を握にぎる仕し草ぐさをする。

「広がれ！」

　叫びと共ともに、水は弾はじけて部屋中に広がった。

　降り注そそぐシャワーを受けて、ようやく炎は消え去さる。

「……ふう」

　大きなため息いきをつき、周しゆう囲いを見み渡わたす。

　ひどい有あり様さまだった。

　そこら中が焼け焦こげ、テーブルやイスなんかは炭すみになりかけている。参考書とレポートも、全ぜん焼しようはしなかったものの、水みず浸びたしになったせいで台だい無なしだ。

　いったい何が起きたんだ？

　ナナはクシャミなんてしなかったし、となると薬くすりが原げん因いんだよね、やっぱり。

　でも、成功してたはずだよ、な。僕自じ身しんは昔むかしの記き憶おくを思い出せたんだし。

　訳わけが分からない。分かるはずもない。

　僕はただレシピ通りに作っただけで、『アルゴスの瞳ひとみ』については詳くわしいことなんてほとんど知らないんだから。

「……沙さ織おりに聞いてみるか」

　分からないことを一人で考えていても仕し方かたがないしね。

　受話器を手に取り、沙織の部屋の番号にかける。

　しばらく待まった後、電話がつながり、

『……あんた、頭大だい丈じよう夫ぶ？』

　えらく不ふ機き嫌げんな声が聞こえてきた。

『今、何時だと思ってんの？　こんな時間に電話してくるなんて、非ひ常じよう識しきにも程ほどがあるわよ』

　時間？

　言われて、チラリと時計を見る。時じ刻こくはちょうど日付が変わる頃ころだった。

　そっか、もうこんな時間だったのか。

「ん、悪かった。でも、起きてたんだろ？」

『……まあ、そうだけど』

　そんなつぶやきと共ともに、電話口の向こうから小さくセキ払ばらいをする声が聞こえる。

　多分今夜も、新しん薬やくの実験か何かにのめり込んでいたんだろうな。機き嫌げんが悪いのは、寝ねていたところを起こされたからじゃなく、実験の最さい中ちゆうに邪じや魔まが入ったから、といったところか。

『それで、用よう件けんは？』

「ああ、うん。実はな……」

　僕はさっき起きたことを、手て短みじかに話した。

『アルゴスの瞳ひとみ』を完かん成せいさせたこと。自分で飲んでみて調ちよう合ごうの成功を確かく認にんしたこと。なのに、なぜかナナには効こう果かが無く、それどころかクシャミもしてないのに口から火を噴ふいたこと。

「沙さ織おりなら何か分かるんじゃないかと思って、電話したんだ」

　そう言って向こうからの返事を待まつ。

　僕はなんらかの有ゆう効こうな回答を期き待たいしたのだが、

『んー、ごめん。ちょっと私にも分からないわ』

　話を聞いた沙織は、申もうし訳わけなさそうに口を開いた。

『薬くすりの副ふく作さ用ようなのかな？　炎ほのお属ぞく性せいの魔ま法ほうの威い力りよくが上がったとか？　だけどそんな副作用があるなんて、本には書いてなかったし……』

　電話の向こうからは独ひとり言ごとが聞こえてくる。薬に関することでも、沙織にも分からないことってあるんだな。

『冬とう弥や、あんた本当にレシピ通りに作ったの？』

「うん、それは間ま違ちがいない。……いや、そりゃあ断定は出で来きないかもしれないけどさ。少なくとも僕が飲んだときは、ちゃんと効果が現れたんだ。だから、成功してるはずなんだよ。そのはずだよな？」

『そうなのよね。どうしてナナちゃんには効きかないのかしら』

　二人して電話の前で黙だまり込む。沙織が分からないんじゃ、お手上げだな。

『作った薬はどうなったの？　まだ残ってる？』

「あー、それが、こぼしちゃって、ね」

　言いながら、視し線せんを床ゆかに移す。

　ナナが落としたビーカーは、割われはしなかったものの、中なか身みは全部こぼれてしまって、もう残っていない。

『そっか。その薬くすりの成せい分ぶんを調べたかったんだけど、仕し方かたないわね』

「役に立てなくてごめんな」

『済すんだことを悔くやまないの。とにかく、レシピを渡わたした私にも責せき任にんはあるわけだし、出で来きる限りのことはさせてもらうわ。明日は休日だし、調べられることは調べておくから』

「ありがとな。今度何かおごるよ」

『ふふっ、期き待たいしてるわ。それじゃあ、切るわよ』

「ああ、おやすみ」

『おやすみ』

　受話器を置き、大きく息いきを吐はく。

　この件けんに関しては、もう沙さ織おりには迷めい惑わくをかけないようにしようと思ってたのに、結けつ局きよく手を借りることになっちゃったな。もしも責任問題にでもなったら、僕が無む理りやり頼たのみ込んだということにしよう。

　それにしても、あの炎ほのおは副ふく作さ用ようの可か能のう性せいがあるのか。

　さっきのあれは、膨ふくれ上がった魔力に驚おどろいて炎の塊かたまりを吐き出した、とか？

　激げき辛からスープを飲んで火を噴ふくようなものか？

　それとも、そんな単たん純じゆんな話でもないのか？

「と～お～や～」

　首をかしげる僕の背はい後ごから、ナナの低い声が聞こえてくる。

「あなた、何を飲ませたのよ！」

　振り向くと、洗面所のカーテンから顔を覗のぞかせるナナの姿すがたが見えた。

　なりふり構わずシャワーで水を飲んだのだろうか、頭からずぶ濡ぬれになっており、フリフリの寝ね間ま着きは身体からだに張り付いている。

「それなんだけどな、今、沙織と話してて……」

「うるさい！　お薬が完かん成せいしたって言ったくせに、騙だましたのね！　この詐さ欺ぎ師し！」

「ええっ!?　ち、違ちがうよ！　騙すわけないだろ！」

「じゃあどうしてわたしは何も思い出せてないのよ！　ただ辛からいだけじゃない、これ！」

「あ、やっぱり辛かったんだ。って、そうじゃなくて、とにかく一いつ旦たん落ち着いてくれよ」

「知らない！　冬とう弥やのバカ！」

　ナナは叫さけぶと、再ふたたび風ふ呂ろ場ばへ戻っていく。

　直後、

「あっつ────い！」

　という叫びが聞こえてきた。

　進しん歩ぽしない子だなあ。

「……さて、と」

　呆あきれつつ、僕は部へ屋やを見み渡わたし、後あと始し末まつを始めた。

「……」

　水をふき取り、燃えてゴミになった物をゴミ箱ばこに入れつつ、考える。

　はっきり言って、これは僕一人の手に余あまる問題だ。

　所しよ詮せん、僕なんて落ちこぼれの魔ま法ほう使つかい見習いに過すぎない。一人で出で来きることには限界があるし、その限界だってたかが知れている。

　だから今は、頼たよれるものには頼るべきだと思う。

　原げん因いんを突き止めるためには、くだらない意い地じなんか張はってる場合じゃない。

　だって、このままだと困こまるのは僕じゃなく、ナナなんだから。

　まず思い浮かんだのは、理事長の名。でも、それはすぐに却きやつ下かした。

　理事長なら何か知っているのかもしれないけど、あの人には何も聞けないよ。

　今こっちからあの人に接せつ触しよくを図はかれば、僕たちのやってることがバレる可か能のう性せいがあるからね。

　話がどういう方向に転ぶか分からない以上、なるべくならそれは避さけたい。

　同じ理由で、他の先生にも相そう談だんはできない。

　となると、残るは生徒か。

　沙さ織おりにはまた後ご日じつ、詳くわしいことを聞くとして、他に頼れる人といえば……。

「──あっ」

　ふと、一人の人物の名前が頭に浮かんだ。

　ナナに興きよう味みを持つ、あの子の名前だ。

「それが一番、確実か」

　つぶやきは、風ふ呂ろ場ばから聞こえてくるシャワーの音にかき消される。

　悔くやしいけど、背せに腹はらは代えられないよな。

　僕は拳こぶしを握にぎりしめ、大きなため息いきをつくのだった。
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　就しゆう寝しん時間になっても、ナナの機き嫌げんは直らなかった。

　ソファの上で掛かけ布ぶ団とんに身みを包つつんだっきり、顔を出す気け配はいがない。

「電気消すよー」

　呼びかけるが返事はなく、そのまま消しよう灯とうする。

「……これから、どうするの？」

　ベッドで横になったとき、ようやくナナは口を開いた。

　魔ま法ほう薬やくがあんなことになった以上、計画は振り出し。記き憶おくを取り戻すためには、また何か行動を起こさなきゃいけない。そのことを尋たずねてるのだろう。

「一いち応おう、予定は考えてるよ。詳くわしいことは明日話す」

　僕は素そっ気けなくそれだけを伝つたえた。

　その返答が気に入らなかったのか、より険けん悪あくな空気がソファから漂ただよってくる。

「ふんだ。おやすみ！」

　乱らん暴ぼうな挨あい拶さつを残し、ナナはもう口を開こうとしなかった。

　邪じや険けんに扱あつかわれてるとでも思ったのかな。

　別にそんなつもりはないよ。ただ、まだ気持ちの整せい理りがつかないだけさ。

　頭の中で色々と考えつつも、次し第だいに眠ねむ気けは襲おそってくる。

　寝ね不ぶ足そく続きだったし、上手うまくいかなかったとはいえ、ようやく薬くすりを作り終えたことで緊きん張ちようが途と切ぎれたのだろう。僕はいつの間にか眠りに落ちていた。

　──そして、その眠りは以前と同じ理由で妨さまたげられることになる。

　息いき苦ぐるしさを覚えて目を開けたとき、ナナの寝ね顔がおが飛び込んできたのだ。

「ま、またこの子は……」

　すっかり忘れてた。この子は僕が寝てると、なぜかベッドに潜もぐり込んでくるんだった。

　で、でも、ついさっきまで怒おこってたじゃないか。それなのにこんなことをしてくるなんて、ナナが何を考えてるのか、さっぱり分からないぞ。

　くそー、なんか、腹はらが立ってきたな。

　いっそのこと、叩たたき起こしてみるべきじゃないか？

　この状じよう況きようで目が覚めれば、この子もさすがに自分の所しよ業ぎように気付くだろうし。

　そんな思いから、僕は大声でナナの目を覚まさせようとして、息いきを吸すい込み、

「……なんだよ、まったく」

　その頰ほおを伝う雫しずくに、動きを止めた。

　──多分、ナナの心の中は不安でいっぱいなんだと思う。

　いつも強がってはいるけれど、記き憶おくが無いっていうのは、僕なんかが想そう像ぞうできないくらいの大きな負ふ担たんになってるんだろう。しかも、ようやく記憶を取り戻せると思ってたのに、上手くいかなかったんだから、落らく胆たんの気持ちだって大きいのかもしれない。

　だけど。

「それは反はん則そくだっての」

　僕は指で雫をすくい、ナナを起こさないようにゆっくりと身体からだを起こした。

　自分の頰を叩いて気持ちを落ち着かせる。

　本当に世話のかかる子だけど、でも、僕はその世話を任まかされたんだ。今いま更さら投げ出したりはしないさ。

　僕はナナを仰あお向むけにひっくり返すと、背中とヒザに手を入れて抱だきかかえた。

　意外と軽いことに驚おどろきつつも、ゆっくりと歩ほを進める。

　そのままソファの上に降ろそうとして、

「冬とう弥やぁ」

　突とつ然ぜん、ナナが僕の名を呼んだ。

「うっ、くっ！」

　びっくりして思わず声が出そうになったけど、なんとかノドの奥おくに押し込む。

　ナナの顔を見てみると、その目は閉じられたまま。どうやら寝ね言ごとのようだ。

　と、安心するのも束つかの間まだった。

　寝ぼけているのか、ナナは腕うでを上げて僕の首に回してきたのだ。

　そして、ぎゅっと抱きついてくる。

「行かないで、冬弥ぁ……」

　耳みみ元もとで、再ふたたび僕の名を囁ささやかれた。

　な、なんの夢ゆめを見てるんだよ、いったい。

　夢の内容についてはなるべく考えないようにするとして、このままでは身動きが取れない。

　僕はその腕を引き剝はがそうとしたが、やけに固かたくて全然離はなせなかった。この子、こんなに力強かったっけ？

「くっ、この」

　なんとか振りほどこうとして腕に力を込めたとき、ナナの吐と息いきが首くび筋すじに当たった。

「──っ！」

　たまらず全ぜん身しんの力が抜け、バランスが崩くずれる。

　体たい勢せいを立て直そうとして足を一歩踏ふみ出し、だけどその試こころみは失敗する。

「うおっ！」

　床ゆかに落ちていた掛かけ布ぶ団とんを、踏ふんづけてしまったのだ。

　踏ん張りがきかず、僕は足を滑すべらせた。

　不注意を嘆なげく暇ひまなんてない。バランスを崩くずし、二人してソファに身みを埋うずめる。

「ん……」

　その衝しよう撃げきで眠ねむりを妨さまたげられたのか、ナナはゆっくりと目を開け、うつろな表情でこちらを見た。

「……？」

「や、やあ。誤ご解かいのないように言っておくけど、これは事じ故こだよ、事故。だから、ちゃんと僕の話を聞いてくれよ、な？」

　ぼんやりとするナナに、必ひつ死しに言い訳わけの言こと葉ばを並べる。

　ナナはしばらくの間じっと僕の顔を見つめていたが、意い識しきが覚かく醒せいしたのか、突とつ然ぜん目を見開き、わなわなと口を震ふるわせる。

　そして、

「ハ、ハ、ハ……」

「は？」

「ハンザイシャ──ッ！」

　叫さけびと同時に、僕のアゴへアッパーカットをクリーンヒットさせた。

「ぶべっ！」

　たまらず僕は倒たおれ込み、その上にナナが馬乗りになってパンチを繰くり出してくる。

「こっ、こっ、今度こそ言い逃のがれできないわよっ！　こんな夜中に抱だきついてきたりしてっ！」

「い、いや、違ちがうんだ。抱きついてきたのは君の方──」

「それ、この前と同じ言い訳わけじゃない！　そんなの二度も通用しないわよ！」

　こちらの言こと葉ばなど聞く耳持たず、ナナはパンチを繰り返す。

　殴なぐられながらも、僕はなんとかナナの両手を捕つかまえ、無む理りやり起き上がった。

「ちょっ、ちょっとは僕の言葉を、信じてよ！」

「うるさい！　お薬くすりの調ちよう合ごうにも失敗したくせに、信用なんてできないわよ！」

「そ、それは──」

　反論しようとして、思いとどまる。

　僕の脳のう裏りには、さっき見たナナの涙なみだが思い浮かんでいた。

　言っていいのか？

　あんな顔をする子に、「お前のためにやってることだろ」なんてセリフを。

　摑つかんだ腕うでの力が抜け、僕はうなだれたまま立ち上がる。

　ナナはまだこちらをにらんでいたが、僕が表情を曇くもらせていると、戸と惑まどいの顔を見せた。

「な、何よ。本当のことじゃない」

「……だよな。僕は落ちこぼれだもんな」

　ナナに背せを向け、ベッドに潜もぐり込む。

　そうだ、言えるわけがない。

　これ以上、ナナの心に負ふ担たんをかけるわけにはいかないんだ。

「……冬とう弥や？」

　ナナが呼びかけてくるが、僕は応こたえない。

「冬弥ってば、何か言いなさいよ」

「……」

「そ、そうだ。許してあげるから、一つだけ教えてよ」

「……」

「あのね、これからの予定というか……、その、せめて明日はどうするつもりなのかを、知りたいの。それだけ教えてくれたら、許してあげるから。ね？」

　──なんだ、そんなことを気にしてたのか？

　参まいったな。口にしてしまうと、もうそれを実行するしかなくなるんだけどな。

　でも、それでナナの気持ちが少しは楽らくになるのなら、構かまわないか。

　覚かく悟ごを決めよう。

「……座すわりなよ」

　僕は上じよう半はん身しんだけを起こし、手を振ってナナにソファへ戻るよう告つげる。

「え？　う、うん」

　ナナは一いつ瞬しゆんキョトンとしたが、すぐにソファへ向かい、その上でヒザを抱かかえて体たい育いく座ずわりした。

　それを見み届とどけてから、僕は続きを話す。

「星ほし野のの力を借かりようと思ってるんだ」

「星野って、暦こよみのこと？」

「うん。認みとめたくないけど、あの子は学園一の天才だ。僕には不ふ可か能のうなことでも、あの子なら、あるいは出で来きるかもしれない。まったくもって気に食わないことだけど、知り合いの中では、あの子が誰だれよりも頼たよりになるんだ」

　そう。それが一番確実なんだ。

　どんなに不ふ愉ゆ快かいで腹はら立だたしくても、ナナの記き憶おくを取り戻すためには、ね。

「……んー」

　僕の言こと葉ばを聞いて、ナナは何かを考えるように天てん井じようを見つめていた。

　やがてこちらへ顔を向けると、疑問を口にする。

「気になってたんだけど、どうして冬とう弥やは暦のことをそんなに嫌きらってるの？」

「……嫌ってるわけじゃないよ。馴なれ合いたくないだけさ」

「だから、それはどうして？」

「どうしてって……」

　一いつ瞬しゆん、どう答えるべきかを迷まよった。

　これは僕の胸むねの中にだけ秘ひめた思いだったから。

　でも、ナナになら話してもいい気がした。

「あいつは、僕のライバルだからだよ」

「………………へ？」

　そのセリフに、ナナは間の抜けた声を出した。

　口を開け、僕の顔をまじまじと見つめている。

「暦って、学園一の天才なんだよね？」

「ああ」

「その暦こよみを、ライバル視ししてるんだ？」

「悪いかよ。あの子を超こえるくらいじゃなきゃ、僕の目標は達たつ成せいできないんだよ」

　照てれくささから、僕はつい口を滑すべらせた。

　言ってから後こう悔かいするが、遅おそい。

　ナナは異い様ような反はん応のう速そく度どで食いついてきた。

「何、何？　冬とう弥やの目標って？」

　好こう奇き心しんいっぱいの瞳ひとみを向けられ、僕は思わず目をそらす。

「な、なんでもいいだろ、君には関係ない」

「あ、そんなこと言うんだ。じゃあ、話してくれるまでさっきのことは許さないからね」

「へ？　や、約やく束そくが違ちがうじゃないか！」

「知らない。覚えてなーい。だってわたし、記き憶おく喪そう失しつなんだもーん」

「お、お前なあ……」

　目を細めてにらむが、ナナはどこ吹ふく風といった様よう子すだ。

　ああもう、言えばいいんだろ、言えば。

「…………僕さ、六年前に一度、死にかけてるんだ」

「え？」

　出てきた単たん語ごが意外だったのか、ナナは笑えみを消してこちらを見つめる。

「竜りゆう煌おう寺じは今、結けつ構こう平へい穏おんだと思うんだけど、その当時はちょっと荒あれてたらしくてさ、勝かつ手てに山を下りて悪わるさする人がいたらしいんだよ」

　今でこそ無む許きよ可かでの下げ山ざんは厳げん罰ばつものだが、六年前は違ちがったらしい。

「力を持てば、悪用しようと考える人も出てくるよね。それで、僕はそういう人たちと偶ぐう然ぜんにも出くわしてしまったんだ。そのとき飼かってたペットと、遊んでたときに」

「……うん、それで？」

「その人たちは、僕のペットに魔ま法ほうでいたずらしようとしたんだ。そのときの僕はまだ竜煌寺に入学してなくて、魔法のことなんて全然知らなかったんだけど、ペットが危ない目に遭あおうとしてるのだけはなんとなく分かったんだ。だからかばおうとして、大ケガを負おったんだよ」

「それでそれで？」

「それで、だ。そんな瀕ひん死しの僕を、名前も知らない魔法使いが助けてくれたんだ」

「魔法使い？」

「うん。その人は僕のケガを治なおすと、名乗りもせずにどこかへ行っちゃったんだ。呆ぼう然ぜんとその後ろ姿すがたを見ながら、そのとき僕は思ったんだ。こんな人になりたいって」

「ふんふん」

「それでさ、そんな僕の前に現れたのが、事じ件けんを聞いて駆かけつけた理事長。理事長は僕を見るなり、『君には魔法使いとしての才さい能のうがある。我わが竜煌寺学園でその才能を伸ばしてみる気はないか？』なんて言ったんだよ」

「へえ。それってあれよね、『すかうと』ってやつよね？」

「うん。それで僕は迷まよわずうなずき、現げん在ざいに至いたるってわけ。まあ、幼おさない頃ころの記き憶おくだから、事実と食い違ちがってる部分もあるけど、大体そんな感じだよ。おしまい」

　早はや口くちに話し終えると、僕は照てれ隠かくしに頭をかいた。くそっ、理事長くらいしか知らないことだったのに、結局全部話しちゃったよ。

「つまり、冬とう弥やの目標って、魔ま法ほう使つかいになること？」

「そういうこと」

　そう。僕は魔法使いになってみせる。

　それも、あの名も無き魔法使いを超こえるくらいの、立りつ派ぱな魔法使いに。

　それこそが、僕がこの学園にいる理由なんだ。

　まあ、そんなのは僕だけの話じゃないけどね。

　竜りゆう煌おう寺じにいる人のほどんどは、魔法使いになるためにここへやって来たんだから。

　僕が抱かかえている過か去こは決して特別なわけじゃなく、他の人の入学した経けい緯いだって、それこそ人それぞれあるだろう。僕はそういった学生の中の一人に過すぎないんだ。

　ただ、僕にも僕なりに、魔法使いを目指すだけの理由がある。それだけの話さ。

「へえ、なるほど、ふーん」

　僕の思いを余所よそに、ナナはブツブツとつぶやいていたが、「そっかそっか」と何度もうなずき、満まん足ぞくげな様よう子すだ。

「なんか、冬弥のこと、ちょっとだけ分かった気がするわ」

「ん、そう？」

「うん。おやすみ、明日もよろしくね」

「え、おい」

　制止の声も聞かず、ナナはさっさと布ふ団とんに潜もぐり込む。

　……そりゃ、話は終わったけどさ。恥はずかしいからこれ以上続ける気もないけどさ。

　もうちょっとこう、感想というか、なんかあるよね。

　聞くだけ聞いといて、『分かった気がする』だけなのか。

　嫌いや味みの一つでも言いたくなってくるぞ。

「……もうベッドに潜り込んで来ないでよ」

「冬弥じゃあるまいし、そんなことしないってば」

　いや、だから僕は何もしてないんだって。何度も説明したのに、全然信じてないよね、君。

　ホント、僕ってこの子に振り回されてばっかりだよなあ。

　こんな調ちよう子しで、明日も一日無ぶ事じに過すごせるのかな。

　どうやらすっきりしたらしいナナとは逆ぎやくに、僕の不安は募つのるばかりだった。
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「……眠ねむそう」

　玄げん関かんのドアを開けて僕の顔を見るなり、星ほし野のの放ったセリフがそれだった。

「色々あったからね」

　力なくつぶやき、小さく息いきを吐はく。今朝、鏡かがみを見たときは、目の下にクマができていた。

　あれから僕は、ナナがまたベッドに潜もぐり込んでくるんじゃないかと警けい戒かいして、ロクに眠れなかったんだ。

　まあ、何もなかったんだけどね、うん。

　ナナはぐっすり眠れたのか、先日買った青いミニスカートをヒラヒラさせて、僕の横でにこやかな笑えみを浮かべている。いい気なもんだよ、まったく。

　とまあそんなこんなで、僕とナナは今、寮りようにある星野の部へ屋やの前まで来ていた。

　休日だというのに、星野はなぜか制せい服ふくを着ていた。その服ふく装そうを見て、僕は眉まゆをひそめる。

　星野には今朝ここへ来る前に、「話したいことがある」って伝つたえておいたはずなんだけど。

「もしかして、出かける予定だった？」

　僕の問といに対して、星野は首を横に振った。

「私はいつもこの格かつ好こう」

「そ、そうなんだ。変わってるね」

「立ち話もなんだし、上がって」

「うん」

　招まねきに応おうじ、僕とナナは部屋へと足を踏ふみ入れる。

　簡かん素そな部屋だった。

　片かた付づいてはいるが、飾かざり気けが無ないというか、必ひつ要よう最低限の物だけしか置かれてない。

　ぬいぐるみの一つでも置いていたら、からかってやろうと思ってたのにね。拍ひよう子し抜ぬけだよ、この優ゆう等とう生せいめ。

　……ま、僕の部屋みたいに散ちらかってるよりはずっとマシか。

　キョロキョロと辺あたりを見回していると、流し台のところにいた星野がトレイを持って僕たちの前にやって来た。

「座すわって」

「あ、ああ」

　イスはなかったけど、部へ屋やの真まん中あたりに小さなテーブルがあったので、その前に腰こしを下ろす。ナナも僕の隣となりにちょこんと座すわった。

「それで、用よう件けんは？」

　僕たちの前にティーカップを置きながら、星ほし野のが尋たずねる。

　この香かおりは、シルフティーか。

　ティーカップを傾かたむけ、一口すする。その間も星野は微び動どうだにせず、縁ふち無なし眼鏡めがねの奥おくにある瞳ひとみがこちらをじっと見つめていた。

　オッケー、ここまで来たらもう後には引けないんだ。話そう。

　今日はそのつもりで来たんだから。

「ナナのことで、星野の力を借かりたいんだ」

「……ナナちゃん？」

　僕はうなずき、沙さ織おりにもらったレシピを取り出して星野に渡わたす。そして、これまでの経けい緯いを説明した。ナナの記き憶おくを取り戻すため、魔ま法ほう薬やくを調ちよう合ごうしたこと。だけど、上手うまくいかなかったこと。

「で、星野なら何か分かるんじゃないかなって、そう思ったんだ」

「……状じよう況きようを理解した」

　僕が話している間、星野は無む言ごんでレシピを見つめていたが、伝つたえ終わると一ひと言ことだけつぶやき、ナナへと視し線せんを向けた。

「成なる瀬せ君くんと二人だけで話したい」

「え？」

　突とつ然ぜんの申もうし出にナナはキョトンとしていたが、言われたことの意味に気付き、視線をさまよわせる。

「えっと、わたし、邪じや魔まかしら？」

「すぐ済すむから」

「……邪魔なのね？」

「すぐ済むから」

「そう、邪魔なんだ……」

「ナナ、お願ねがいだ。星野の言う通りにしてくれないか？」

　口をとがらせたナナに、僕は頭を下げる。

　今は星野の力を借りなきゃいけないんだから、指示には従したがってもらわないと。

「……じゃあ、どうすればいいのよ」

　ナナはいぶかしげな目で星野を見つめていたが、渋しぶ々しぶといった感じでつぶやく。

「お風ふ呂ろにでも入っていてくれると、助かる」

「え？」

　不満そうな顔をしていたナナは、しかし星ほし野のの言こと葉ばを聞くと、耳をピクリと動かした。

「もしかして、この部へ屋やにも水みず浴あびできるところがあるの？」

「この部屋にもって、そりゃあるだろ。何を言って……」

　疑問の意味が理解できず、僕は口をはさむが、すぐに気付く。

　ナナは記き憶おく喪そう失しつだから、学生寮りようがどういう施し設せつなのかを知らないんだ。

「私たちの部屋はどこも同じ構こう造ぞう。成なる瀬せ君くんも、私も、他のみんなも同じ」

　星野の補ほ足そくを聞き、ナナの表情がわずかに明るくなる。

「そ、そういうことなら、まあ、仕し方かたないわね。いいわ、水浴びでもして時間を潰つぶしておいてあげる。何をするつもりなのかは知らないけど、終わったら呼んでよね」

　そう言い残して立ち上がると、ナナはそそくさと洗面所へ向かった。

　欲よく望ぼうに忠ちゆう実じつというか、分かりやすい子だよな。

　すぐさまシャワーの音が聞こえてくるが、さすがに水と熱ねつ湯とうの栓せんの違ちがいは覚えたのか、悲鳴の上がる気け配はいはない。

「……」

　ナナがお風ふ呂ろに入ったのを確かく認にんすると、星野は何事かをつぶやき、軽く両手を叩たたいた。

　途と端たん、光が弾はじけて、部屋全体の空気の流れが変わる。

　これは、理事長も使ってた『遮しや断だん』の魔法か。

　まあ、当然の配はい慮りよだよな。わざわざナナを遠ざけたってことは、聞かれたくない話をするってことなんだから。

　星野は僕を見ると、前置きも何もなく話を切り出してきた。

「失敗の原げん因いんは、ナナちゃんにある」

「え？」

「レシピに誤ご記きは無い。成瀬君の話した通りなら、『アルゴスの瞳ひとみ』は無ぶ事じ、完成してる。それでも失敗したのなら、ナナちゃんに原因があると考えるのが妥だ当とう」

　表情も変えず、星野は語かたる。その冷れい静せいな分ぶん析せきに、僕は眉まゆをひそめた。

「ナナが原因って、どういうことだ？」

　僕の問といに、星野は首を横に振る。

「まだ推すい測そくの域いきを出ないから、それ以上は何も言えない。思い込みは排はい除じよすべき」

「……それは、まあ、そうか。じゃあ、どうすればいいんだ？」

「問題を解決したいのなら、ナナちゃんの身体からだをよく調べるべき。原因を特定できるかもしれない」

「……調べる、だって？」

　唐とう突とつに出てきたその言葉の意味を、僕はすぐに理解することができなかった。

　頭の中で反はん芻すうし、心の中で何度もつぶやき、ようやく星野の言わんとしていることが分かり、

「……なんだよ、その無感情な物言いは」

　僕は拳こぶしを強く握にぎりしめた。

「まるでナナのことを実験動物か何かだと思ってるみたいな言い方だな。学術的探たん究きゆう心しんだかなんだか知らないけど、結局お前も、興きよう味み本ほん位いな目でナナを見てるってことじゃないか」

　僕は星ほし野のに視し線せんをぶつけたが、彼女の表情に変化はない。

　その反はん応のうが、なおさら僕の心を苛いら立だたせる。

「確たしかにナナはちょっと変わったところがあるけれど、それでも普通の女の子……」

　言いかけて、しかしその途と中ちゆうで言こと葉ばが途と切ぎれた。

　ナナが普通の女の子？

　何を根こん拠きよにそんなことを言ってるんだ？

　確かに僕は、あの子と一週間ほど同じ部へ屋やで過すごしてきた。

　でも考えてみれば、僕がナナに関して分かっていることって、デモン・ウィッチクラフトの学生だってことだけじゃないか。

　そんな僕が、星野のことを非ひ難なんする資し格かくなんてあるのか？

「……悪い、言いすぎたよ。こっちから頼たのみに来てるのに、ごめん」

　僕はテーブルに両手をつき、深く頭を下げた。

「気にしてない。私も言い方が悪かった」

　僕と同じように、星野も頭を下げる。

　そういえば星野は、初めてナナに会ったときからすでに、薄うす々うすながらも何かに気付いていたみたいだった。「ナナの身体からだを調べるべき」って言ったのも、おそらくなんらかの確かく信しんがあるからなのだろう。僕には分からなくても、学園一の天才には分かることがあるのかもしれない。

「……本当はそういうのって、僕が気付かなきゃいけないことなんだよな。ナナの一番近くにいるのは、僕なんだし。自分の力の無なさに呆あきれるよ」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みにつぶやく。星野との実力差を見せつけられた思いだった。

「……貴方あなたが誰だれよりも努力していることは知ってる。ずっと側そばで見てきたから、分かる」

　そんな僕に対して、彼女は意外な言葉を発する。

　な、なんだよ、急に。もしかして、慰なぐさめられてるのか？

　余よ計けい傷きずつくんだけどな、そういうこと言われると。

「フォローはいらないよ。それで、どうなんだ？　結けつ局きよくのところ、ナナの身体を調べなきゃ、記き憶おくを取り戻すことなんて出で来きないっていうことなのかな？」

　僕が尋たずねると、星野はしばらく考える素そ振ぶりを見せたが、

「……方法が無いわけじゃない」

　小さくつぶやいた。

　予期せぬ返事に、僕は目を見開く。

「え？　何かあるの？　方法って？」

　思わず僕は詰つめ寄ったが、星ほし野のは相あい変かわらず無表情な顔で、

「『回かい復ふく』の魔ま法ほう」

　とだけ答えた。

「魔法で記き憶おくを回復させる。それが一番、効こう率りつ的てき」

　あー、そっか。

　そりゃあ、そうだよな。僕だって最初は、その方向で考えてたわけだし。

「もしかして、星野って『回復』の魔法、使えるのか？」

「完かん璧ぺきではないけど」

　言いながらも、彼女は縦たてに首を振る。

　さすがは星野、特とく進しん科かの名は伊達だてじゃないってことか。それなら話が早いぞ。

「じゃあ、お願ねがいしてもいいかな？　『回復』の魔法で、ナナの記憶を取り戻して欲ほしいんだ」

　そう言って僕は真ま正しよう面めんから星野を見つめる。

「……」

　彼女も僕をじっと見ていたが、やがてゆっくりと右手を持ち上げて、人差し指を立てた。

「一つ、条じよう件けんがある」

「？」

　なんだろう？　魔法の実験台になれ、とでも言うのだろうか？　この際さい、死なない程てい度どなら構かまわないぞ。

　続きを待つ僕の前で、星野は表情を変えずに、言った。

「私のことを呼ぶときは、名前で呼んで」

「…………は？」

　予想もしてなかった言葉に、僕は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「えっと、その条件には、どういう意味があるのかな？」

「……不公平」

「え？」

「沙さ織おりや花か梨りんのことは名前で呼ぶのに、私だけ苗みよう字じなのは、不公平」

　な、なんだ、それは？　星野って、そんな細こまかいことを気にする奴やつだったのか。

　そういや、星野との付き合いも沙織たちと同じくらい長いのに、彼女のことは名前で呼んだことなかったっけ。

　馴なれ合いたくないっていう気持ちがあるから、突つき放した呼び方になってるのかもしれない。自分ではあんまり意い識しきしたことないけどさ。

「……嫌いやならこの話はなかったことに」

「ああ、いや、そういうわけじゃないよ。えっと、その条件を飲めば協力してくれるんだよね？」

「全力を尽つくす」

「分かった。それじゃあ、暦こよみ。よろしくお願ねがいします。……これでいい？」

「……ありがとう。私もこれからは、貴方あなたのことを冬とう弥や君くんって呼ぶ」

「なんでもいいよ、それは」

　僕の言こと葉ばに、暦はうなずく。

　ま、これくらいで引き受けてくれるのなら、いくらでも名前で呼ぶさ。

　満足したのか、暦は『遮しや断だん』を解かい除じよし、テーブルの上の物を片かた付づけ始める。

　そしてテーブルそのものも部へ屋やの端はしに寄せると、クローゼットから紫むらさき色いろの大きな布ぬのを取り出した。

「冬弥君、少しどいてもらえる？」

「え、ああ」

　言われるまま隅すみっこへ移動する。

　星野は部屋の中ちゆう央おうに紫色の布を広げると、その上に足を乗せて、口の中で何かをつぶやいた。

　すると彼女の人差し指が赤く光り、その指を動かすと同時に、布の上に赤い線が描えがかれていく。

　複ふく雑ざつな魔ま法ほう陣じんを描かき終えると、星野はその中央に立ってこちらへ振り向いた。

「これから行う儀ぎ式しきには、冬弥君の協力も必ひつ要よう。手て伝つだってくれる？」

「ん、そりゃあもちろん。僕に出で来きることならなんでもやるよ」

「じゃあ、早速」

　そう言って星野は洗面所に目を向ける。

　同時にカーテンが開かれて、さっぱりした表情のナナが顔を見せた。

「もうお話は終わったかしら？」

　タオルで頭をふきながら、彼女は僕たちに近づいてくる。

　その姿すがたを確かく認にんするなり、星野は縁ふちの無い眼鏡めがねを軽く押し上げ、言った。

「脱ぬいで」

「……え？」

　暦の視し線せんを受けて、ナナがキョトンとした顔を見せる。

「服ふくを脱いで」

　再さい度ど言葉をかけられ、それが間ま違ちがいなく自分へ向けられた発言だと理解し、ナナは驚おどろきの色を浮かべた。

「ま、待まって。いきなり服を脱げって言われても……」

「記き憶おくを取り戻すのでしょう？　だったら脱いで」

「え、何？　記き憶おく？　そのことと関係あるの？　もっとちゃんと説明を──」

「いいから、脱ぬいで」

　ナナの言こと葉ばなど聞かず、暦こよみは同じセリフを繰くり返す。その迫はく力りよくに圧あつ倒とうされ、ナナは戸と惑まどいの表情を見せる。

「オッケー、ちょっとストップ！」

　もちろん、戸惑ってるのはナナだけじゃない。僕も同じだ。

　二人の会話に割わり込み、暦へと視し線せんを向ける。

「あのさ、悪いけど順じゆんを追って話してくれないかな？　そんな端折はしよった言い方だと、何がなんだか分からないよ。ナナだって理由も分からず、その、『脱げ』だなんて言われても、混こん乱らんするだけだしさ」

「……」

　僕の言葉に、暦はしばし考える素そ振ぶりを見せた。

　しかし頭の中の整理がついたのか、再ふたたびこちらへ視線を向け、口を開く。

「ナナちゃんの記憶を、取り戻す」

「いや、それは分かってるけどさ」

「……つまり、ナナちゃんを正常な状じよう態たいに戻す」

「え、うん。それは分かるよ。分かるんだけどさ」

「…………つまり、正常だという『状態』を、ナナちゃんの脳のうに与える」

「はあ」

「私の脳は多た分ぶん、正常。その正常な『状態』をナナちゃんに伝でん達たつさせることで、ナナちゃんの脳も正常に戻す。たとえナナちゃんが『どんな存そん在ざいだとしても』、私が調整して波は長ちようを合わせる。それが、記憶を回かい復ふくさせるための正しい手順」

「……そういうことか」

　なるほどな、暦のやろうとしていることが分かってきたぞ。それならナナの身体からだを調べたりしなくても、術じゆつ者しやの力りき量りよう次し第だいで臨りん機き応おう変へんな対応が出で来きるってわけだ。

　で、やろうとしていることが分かったのはいいとして。

「……なぜ、脱ぐ必ひつ要ようがあるんだ？」

「この儀ぎ式しきは、肌と肌を直接合わせなければ効こう果かが無い。そして、密みつ着ちやくする面めん積せきは大きいほどいい」

　暦はそんなことを言うと、いきなり自分の制服のボタンに手をかけ、一つずつ外はずし始めた。

「もちろん私も脱ぐ」

「ちょ、ちょっと待まってくれ！　ぼ、僕は出ていった方が、いいんじゃないのか？」

　慌あわてて尋たずねると、まるで表情を変えずに暦は言葉を続ける。

「冬とう弥や君くんは必要。ナナちゃんの持つ異い常じような状態を、『生いけ贄にえ』に移うつす役やく目め」

　そう言って暦こよみは、僕に手のひらサイズの人形を手て渡わたしてきた。中には綿わたが詰つまってるらしく、全体を魔ま術じゆつ用ようの特別な布ぬので覆おおっている。

「私が合あい図ずしたら、その人形をナナちゃんの身体からだに押し付けて」

　な、なるほど。これにナナの異い常じような『状じよう態たい』を移して、ようやく儀ぎ式しきは完かん成せいするってことか。僕の協力も必ひつ要ようって言ってたのは、このことなんだな。

「この儀式は三人じゃなきゃ出で来きない」

「分かったよ。なるべくそっちは見ないようにするから、何かあればその都つ度ど、指示を出して欲ほしい」

「それはダメ。タイミングを間ま違ちがえると危険。ずっとこっちを見てて」

「……勘かん弁べんしてください」

　いやいや、いくらなんでもそれは無む茶ちやだよ。そんな恥はずかしいこと、できるわけないじゃないか。

　こっちの気持ちはともかく、暦は何も気にならないのか？

　もしかして、僕って男として見られてない？

「この儀式は三人じゃなきゃ──」

「わ、分かった、分かったって。ちゃんと伝つたわってるってば」

　軽く落ち込んだものの、すぐにそう答える。

　そうだよ、今は羞しゆう恥ち心しんや小さなプライドにこだわってる場合じゃないんだ。

　最さい優ゆう先せんすべきは、ナナのことなんだから。

　ナナはさっきからずっと顔を赤くしてうつむいていた。指をモジモジさせ、僕と暦を交こう互ごに見てはまたうつむく、といったことを繰くり返している。

「ナナ、気持ちは分かるけど、覚かく悟ごを決めよう」

「……あなた、そんなこと言ってわたしの裸はだかを見たいだけなんでしょ」

「ち、違ちがうよ！　そんなわけないだろ！」

「ふん、どうだか」

「ほ、本当に違うってば。こんなこと、さっさと終わらせてしまえばいいって言ってるんだよ。記憶、取り戻したいんだよね？」

「そ、それはそうだけど……」

「問題がなければ、始める」

　ナナのためらいなど無む視しして、暦は服を脱ぬぎ始める。衣きぬ擦ずれの音を響ひびかせ、上着とスカートをその場に落としていく。

　やがて暦の白い肌はだがあらわになり、薄うす暗ぐらい室内に輝かがやきさえもたらした。

「大だい丈じよう夫ぶ、下着は脱がなくていい」

　ナナを安心させるためか、暦はそんなことを言う。

　言こと葉ば通り、暦こよみは上下の下着をつけたままで、靴くつ下したも脱ぬいでない。それどころか背せ中なかのハーフマントも羽は織おったままだ。

　なんだ、下着は脱がないのか。よかった、ちょっと安心したよ。

　もしも全ぜん裸らになんてなられたら、さすがに正せい視しできるかどうか分からなかったから。

　まあでも、これはこれでマニアックというか、裸はだかよりも……、って僕は何を考えてるんだ！

　頭をかかえ、必ひつ死しに邪じや念ねんを振り払はらう。無む心しんになれ、無心になるんだ！

　僕の葛かつ藤とうを余所よそに、暦はナナの方へと身体からだを向けた。

　暦の姿すがたを見て、ナナは大きく目を見開く。

「暦、わたしよりも小さ──」

「……何？」

「ううん、なんでもない！　……分かった、やる。暦の覚かく悟ご、受け取ったわ！」

　何が決め手となったのか分からないが、ナナは強くうなずき、服を脱ぎ始めた。暦と同じように下着姿となり、両手を腰こしに当てて平へい坦たんな胸むねを突つき出す。その潔いさぎよい態たい度どを見て、暦はコクリとうなずく。

　そんな二人を、僕は間ま近ぢかで目をそらさず見つめていた。

　余よ計けいなことは考えるな、これは魔ま法ほうの儀ぎ式しきなんだ。無心になれ、無心になるんだ！

「ナナちゃん、こっちへ」
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　暦こよみは今、魔ま法ほう陣じんの真ん中に立っている。

　彼女は手て招まねきしてナナを自分の元もとへ来させると、突とつ然ぜんその首に腕うでを回し、ゆっくりと抱だきしめた。

「こ、暦？」

　ナナは顔を赤らめ、手をアタフタさせて暦へ視し線せんを送った。しかし暦は何も答えず、密みつ着ちやくしたまま口の中で何かを唱となえる。

　次の瞬しゆん間かん、暦の身体からだが淡あわい光に包つつまれた。

「ん……」

　まぶしさのせいで、ナナは薄うすく目を閉じる。ナナの反はん応のうなど気にせず、暦は首に回していた腕を動かし、肩から腕へ、腕から手の先へと指を這はわせた。

「あ、ん……」

　くすぐったいのか、ナナは小さな吐と息いきを漏もらす。暦はそのまま手を動かし、自分の指をナナの指に絡からめる。

　暦がナナの手を握にぎると、光はさらに強くなった。

「んん……っ！」

　ナナが背中を仰のけ反ぞらせる。とっさに暦は片かた手てをナナの背中に回し、抱きかかえるようにして肌はだを密みつ着ちやくさせた。

「ん……」

　儀ぎ式しきへの集中で負ふ担たんがかかっているのか、暦の頰ほおにも朱しゆ色いろが差している。額ひたいには一ひと筋すじの汗あせが伝つたい、口からは荒い吐息がこぼれた。

　うつろな目でナナを見つめると、暦は顔を近づけ、お互たがいの額ひたいをくっつけた。

　刹せつ那な、ナナの身体も光に包まれる。

「ああっ！」

　ナナは高い叫さけびを上げ、背中を曲まげて暦の手を強く握った。暦も同じように握り返し、二人はしばらくの間、固かたく目を閉じたまま抱き合う。

「はふぅ、ん……」

　やがてナナは息を漏らすと、ゆっくりと目を開けて暦を見つめた。

「これで、わたしの記き憶おくは、戻るの……？」

「……戻る」

　暦はうなずき、しかし思い出したようにすぐ言こと葉ばを付つけ加くわえた。

「……ただし、注ちゆう意いが一つ」

「え？」

「かつての自分が戻るということは、今の貴方あなたではいられなくなるということ。ナナちゃんが今感じていること、覚えていること、それらのうちいくつかは忘れてしまうかもしれない」

「え？　え？」

　暦こよみの言こと葉ばに、突とつ如じよとしてナナは戸と惑まどいの表情を見せ始めた。

　でもそんなことには構わず、暦は言葉を続ける。

「冬とう弥や君くん、仕し上あげをお願ねがい」

　額ひたいをくっつけたまま、それだけを口にする。ようやく僕の出番か。

「え、ちょ、ちょっと、待まって、お願い」

「冬弥君、早く」

　そういえば、タイミングが大だい事じって言ってたな。

「……分かった」

　指示通り、さっさとやろう。タイミングなんか関係無しに、精せい神しん的てきにもう限界が近かったし。

　これ以上、二人のことを見続けているのは心こころ苦ぐるしい。

「ま、待って──」

「じっとしててくれ、ナナ。すぐ終わらせるから」

　僕はナナの言葉を無む視しして近づく。二人との距きよ離りが縮ちぢまり、自然と胸むねの鼓こ動どうが早くなる。

　落ち着け、頭を空からっぽにしろ。無む心しんだ、無心になるんだ。

　何も考えないようにして、腕を前に突つき出す。そして手に持った人形がナナの肌はだに触ふれようとした、その瞬しゆん間かん、

「待ってってば！」

　大声と共ともに、ナナは人形を払はらいのけた。

　跳はね飛ばされた人形は床ゆかへ落ち、部へ屋やの隅すみへと転がっていく。

　見ると、ナナと暦の身体からだを包んでいた光は、いつの間にか消えていた。

「え……？」

　何が起きたのか理解できず、僕は呆ぼう然ぜんと視し線せんをさまよわせる。

「……失敗」

　床ゆかに転がった人形を見つめ、暦が小さくつぶやいた。

　その一ひと言ことを聞いて、ようやく僕は状じよう況きようを把は握あくする。

　そして把握した瞬間、急激に頭に血が上った。

「なっ、何やってんだよ！」

「っ！」

　大きな声に驚おどろいたのか、ナナは首をすくめる。

「もうちょっとで成功してたかもしれないのに！」

「だ、だってわたし、そんな、今覚えてることを忘れるかもしれないだなんて、考えたこともなかったんだもん……」

「多少のリスクは承しよう知ちの上だろ？　今いま更さら何言ってんだよ！」

「た、多少じゃないわよ！　大事なことじゃない！」

「記き憶おくを取り戻すことより大事なのかよ！　せっかく暦こよみが協力してくれたのに！　僕はお前のことを思って暦に頭を下げたのに、全部台だい無なしじゃないか！」

　感情のままを口にして、ナナをにらむ。

「……」

　僕が見下ろすその前で、ナナは身体からだを震ふるわせていた。そしてうつむいたまま、彼女は小さなつぶやきをもらす。

「……バカ」

「え？」

「冬とう弥やのバカ！　大っ嫌きらい！」

　言こと葉ばと共ともに、ナナは僕の脚あしに蹴けりを食らわせてきた。

「ったいなあ！　何すんだよ！」

　非ひ難なんの声など聞かず、ナナは脱ぬいだ服ふくを乱らん暴ぼうに摑つかみ取り、部へ屋やを飛び出していく。

「こ、こら、ちゃんと服を着なよ！」

　背中に向かって叫さけんだが、きっと聞こえてないだろう。

　残された僕は、そこで暦がまだ下した着ぎ姿すがただったことに気付き、慌あわてて背中を向けた。

「わ、悪いな、暦。せっかく付き合ってくれたのに、こんなことになっちゃって」

　今いま更さらながらにバツの悪さを感じて頭をかき、ナナの非ひ礼れいを詫わびる。

　だけど暦は、

「……謝あやまる相あい手てが違ちがう」

　ポツリと、そうつぶやいた。

　服を着ているのか、衣きぬ擦ずれの音が響ひびいてくる。背はい後ごからこちらを見つめているのを感じるが、その視し線せんがいつもより冷たいように思えるのは、僕の気のせいだろうか。

　いぶかしむ僕に向かって、暦は言った。

「まだ儀ぎ式しきは終わってない」

「え？」

　その言葉に、思わず振り向く。とっさに『まずい！』と思ったけど、暦はもう服を着終わっていた。

　安心して胸むねをなで下ろす僕に、彼女は続ける。

「今、ナナちゃんの中では二つの『状態』が入り混まじっている。このまま放っておくと危険。正式に儀式を中断させる必ひつ要ようがある」

　そう言って暦はスカートのポケットから何かを取り出すと、僕の手に握にぎらせた。

　飴あめ玉だまほどの大きさを持つそれは、赤と青の光が流りゆう動どう的てきに混まざり合う、不ふ思し議ぎな輝かがやきを放つ石だった。

「これは緋ひ蒼そう石せきと呼ばれる、魔ま力りよくの結けつ晶しよう体たい。魔法の効こう果かを解かい除じよさせる働はたらきがある。これをナナちゃんに飲み込ませれば、儀ぎ式しきを中断させることができる」

　暦こよみは眼鏡めがねを軽く押し上げると、部へ屋やのドアを指差した。

「早く行って。冬とう弥や君くんには、責せき任にんがある」

　強い口く調ちようで言われ、僕は戸と惑まどった。

　もしかして、僕が責せめられてるのか？

　そりゃあ、僕はあの子の保ほ護ご者しやみたいなもんだけどさ、悪いのは、勝かつ手てに飛び出していったナナの方だろ？

「……分かったよ。じゃあ、また」

　納なつ得とくいかないものを感じつつも、僕は別れの挨あい拶さつ代がわりに軽く手を振り、玄げん関かんへと足を向ける。

　そんな僕の背中を、暦はまだ冷たい目で見つめてるような気がした。







　さて、ナナはどこに行ったんだろうか？

　暦の部屋を出た後、まだ近くにいるかもしれないと思って周しゆう囲いを見て回った。

　だけど、その姿すがたはどこにもなかった。かといって他に探さがす当てもなく、途と方ほうに暮くれる。

　んー、まあいいや。多分、僕の部屋に戻ってるんだろう。

　帰ったらちょっと怒おこってやらなきゃいけないよな。そうしないと、あの子のためにもならないし。

　そんなことを考えながら、自じ室しつへと足を向ける。

　でも、僕の部屋にもあの子はいなかった。

「……くそっ、どこ行ったんだよ、ナナのやつ」

　つぶやいてから、僕は大きなため息いきをついた。

　なんか、バカバカしくなってきたな。

　ナナが記き憶おくを取り戻したいって言うから手を尽つくしてきたのに、なんだよ、まったく。

　ベッドへ寝ね転ころび、全ぜん身しんを弛し緩かんさせる。

　もういい、元もと々もと僕とはなんの関係もないんだ。あんなやつ、知るもんか。

　どこに行ったのかは知らないけど、どうせあの子一人ではそんなに遠くへは行けやしないんだ。放っておいてもそのうち誰だれかが見つけて、保ほ護ごしてくれるさ。そうなればきっと、理事長にも連絡が行くだろうし、その後はもう全部あの人に任まかせよう。

　理事長には『役割を放ほう棄きした』と判断されるかもしれないけど、元々こんなことで単たん位いなんてもらおうと思ってなかったんだ。構わないよ。

　両手を頭の後ろで組み、寝ね返がえりを打つ。

　そのときふと、ソファの上に置かれた掛かけ布ぶ団とんが目に入った。

　あれも片かた付づけないとな。今日からはまた、元もとの生活に戻るんだから。

　ナナと過すごしたのはたった一週間程てい度どだったけど、色んなことがあったな。

　出会ったときから変わった子だった。

　人の部へ屋やに全ぜん裸らで飛び込んできたかと思うと、寝ね言ごとで僕の名を口にして、なのに僕のことは知らなくて、その上、記き憶おく喪そう失しつで。

　クシャミをすれば炎ほのおを吐はくし、肉にくばっかり食べるし、胃い袋ぶくろは底そこなしだし。

　シャワーの水と熱ねつ湯とうを何度も間ま違ちがえてたし、夜中にベッドへ潜もぐり込んでくるくせに、本人には自じ覚かくがないし。

　貴き金きん属ぞく類るいには目がなくて、トカゲを一方的に敵てき視しして、それでいて無む邪じや気きで、笑え顔がおが似に合あう、本当に変な子なんだ。

「ああ、もうっ、なんだっていうんだよ！」

　叫さけびと共ともに起き上がる。

「探さがせばいいんだろ、探せば！」

　そうさ、あんな危なっかしい女の子、放っておくわけにはいかないよ。

　誰だれに迷めい惑わくをかけるか、分かったもんじゃないからね！

　玄げん関かんを抜け、寮りようの前に飛び出すと、ふと見知った顔が視し界かいに入り、足を止める。

　僕と目が合うと、花か梨りんは片かた手てを振ってにへらにへらとした笑えみを浮かべた。

「どしたんだい、冬とう弥や。そんな血けつ相そう変かえてさぁ」

　着き流ながしの袖そでを揺ゆらしながら、のんびりとした口く調ちようで話しかけてくる。

「ナナを見なかったか？」

　僕は挨あい拶さつも抜きにそう尋たずねる。

「ナナちゃん？」

　花梨はくわえた楊よう枝じを上下させ、腕うでを組んで思し考こうを巡めぐらせた。

「んー、どうだったかな。そういえばナナちゃんに似にた感じの女の子が、中ちゆう央おう広場に向かって走っていくのを、見かけた気がするねぇ」

「本当に!?」

「後ろ姿すがたしか見てないから、絶対とは言えないけどねぇ」

「そうか、助かったよ！」

　この際さい、手がかりになりそうならどんな情じよう報ほうでも当たってみるべきだ。

　礼れいもそこそこに、僕は花梨の前を通り過すぎる。

「冬弥」

　その背中に声をかけられ、振り向いた。

「冬弥の無む鉄てつ砲ぽうさは嫌きらいじゃないけど、デリケートに接せつしてやることも大だい事じだよん。女の子の気持ちはフクザツなんだからね」

「……覚えておくよ」

　短く答えて、再ふたたび足を動かす。

　そしてもうそれ以上は振り返らずに、僕は中ちゆう央おう広場への道を走り抜けるのだった。
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　周しゆう囲いは人混ごみでごった返していた。

　待まち合わせをする人、連れと歓かん談だんする人、ただ通り過すぎる人。

　目的は様さま々ざまだけど、先週と同じようにこの場所は休日ならではの賑にぎわいを見せている。

　そんな中、一人だけ沈しずんだ表情を作っている女の子がいた。

　噴ふん水すいの側そばに備そなえ付けられたベンチにポツンと座すわり、その子はずっと地面だけを見つめている。

「……何やってるんだよ」

　間ま近ぢかまで近づき、声をかけたところで、ようやくナナはこちらを見上げた。

「！」

　目が合った瞬しゆん間かん、ナナは立ち上がり、その場から逃げようとする。

　でも僕はその手を摑つかみ、無む理りやり引きとめた。

「痛いたっ！　離はなしてよ！」

　ナナの叫さけびで周しゆう囲いの目がこちらに集まったけど、そんなものは気にせず言こと葉ばを続ける。

「他に行くところなんて無いんだろ。戻ってきなよ」

「……冬とう弥やのところには帰らない」

「なんでだよ」

「だって、冬弥はわたしのことなんてどうでもいいんでしょ」

「そんなこと、言った覚えないぞ？」

「言ってないけど、言ったも同然だもん」

「訳わけ分かんない子だな。だから、どういうことなんだ？」

「だって……、だって……」

「だってじゃ分からないよ。ちゃんと話してくれなきゃ、伝つたわらないって」

「っ！」

　僕がそう言った瞬間、ナナはこちらへ振り向き、きつい目を向ける。

　そして、叫んだ。

「わたしがみんなのことを忘れても、冬弥はぜんぜん気にしないくせにっ！」

「えっ」

　その言葉に驚おどろき、僕は摑んでいた手を離す。

「元もとの記き憶おくが戻ったら、沙さ織おりたちと仲なか良よくなったことも、ここで過ごしたことも、全部全部、忘れちゃうかもしれないのよ？　そんなの嫌いや。わたしはみんなのことを忘れたくない」

　両手を固く握にぎりしめながら、思いのたけを声にする。

「だったら記き憶おくなんて戻らなくていい。ずっとこのままでいたい」

　ナナは目の端はしに雫しずくを溜ためて、鼻をすすった。感情が高ぶってるのか、小こ刻きざみに肩を震ふるわせている。

「……」

　ナナが逃げ出した理由が分かり、僕は頭をかいてゆっくりと息いきを吐はいた。

　まったく、この子は。

　そんなことで悩なやんでたのか。

「そ、それに、これのことだって」

　震ふるえる手でナナはポケットから何かを取り出し、じっと見つめる。

　それは、僕が買ってあげた、あの指ゆび輪わだった。

「べ、別に嬉うれしかったわけじゃないんだけど、贈おくり物への感かん謝しやの気持ちくらい、持ってるわよ。わたしは、高こう貴きな身み分ぶんの『れでぃー』なんだから。でもそんな気持ちさえ、もしかしたら忘れちゃうかもしれないのよ？　だったらわたしは……」

「ナナ、あのさ──」

　僕はナナに声をかけようとして、

「あっ」

　しかしそのとき、ナナの震える手の中から、指輪がこぼれ落ちた。

　指輪は地面を跳はねて、大通りへと転ころがっていく。

「ま、待まって！」

　たどたどしい足取りでナナは指輪を追いかけていき、ずいぶんと転がったところでようやく追いついて、飛びつくようにして両手で捕つかまえた。

「よかった……」

　なくさずに済すんだことに安心して、ナナはその場ばに座すわり込み、小さく息を吐く。

　でも、不ふ運うんというものは、重なるものなんだ。

　道のド真ん中で腰こしを下ろすナナの前に、一つの影かげが迫せまる。

　それは、定期的に郵ゆう便びん物ぶつを届とどける、ホウキ便びんのお兄にいさんだった。

　ホウキ便のお兄さんは飛び出してきたナナに気付き、急ブレーキをかけた。

　しかしホウキはすぐに止まれるものじゃない。二人の距きよ離りが急速に縮ちぢまる。

「っ！」

　僕は反はん射しや的てきに駆かけ寄り、ナナを背中から突つき飛ばした。

　そのまま地面に倒たおれ込み、両手で頭を押さえる。

　耳みみ元もとで、風を切る音が聞こえた。

「バッキャロー！　気をつけやがれ！」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくを置いて、遠くから猛もう烈れつな叫さけびが聞こえてきた。

　ホウキ便びんのお兄さんは叫ぶだけ叫ぶと、すぐにどこかへと去さっていく。

　よかった、向こうにケガはなかったみたいだ。

「ナナ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　僕は起き上がり、ナナへ駆かけ寄る。

「いたたた……」

　ナナは尻しり餅もちをついて顔をしかめていたけど、見たところ大きなケガはないようだ。

　頭を打った様よう子すもなく、心しん配ぱいするようなことはなさそうだな。

「ん、大丈夫」

　スカートについた土を払はらうと、ナナは僕に顔を向け、

「冬とう弥やこそ、ケガは──」

　言こと葉ばを詰つまらせた。

「？」

　視し線せんの先に目を向けると、その理由が判明した。右腕うでの袖そでが破やぶれ、二にの腕のところに切り傷きずができていたんだ。

　多分、ホウキ便とすれ違ちがったときに、ちょっとだけぶつかったんだろう。

「こんなの、二、三日もすれば治なおるって」

　そう言ってナナへ視線を移す。

「…………え？」

　そのとき僕は、ひどく間の抜けた声を出したと思う。

　ただポカンと口を開けて、目の前を見つめる。

　異い変へんが、起きていた。




「──わたしのせい」




　うつむいたまま、ナナは独ひとり言ごとをつぶやく。

　ナナの身体からだは、淡あわい光に包つつまれていた。

　ただの光じゃない。瘴しよう気きのようにドス黒く、鈍にぶい光だ。




「わたしのせいで、冬弥がケガをしたのね」




　誰だれに聞かせるでもなく発した言葉は、虚こ空くうへと消えていく。

　周しゆう囲いの気温が、少し下がったような気がした。

　木々がざわめく。突つき刺ささるような風が肌はだに当たり、痛いたみすら感じる。




「あのときと同じ。六年前の、あのときと」




　つぶやきと共ともに、何かの割われる音がする。

　見ると、ナナのチョーカーにヒビが入っていた。




「わたしがいるから……」




　自分の両手を見つめ、ナナは震ふるえた声を出す。

　そして彼女は頭を抱かかえ、力の限り叫さけんだ。




「わたしがいるから、冬とう弥やは傷きずつくのよ！」




　その瞬しゆん間かん、銀のチョーカーは粉こな々ごなに砕くだけ散ちる。

　同時に、ナナの身体からだが強きよう烈れつな閃せん光こうに包まれた。

「っ！」

　思わず目を閉じ、顔を覆おおう。

　やがて光が収おさまり、目を開けたとき、そこには初めて見るナナの姿すがたがあった。

　……なに、大たいしたことじゃないさ。初めて見るとは言っても、基本的にはいつものナナと同じだ。

　髪かみは赤いままだし、いきなり背せが伸のびたわけでもなく、体形が変わったわけでもない。

　ただ、背中から巨きよ大だいな翼つばさを生はやし、お尻しりからは長い尻尾しつぽを垂たらしてるってだけだ。

　もちろん、ナナが翼を生やした姿なら、一度見たことがある。今いま更さら尻尾が追つい加かされたくらいで驚おどろく方が、おかしいのかもしれない。

　だけど、理り屈くつじゃなくて、心で感じるんだ。目の前にいるナナが、異い常じような状じよう態たいに陥おちいっているんだって。

　──ナナちゃんの身体をよく調べるべき。

　暦こよみに言われた言こと葉ばが、頭をよぎる。

　どうやら認みとめるしかないようだった。

　ナナが普通の女の子なんかじゃないってことを。

　この姿だっておそらく、魔法によるものなんかじゃない。

　きっとこの巨大な翼や長い尻尾こそが、彼女本来の姿なんだ。

　ナナは荒い息いきを吐はいていたが、ゆっくり天を仰あおぐと、




「────────────ッ！」




　その口から、耳をつんざく怒ど号ごうを発した。

「ぐうっ！」

　反はん射しや的てきに耳をふさぐが、その声は脳のうに直接響ひびいてくる。

　聞く者の心を折おり、死すらも感じさせる、激はげしい咆ほう哮こう。

　その声を聞いて、しかし僕は、はっきりと思い出していた。

　忘れようとしていた、あの頃ころのことを。

　僕は、ナナを知っている。




　　　　　　　３




　六年前のある日、友達と別れた僕は自じ宅たくへの帰り道を歩いていた。

　いつもより遅おそくまで遊んでいたせいで、辺あたりはもう真まっ暗くらになっていたと思う。

　お腹なかを鳴ならして家いえ路じを急ぎ、どこにでもある空あき地ちを通りかかる。

「？」

　そのとき、僕は空き地の草むらに、光る何かを発見した。

　思わず足を止める。

「なんだ？」

　光は二つ並ならんでいた。強く光ってるわけでもないのに、見ているだけで吸すい込まれそうな、奇き妙みような輝かがやき。

　その光が無む性しように気になり、草むらに近づく。

『寄よるな』

　唐とう突とつに声をかけられ、動きが固かたまる。

　辺あたりを見回してみるけど、しかし誰だれもいない。

「気のせい、かな？」

　つぶやいて更さらに足を進め、

『寄るなと言ってる』

　再び声がして、その場に止まる。

　声は、草むらの中から聞こえてきたような気がした。

　いったいなんの声なのかは分からなかったけど、こっちは十歳の子どもだ。『押すな』と言われれば押したくなるし、『寄るな』と言われたら近寄りたくなるのが心しん情じようというもの。

　僕は声のした方へ歩いていき、草をかき分けて、ついに『それ』を発見する。

　しかし僕の口からこぼれたのは、失しつ望ぼうのため息いきだった。

「なんだ、トカゲか」

　そう。そこにいたのは、ただの黒いトカゲだった。

『トカゲ!?』

　僕の言こと葉ばに、そのトカゲは驚おどろきの声を上げる。

「え？　だってお前、トカゲだろ？　まあ、トカゲにしてはちょっとでっかいなって思うけど」

　そいつは僕なんかよりもずっと大きかった。尻尾しつぽまで含ふくめると、大人よりも大きいかもしれない。

　そりゃあ、こんなにでっかいトカゲは珍めずらしいんだろうし、頭には角つのみたいな物が生えているようにも見えるし、背中には翼つばさのような物までついているけどさ。

　でも、大きさや細部の違ちがいはともかく、トカゲはトカゲだ。

『トカゲじゃない。わたしは──』

「なんだよお前、自分がトカゲって自じ覚かくないのか？　どこからどう見てもトカゲだぞ？」

『……くっ、万ばん全ぜんならば本来の姿すがたを披ひ露ろうできるというのに』

　トカゲは悔くやしそうな声を出す。言ってる意味は分からなかったけど、なんか面おも白しろい奴やつだなと思った。

　今考えれば、僕はとてつもなくおかしな事じ態たいに遭そう遇ぐうしていたわけだけど、そのときは子どもだったから細こまかいことは気にしてなかったんだろう。

「でも、しゃべるトカゲって初めて見たなー。あ、お前、ケガしてるじゃないか。先に言えよなー」

『え？　あ、待まって』

　制止も聞かず、僕はトカゲの側そばに駆かけ寄よる。

　トカゲの前足からは、血ちが出ていた。小さな傷きずだったけど、見つけた以上は放っておくわけにはいかない。

　ポケットに入れていたバンソウコウを取り出し、貼はってやる。

「はい、これで大だい丈じよう夫ぶ。仲なか間まとケンカでもしたのか？　仲良くしなきゃダメだぞ」

『……わたしに仲間なんていない』

　僕が貼ってやったバンソウコウに目をやりつつ、トカゲはつぶやく。心なしか、落ち込んでいるように見えた。

「なんだ、お前ひとりぼっちなのか。こんなところで何してるんだ？」

　僕の問といに、トカゲは首をうな垂だれる。

『……逃げてきたんだ。わたしを封ふうじていた力に、綻ほころびができたから。まあ、キミに言っても分からないことだろうけど』

「うん、分かんない」

『だろうね。ともかく、わたしの側そばにいるとキミも巻き込まれる可か能のう性せいがある。早くどこかへ行くといいよ』

「オッケー、決めた」

『？』

「お前、今日から僕のペットな」

『……な、に？』

　僕の発言に、トカゲは戸と惑まどいの声を上げた。

　そんな反応になど構わず、僕は言こと葉ばを続ける。

「飼かってやるって言ってるんだ。家はペット禁止だから連れて帰るわけにはいかないけどさ、ここなら誰だれも来ないだろうし、ちゃんと毎日エサもやるから」

『いや、キミね……』

「ペットにするなら名前決めないとな。どうしよっかなー」

　腕うでを組んで頭をひねる。声の感じからするとメスだよな、こいつ。

　メスの名前、か。

　じゃあ、そうだな。

「お前の名前は、『ナナ』だ」

『……ナナ？』

「そうだ、数字の『７』だ」

『……なぜ、数字なんだ？』

「バカ、お前、７ってのは縁えん起ぎのいい数字なんだぞ。ラッキーセブンって言われるくらいで、皆みなから愛あいされてる幸こう運うんの象しよう徴ちようなんだよ」

『そうなの？』

「そうなの。だから、お前の名前はナナ。んで、僕は成なる瀬せ冬とう弥や。よろしくな！」

　言って、僕はナナの頭をなでる。

　ナナはくすぐったそうに頭を振って手を払はらいのけ、こちらをにらんだが、

『……好すきにしたら』

　そっぽを向きながら、そうつぶやくのだった。







　ナナと過すごす日々が続いた。

　授業が終わるとすぐに学校を飛び出し、家の冷れい蔵ぞう庫こから生なま肉にくやハムなんかをくすねては空あき地の草むらに持っていく。そんな毎日だ。

　ナナはいつでもそこにいた。ケガはそれほどひどくなかったから、逃げようと思えばどこにでも好すきなところに行けたはずなのに、僕を待まっていてくれたんだ。

『冬とう弥やは変わった奴やつだね』

　僕が持ってきた食料を食べながら、ナナはつぶやく。

「そうかな？　よく言われるけど、自分では分かんないよ」

『変わってるよ。普通の人間なら、わたしを見ればまず怖こわがる』

「怖がる？　どうして？」

『こんな姿すがただから。わたしの正体が分からなくても、この異い形ぎように驚おどろき、恐きよう怖ふで逃げ出す』

「んー、驚くっていうのは分かるよ、ナナみたいにでっかいトカゲなんて、見たことなかったし。だけど、怖がるっていうのが分からないな。お前、人を食ったりするのか？」

『分ぶん別べつなく殺せつ生しようするほど、愚おろかではないよ』

「だよな、お前優やさしいもんな」

『優しい？　どうしてそう思うの？』

「最初に会ったとき、僕が怖がると思ったから、『寄よるな』って言ったんだろ？」

『……』

　僕の問といに、ナナは答えない。

『……トカゲと言こと葉ばを交かわせることに、疑問はないの？』

　目をそらし、その話は終わったとばかりに無む理りやり話題を変えた。

「世せ界かいは広いんだから、そういうトカゲもいるだろ」

『神しん経けいが図ず太ぶといんだね』

「それもよく言われる」

　答えて、僕は笑え顔がおを見せる。

　ナナとはどうでもいい話ばっかりしてたと思う。家に帰る頃ころには内容を忘れているような、取るに足たりない雑ざつ談だんばかり。そうやって過すごしている時間は、とても楽しかった。

　でも、そんな毎日も長くは続かなかったんだ。







　いつものように、ナナにエサをやりに行ったときのことだった。

　知らない人が空あき地ちに倒たおれているのを、僕は発見した。

　すぐ側そばにはナナもいて、その人をじっと見下ろしている。

「どうしたんだ、ナナ。この人は？」

　その人はどうやら気を失ってるみたいだった。目を閉じ、うつ伏ぶせのまま身動き一つしない。

『……わたしを追ってきた者ね』

　ナナは僕から目をそらしながら、そんなことを言った。

「なんでお前、追われてるんだよ」

『わたしが《トカゲ》だから』

「？」

　言こと葉ばの意味が分からず、首をかしげる。

『いずれ、増ぞう援えんがここに来るはず。冬とう弥やは早くどこかへ行って。キミを巻き込みたくない』

「……えーっと」

　ナナの言ってることは、難むずかしくてよく分からなかった。

　だけど、それが僕に対する拒きよ絶ぜつの意思だということは、伝つたわってきた。

『……人間は嫌きらいだ。《トカゲ》だというだけで、恐きよう怖ふし、嫌けん悪おし、挙あげ句くの果はてには地下深くへ閉じ込め、存そん在ざいそのものをなかったことにしようとする。そんな矮わい小しような者たちだから』

「ナナ？」

『……だけど、もしもわたしが人間だったなら、冬とう弥やの友達になれたのかもしれないね』

　うつむいたまま、悲ひ痛つうな声で、ナナはつぶやく。

　僕はそのつぶやきに、無む性しように腹はらが立った。

　こいつがどんな事情を抱かかえてるのかなんて知らないよ。

　けど、そのセリフだけはバカバカしいと思ったんだ。

「ナナ、お前な」

　僕はナナの言葉に答えようとして、

「見つけたぞ」

　──誰だれかの声にさえぎられた。

　振り向くと、変な格かつ好こうをした人たちの姿すがたが目に入った。

　数は三人で、全員が背中に短いマントのようなものを羽は織おっている。

　そいつらは少しずつこちらへ近づきながら、僕たちを取り囲かこむようにして広がっていく。

『冬弥、逃げろ』

　耳みみ元もとでナナが囁ささやく。その間にも変な格好の奴やつらは距きよ離りを縮ちぢめ、口々に何かを唱となえている。

　何が起きているのか分からないなりに、まずい状じよう況きようなんだってことは理解できた。

　だから僕は、そいつらの突き出した手が光に包つつまれたとき、

「危ない！」

　迷まよわずナナの前に飛び出していた。

　だって、友達を守るのは当たり前のことだから。

『冬弥！』

　次の瞬しゆん間かん、僕の身体からだを光の矢やが貫つらぬいた。

　お腹なかに一いつ箇か所しよ、胸むねに二箇所、全ぜん弾だん命めい中ちゆうだ。

　よろめきながら、僕はその場に倒たおれる。

　地面に赤い色が広がっていく。

　僕を撃うった奴らは、誤ご射しやしたことに戸と惑まどっていた。お互たがいに顔を見合わせ、どうすればいいか分からず立ち尽つくしている。

『っ！』

　そんな三人をにらむと、ナナは大きく口を開け、




『────────────ッ！』




　耳を覆おおいたくなるような絶ぜつ叫きようを発した。

　その声をまともに浴あびたのか、三人はバタバタと倒たおれる。腕うでをピクピクさせながらも、しばらくは動けそうにないみたいだ。

『冬とう弥や！　冬弥！』

「……」

　僕の顔を覗のぞき込み、ナナが叫さけぶ。だけど意い識しきが朦もう朧ろうとしていて、その顔がよく見えない。

『このままだと冬弥が……』

「……」

『わたしが人になり、波は長ちようを合わせれば、あるいは……』

「……」

『……冬弥、今助けてあげるからね』

　ナナは突とつ然ぜん顔を上げると、口の中で何かを唱えた。詩しを口ずさむような、祈いのりにも似にた声が聞こえる。

　刹せつ那な、ナナの身体からだが強い光に包まれた。温あたたかさを感じさせる、柔やわらかな輝かがやきだ。

　薄うすくなっていく意識と相あいまって、僕はたまらず目を閉じた。

　再ふたたび目を開けたとき、そこにもうナナの姿すがたはなく、代わりにまたもや見知らぬ人が僕を見下ろしていた。

　瞳ひとみは金色に輝き、腰こしまで伸のびた髪かみは燃えるように赤い。

　その人はいきなり自分の唇くちびるを嚙かむと、僕の頭を抱きかかえ、

「ん……」

　口をふさいだ。

　身体には胸を押し付けられ、ぷにぷにとした柔らかな感かん触しよくに包つつまれる。

　嚙んだ唇からは血が出ていたのだろう。僕の口の中にも鉄の味が広がっていく。

　その人は僕から唇を離はなすと、静しずかに微笑ほほえんだ。

　そして何かを言おうとして、

「──捕ほ縛ばくせよ」

　誰だれかの声と共ともに、突とつ如じよとして目の前に首くび輪わのような物が現れ、その人の首を締しめ付けた。

　その人は首輪に手をかけるが、外はずそうとしても外れない。

「力を落とした今の貴き様さまに、その首くび輪わは外はずせまい。これで終わりだ」

　声の主ぬしはこちらへ歩いてきながら、なにやら語りかけている。

「部外者に被ひ害がいが出たのは手て痛いたいが、しかし、サンプルとしては面おも白しろいな」

　そう言ってその人は僕を見下ろす。

　長い髪かみを頭の後ろで簡かん単たんに束たばね、スリムなボディを黒のスーツで包つつんだ、大人の女性。

　覚えているのはそこまでだった。

　まるで事じ態たいを把は握あくできないまま、僕の意い識しきは急きゆう激げきに遠ざかっていき、

「っ！」

　──目を覚ますと、そこは白いベッドの上だった。

　すぐさま起き上がり、辺あたりを見回す。医い務む室しつか何かだろうけど、見たことのない部へ屋やだ。

　訳わけが分からない。あれからどうなったんだ？

　自分の身体からだに触ふれてみて、おかしなことに気付く。

　胸むねとお腹なかの傷きずが、完かん全ぜんに治なおっていた。傷跡あとすら残っておらず、あれは夢ゆめだったんじゃないかとさえ思えてくる。

「気が付いたようだね」

　混こん乱らんした頭を抱かかえていると、部へ屋やのドアが開かれ、一人の人物が姿すがたを見せた。

　気を失う前に見た、あの大人の女性だ。

「君を傷つけた悪い奴やつらは、もう捕つかまえた。安心したまえ」

　詳くわしい説明は後でじっくりする、と言いながら、その人は事情を話してくれた。

　自分の身み内うちに良くないことを考えている人がいたこと、そいつらがいたずら半分に僕たちを傷つけようとしたこと。

「そうだ、ナナは？　僕と一いつ緒しよにいた、でっかいトカゲは？」

「──帰るべき場所に帰した、と言えば分かるだろうか？」

　その言こと葉ばに、僕はうつむく。詳くわしくは知らないけど、動物園とか、保ほ健けん所じよとか、そういったところに連れていかれたんだろう。

　誰だれかに見つかればそういうことになると、ある程てい度どは予想していた。でも、分かっていてもきついものはきつい。

「もう君と会うことはないだろうが、悪いようにはしないから安心したまえ」

「……はい」

　女の人は落ち込む僕を黙だまって見下ろしていたが、再ふたたび口を開き、説明を続ける。

「君の傷を治した魔ま法ほう使つかいは、もうどこかへ行ってしまったようだ」

「魔法、使い？」

　聞きなれない単たん語ごに顔を上げ、女の人を見つめる。

　その反はん応のうを予よ期きしていたのか、彼女は笑えみを作って、僕に言った。

「そう、君の命を救すくったのは魔ま法ほうの力だよ。常じよう人じんでは成なしえない奇き跡せきを起こし、世せ界かいを陰かげから支ささえる力、それが魔法。そして私の率ひきいる組そ織しきは、魔法使いを育てるための学園なのさ」

「魔法使いの、学園……」

「成なる瀬せ冬とう弥や君くんとかいったね？　寝ねている間に調べさせてもらったよ。君には魔法使いとしての才さい能のうがある。我わが竜りゆう煌おう寺じ学園で、その才能を伸のばしてみる気はないか？」

　女の人の言こと葉ばを聞きながら、その意味が徐じよ々じよに理解できてくる。

　この人は僕を誘さそっているんだ。

　だったら、確たしかめておくことがある。

「……そこに行けば、僕の命を救ってくれたあの人みたいに、なれるのかな？」

「努力次し第だいだね」

「……」

　自分の胸むねを押さえる。

　力が欲ほしかった。

　失われかけていた僕の命を、いとも簡かん単たんに救った、あの圧あつ倒とう的てきな力が。

　力があれば、友達一人くらいは助けられたかもしれないんだ。

「……行くよ、竜煌寺に。僕は、魔法使いになる」

　決意をこめた宣せん言げんに、女の人はにこやかな笑えみを浮かべ続けるのだった。




　　　　　　　４




　我われに返ったとき、辺あたりには惨さん状じようが広がっていた。

　咆ほう哮こうを浴あびた人たちが、そこら中に倒たおれている。広場にはたくさんの人がいただけに、被ひ害がいも大きい。

　ナナの方へ目を向ける。

　その姿すがたを見て、僕の心に焦あせりが生しようじた。

　荒あらい息いきを吐はき、焦しよう点てんの合わない目でナナはキョロキョロと首を動かしている。完全に自じ我がを失っているみたいだった。

　ナナは身体からだを仰のけ反ぞらせると、大きく口を開け、

「っ！」

　僕が反はん射しや的てきに飛び退のくと同時に、さっきまでいた場所に閃せん光こうが走る。

　閃光はそのまま突つき進み、背はい後ごにあった建たて物ものに触ふれると、音もなく大きな穴あなを開けた。

　炎ほのおなんて代しろ物ものじゃない。灰はいすら残さず焼き尽つくす、超ちよう高こう温おんの熱線だ。

　ナナがクシャミをしたときに吐く炎。あれは魔法なんかじゃなく、彼女が元もと々もと持っている、『力』なんだ。

　六年前のことを思い出し、ようやくナナの正体が分かった。

　あのとき僕を助けてくれたのは、見知らぬ魔ま法ほう使つかいだと思い込んでいた。

　だけど、あれはナナだったんだ。

　もちろん、ナナはトカゲなんかじゃない。そんな可愛かわいげのある存そん在ざいなら、どれほど気が楽らくになることか。

　竜りゆう煌おう寺じに来て、『こちら側がわ』の世せ界かいを知った今なら分かる。

　ドラゴン。

　最強の名を冠かんする、伝でん説せつの幻げん獣じゆう。

　それこそが、ナナの正しよう体たいだったんだ。

　そう考えると、色々分かってくることがある。

　ナナが身みにつけていた銀ぎんのチョーカーはおそらく、装そう飾しよく品ひんなんかじゃなく、力を封ふうじるためのマジックアイテムなのだろう。そのチョーカーが壊こわれたから、本来持っていた力が解放されたんだと思う。

　引き金となったのは、僕のケガ、だよな。

　ナナの態たい度どが変わったのはあのケガを見てからだし、昔むかしの情じよう景けいと重なってショックを受けたのだろう。儀ぎ式しきも中断したままだったし、そのことも影えい響きようして、記き憶おくが戻ったのかもしれない。

　そして、急に記憶が戻ったものだから混こん乱らんしてる、というわけか。

　さっきまであの子は自分のことを、人間だと思ってたんだからね。そこにドラゴンとしての記憶が入り込んできたんだ、混乱もするだろうさ。

　本人にしてみれば、ムシャクシャして暴れてるだけなのかもしれないけど、ナナはドラゴンなんだ。そりゃあ被ひ害がいも大きくなるってものだよ。

　……あの子、自分のせいで僕が傷きずついたって言ってたな。

　そうか、ナナの中では、そういうことになってるのか。

　そんなふうに受け取られても仕し方かたのないことが起きたんだから、当然なのかもしれないけど。そういやあの子、六年も経たった今になって、どうしてこんなところに……。

　っと、考えにふけってる余よ裕ゆうはない。今はとにかく、この事じ態たいをなんとかしないと。

　そう思ったのも束つかの間ま、ナナはお尻しりの尻尾しつぽを強くしならせ、強きよう烈れつな速さで振り切った。地面にあった大きな石ころが尻尾に当たり、ものすごい速度でこちらへ飛んでくる。

　避よけてる暇ひまはない！

　とっさに両手で顔を防ぎ、

「……あれ？」

　しかし、石ころは僕に当たらなかった。

　腕うでを下ろすと、目の前には僕をかばうようにして、一人の人物が立っていた。

　着き流ながしを着た女の子だ。

「花か梨りん！」

　僕が叫さけぶのと同時に、再ふたたび石が飛んでくる。

　が、花梨は手に持った刀かたなの鞘さやで石を弾はじき飛ばし、激げき突とつを回かい避ひした。

「冬とう弥やたちのこと、ずっと見み張はってたんだぁよ」

　ナナへと目を向けたまま、花梨は僕に声をかける。

　その顔に、いつものにへらにへらとした笑えみは浮かんでいない。

「理事長命令ってやつさぁね。万まんが一いちのとき冬弥を守るように、ってねぇ」

「どういうことだ？　花梨は何を知ってるんだ？」

　思わぬ言こと葉ばに、僕の口から疑問の声が漏もれた。

　こっちの反はん応のうを予想していたのか、花梨は表情を変えずに答える。

「理事長が言ってたんだけどね、かつてこの地には、大きな『災さい厄やく』が舞まい降りたんだってさ」

「災厄？」

「そう。それは人の手に余あまる、天てん災さいとも言うべきもの。だけども我われらがご先せん祖ぞ様さまたちは、その天災をあるがままに受け入れる気なんてなかったのさ。必ひつ死しに抗あらがい、命を賭として戦たたかい、そしてついにはその『災厄』を、ここ竜りゆう煌おう寺じの地下へ封ふうじ込めることに成功した」

「……それって」

「そう。その『災厄』っていうのが、目の前にいるあの子ってわけ」

　呆ぼう然ぜんとして、花梨の見ている方向へ視し線せんを向ける。

　そこにいるのは、赤い髪かみをした小さな少女だ。

「どうして封ふう印いんが解とけたのかは聞いてないけど、まあ、相あい手てはドラゴンなんだから、そもそも完かん璧ぺきな封印なんて不ふ可か能のうだったんだろうさね。長い時間を経へるうちに綻ほころびが生じたってところかねぇ」

「……」

「ようするに、デモン・ウィッチクラフトからの留りゆう学がく生せいなんて話は、噓うそっぱちだったってことさぁ」

　花梨の言葉を聞きながら、僕はようやく全すべてを理解できた気がした。

　にわかには信じがたい話だ。

　でも、いま起きていることと、そして僕がかつて体験したことを考えれば、それが真しん実じつだと断定できる。

　綻びが生じたっていうのも、多分合ってると思う。ナナ自じ身しんも同じようなことを言ってたし。

　一つだけ訂てい正せいするとすれば、その綻びは、本当は六年前に生じたものだってことだ。

　そのときは理事長の手によって、再び封印することに成功して、『多少の犠ぎ牲せい』で済すんだんだ。

　でも、再さい度どの封ふう印いんを無理やり破やぶって、また出てきたんだよ、あの子は。

　なぜ出てきたかって？

　そんなのは決まってる。

　僕に会うために、だ。

　うぬぼれでもなんでもない。

　これまでのナナの行動から考えると、それ以外にありえないんだ。

「……まったく、本当にあの子は」

　つぶやきつつも、事じ態たいを把は握あくしてくるにつれ、ここ数日の花か梨りんの行動の意味も分かってくる。

　ナナたちと一いつ緒しよに買い物に行ったときや、さっき寮りようを出たときに出会ったのは、偶ぐう然ぜんなんかじゃなかったということだ。万まんが一いちに備そなえ、僕たちを監かん視ししてたんだから。

　もちろん、花梨のことを悪く思ったりなんかしない。風ふう紀きを守るのが花梨の役やく目めなんだから、そういう命令が下っていたとしてもおかしくはないんだ。

「なるほど。確たしかに今はまさに、万が一のときってやつだね」

「できれば起きて欲ほしくなかったんだけどねぇ」

　つぶやきと共ともに、花梨は刀かたなを抜く。

「冬とう弥や、悪いが本気でやるよ。あたしにはあの子より、あんたの無ぶ事じの方が大たい切せつなんだ」

　答える間もなく、花梨は口の中でなにやら唱となえた。

　同時に、彼女の身体からだが魔ま力りよくの膜まくのようなもので覆おおわれる。

　一時的に身しん体たい能のう力りよくを上げる、『強化』の魔ま法ほうだ。

　次いで、花梨の刀に張はり詰つめた空気のようなものが宿やどった。

　物質になんらかの属ぞく性せいを与える、『付ふ与よ』の魔法である。

　花梨の刀は今、触ふれるもの全すべてを切り刻きざむ真しん空くうの刃やいばと化かしているのだろう。

「……」

　花梨は無む言ごんでナナを見み据すえ、足に力を溜ためて一いつ気きに距きよ離りを詰つめようとする。

「やめろ、花梨」

　その肩かたに、僕は手を置いて引きとめた。

「離はなしな。気持ちは分かるけど、こうなったらもう、やるしかないさぁ」

「そうじゃない。お前じゃナナを止められないって言ってるんだ」

　僕の言こと葉ばに、花梨は目だけをこちらへ向ける。

「あたしは一いち応おう、雨あま宮みや流りゆう魔ま刀とう術じゆつの師し範はん代だいなんだけどねぇ？」

「それでもだ。ナナはドラゴン、一人で立ち向かっても敵かなう相あい手てじゃない。それよりみんなの避ひ難なんを手て伝つだってくれ。お前が誘ゆう導どうして、みんなを安全な場所に連れていくんだ」

「……」

　僕の呼びかけに、しかし花か梨りんは反はん応のうしない。

「花梨、迷まよってる場合じゃない。早くしないと被ひ害がいは広がるだけだよ」

「……やってみなくちゃ分からないこともあるさね」

　そう言って花梨は僕の手を払はらいのけ、一歩前に出る。

　──雨あま宮みや家けは古くから魔ま法ほう使つかいを輩はい出しゆつしてきた由ゆい緒しよある家いえ柄がらだ。

　そんな雨宮家の武ぶ人じんとしての血ちが、花梨の心をかき立てているのかもしれない。

　彼女は更さらに一いつ歩ぽ踏ふみ出し、刀かたなを上段に振りかぶろうとして、

「花梨！」

　僕はその首くび根ねっこを摑つかみ、無む理りやり引き寄せてこちらへ向かせた。

「と、冬とう弥や？」

　驚おどろく花梨に、僕は怒ど鳴なり声を上げる。

「お前は風ふう紀き委員だろ！　倒たおすことより、守ることに命をかけろよ！」

「！」

　その一ひと言ことで花梨は大きく目を見開き、わずかに口を震ふるえさせ、

「……守ることに命をかけろ、か」

　やがて、にへらにへらとした笑えみを浮かべた。

「冬弥に説せつ教きようされる日が来るなんて、思ってもなかったねぇ」

　言うなり刀に付ふ与よした魔法を解かい除じよし、鞘さやに収おさめる。

「死ぬんじゃないよ」

「こっちのセリフだ」

　言こと葉ばを交かわし、花梨は駆かける。

　逃げ惑まどう人の群むれに向かいながら、花梨は大声で指示を出していた。

　──さて。

　僕は僕で、自分の仕し事ごとをするか。

　決けつ意いを固めたそのとき、

「冬弥？」

　背はい後ごから、聞き慣なれた声が聞こえた。

　近くの建たて物ものから出てきて、キョロキョロと辺あたりを見回すその人物は、沙さ織おりだった。

「なんだかえらい騒さわぎになってるみたいだけど、何かあったの？」

　事じ態たいを飲み込めてないのか、沙織はのんびりとした声を上げる。

「お、お前、こんなところで何してんだ！」

「何って、『アルゴスの瞳ひとみ』について調べてたんじゃない。そんなに怒鳴らなくてもいいでしょ」

　沙織に言われ、彼女が出てきた建物を見上げる。

　そうか、ここ、図と書しよ館かんの前だったのか。

「それで、何があったのよ？　教えてよ」

「沙さ織おり、ここは危険だ。早く逃げろ」

「え？　逃げる？」

　キョトンとした顔で、沙織は視し線せんを動かした。

　その瞳ひとみがナナの姿すがたを捉とらえる。

「ナナ、ちゃん？」

　つぶやきが聞こえたのか、ナナは沙織へ顔を向けた。

　そして身体からだを仰のけ反ぞらせると、大きく口を開く。

「沙織、伏ふせろ！」

　叫さけびながら僕は駆かけ寄り、沙織を抱だきかかえてその場に倒たおれ込んだ。

　それとほぼ同時に、熱線が頭の上を通り過ぎる。

「と、冬とう弥や、いったい何が……？」

　僕の下で、沙織がうめく。

「いいから、とにかく早く──」

　言いかけて、その言こと葉ばは最後まで続かなかった。

　熱線の直ちよく撃げきを受けて、近くにあった建物が崩くずれ落ちてきたのだ。

　僕たちの上に、瓦が礫れきが降りかかってくる。

　逃げる余よ裕ゆうなんてない。とっさに沙織を抱だきしめ、せめてこいつだけでも助かるよう、全ぜん身しんに力を込めた。

　盛せい大だいな音と共ともに、瓦礫が周しゆう囲いを埋うめ尽つくす。

　だけど、いつまで経たっても僕の上には、レンガ一つ落ちてこなかった。

「……？」

　顔を上げると、僕たちの周囲には見えない壁かべのようなものが貼はられていた。

『障しよう壁へき』の魔法だ。

「暦こよみ！」

　目の前にいた人物に声をかけると、彼女はゆっくりとこちらへ振り向いた。

「……ケガは？」

「大だい丈じよう夫ぶ。助かったよ、ありがとう」

　僕の言葉に、暦は小さくうなずく。どうやらこの子も、騒さわぎを聞いて駆けつけたみたいだな。

「……そろそろ、どいてくれない？」

　と、不意に身体の下から声が聞こえてきた。

　そういや沙織をかばって倒れてたんだった。

「悪い悪い」

　言いながら立ち上がると、沙さ織おりは顔を赤くしたまま身体からだについた土を払はらった。

「──何がどうなってるのよ」

　不ふ貞て腐くされた顔で腰こしを上げ、沙織は僕に尋たずねる。

　一から説明してる暇ひまはない。だけど、この二人がここにいるのは、好こう都つ合ごうと言えば好都合だった。

「沙織、お前たしか、イブリス草の種たねって携けい帯たいしてたよな？」

「え？　う、うん、あるけど」

「ちょっと貸してくれないか？」

「何に使うの？」

「いいからいいから」

「……ホント、ちゃんと説明してよね」

　ブツクサ言いながらも沙織はポケットからイブリス草の種が入った袋ふくろを取り出し、僕に差し出す。

　それを受け取りながら、今度は僕たちを守ってくれた眼鏡めがねの少女に尋ねた。

「暦こよみ、その『障しよう壁へき』の魔ま法ほうを、僕の身体に直接かけてくれないか？　飛びっきり強力なやつを」

「……意い図とは理解した。でも、あの熱線には耐たえられない」

「それでも構わない」

「……止めても無意味？」

「無意味だ」

「……」

　暦は無む言ごんで僕を見つめると、小さなため息いきをついて何事かつぶやき、右手をこちらに向ける。

　同時に、僕の身体が強い光に包つつまれた。

　僕たちの周しゆう囲いを覆おおっているものより、ずっと頑がん丈じようそうな強い輝かがやきだ。

「……運うんが良くても一度。当あたり所どころが悪ければ、そこで終わり」

「分かった。サンキューな」

　言って、僕は沙織にもらった袋を開ける。

　中には、種が十粒つぶほど入っていた。

　イブリス草の種は料りよう理りに使われる香こう辛しん料りようなんだけど、集中力と反はん射しや神しん経けいを上げる副ふく次じ効こう果かもある。

　僕はその種を、全部口の中に放り込んだ。

「あ、ちょっと！　そんなにまとめて飲み込んだら──」

　沙織が止める間もなく、ノドの奥おくに押し込む。

「っ！」

　途と端たん、血液が全ぜん身しんを駆かけ巡めぐり、燃えるような熱さが広がった。

「うぐぐぐぐぐ……っ！　くあぁっ！」

　通常では耐たえ切れないようなその熱さを、僕は無む理りやり気き合あいで抑おさえ込み、自分の顔を殴なぐって理り性せいを保たもつ。

　……よし、大だい丈じよう夫ぶだ。

　頭が冴さえてくると、色んな思いが浮かんでくる。

　今あの子が苦しんでるのは、僕のせいなんだ。

　僕のせいでナナは苦しみ、こうしてみんなにも迷めい惑わくをかけている。

　そのけじめは、つけなきゃいけない。

　僕はかつて、ナナに命いのちを救すくわれた。

　今度は僕が、あの子を救う番だ。

　一度、大きく息いきを吐はいてから、二人に振り返る。

「じゃあ、ちょっと行ってくる」

　訳わけが分からずオロオロする沙さ織おりと、黙だまってうなずく暦こよみに見送られ、僕はナナの元もとへ駆け出した。

「ナナ────ッ！」

　叫さけびながら、全力で足を動かす。

　僕の接せつ近きんに気付き、ナナはこちらへ顔を向けると、身体からだを仰のけ反ぞらせて口を開いた。

　超ちよう高こう温おんの熱線が放たれる。

　本来ならそこで一いつ巻かんの終わりだが、僕は極きよく限げんまで高められた集中力と反はん射しや神しん経けいを駆く使しして、熱線が触ふれる寸すん前ぜんで身をよじらせ、回かい避ひした。

　だけど完全には避よけきれず、右肩にほんの少しだけかすって、高熱は通り過すぎる。

　刹せつ那な、ガラスの割われるような音と共ともに、僕の身体を覆おおっていた光が弾はじけ、右肩に激げき痛つうが走った。

「くうっ！」

　うめきながらも、足は止めない。

　上じよう出で来きだ。『障しよう壁へき』がなければ、腕うで一本失ってたかもしれないんだからな！

　ナナはさらに尻尾しつぽを振り抜き、いくつもの石ころを飛ばしてきた。

　もう『障壁』の効こう果かは期き待たいできない。集中力と反射神経を活いかしてギリギリのところで避けていくが、全部は無む理りだ。いくつかは当たり、その度たびに、顔や身体に衝しよう撃げきと激痛が走る。

　それでも足は止めない。

　止めるわけにはいかないんだ。

　間ま近ぢかまで迫ると、ナナは腕を振り下ろしてきた。

　あらゆる物を引き裂さくドラゴンの爪つめ。その一いち撃げきを食らえば、僕の身体は瞬しゆん時じに肉の塊かたまりと化かすだろう。

　ナナの爪つめが僕の身体からだに触ふれようとする。

　その寸すん前ぜんで、僕は目をつむり、

「光よ！」

　叫さけびと共ともに、右手を前に突つき出した。

　手のひらから、まばゆい光が放たれる。

　僕が最もつとも得意とする魔ま法ほう、『閃せん光こう』だ！

「！」

　間ま近ぢかで光を浴あび、そのまばゆさにナナは目を押さえ、後あとずさる。

　その隙すきを逃さず、

「おおおおっ！」

　僕は頭からナナの懐ふところへ飛び込んだ。

　ナナの身体を抱だきしめると、そのまま体重をかけて倒たおれ込む。

　僕に組み敷しかれ、ナナはもがきながらも、大きく息いきを吸すい込んだ。

　口の中に光が灯ともる。

　全すべてを焼き尽つくす熱線が、今まさに放たれようとして、

「目を覚ませ、このバカ！」

　僕はナナの頰ほおを、思いっきり引っぱたいた。

「──っ！」

　衝しよう撃げきに顔をゆがめ、目を丸くしてナナはこちらを見つめる。

　口の中の光は、もう消えていた。

「……僕に会いたかったんだろ？」

　問いかけに、ナナはピクリと眉まゆを動かす。

「自分のせいで僕が傷きずついたって思い込んでたのに、会えばまた僕が傷つくって思い込んでたのに、それでも会いに来たんだろ？　あれからまた封ふう印いんされたっていうのに、会いたいっていう思いだけで無む理りやりブチ破やぶって、その上、人間の姿すがたになってまで、僕に会おうとしたんだろ？」

「わ、わたし、は……」

「だったら素す直なおになれよ！　自分を責せめるなよ！　僕もお前に会いたかったんだよ！」

「っ！」

　僕の叫びに、ナナは目を見開く。口を震ふるわせ、次し第だいに全身の力が抜けていく。

「冬とう弥やぁ……、冬弥ぁ……っ！」

　ボロボロと涙なみだをこぼしながら、ナナは僕の名を呼ぶ。

　僕はその身体を強く抱きしめ、背中をさすってやった。
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　ナナは、ようやく自じ我がを取り戻したみたいだった。

　身体からだを起き上がらせて、その肩を抱だいてやる。しばらくしてナナは気持ちを落ち着かせたのか、涙なみだを拭ぬぐって僕の顔を見上げた。

「……冬とう弥や。わたし、冬弥のこと思い出したの。六年前に出会った、あの日のことを」

「ああ、僕もだ。今まで思い出せなくて悪かった」

「ううん。それはこっちもおんなじよ。冬弥、怒おこってない？　わたしのせいでケガしたこと」

「だから、そのことはいいって言ってるだろ。友達なら、助けるのが当たり前なんだから」

「とも、だち？」

「ああ、そうだ。君は僕の友達だ。たとえどんな姿すがただろうとね」

「冬弥……」

　ナナはつぶやき、再ふたたび瞳ひとみを潤うるませる。

「それより、ほら。これを飲みなよ」

「？」

　僕は暦こよみにもらった石をポケットから取り出し、ナナに見せた。

「儀ぎ式しきの途と中ちゆうだっただろ？　これを飲み込まないと、ちゃんと終わらせることができないんだってさ」

「儀式…………、っ！」

　そのセリフにナナは目を見開き、突とつ然ぜん手足を動かして暴あばれ出した。

「嫌いやっ！　このままでいい！　このままがいいの！」

「バカ、暴れるなって！」

　さっきまでの自分の悩なやみが頭の中によみがえったのだろう。ナナは半はん狂きよう乱らんになりながら暴れ続ける。

「わたし、忘れたくない！　冬とう弥やのこと、忘れたくないよ！」

　くそっ、かなり錯さく乱らんしてるな。これは細かい説明をしても聞いてくれそうにないぞ。

　ホント、世せ話わの焼ける子だよ。

　僕はナナの両りよう肩かたを摑つかみ、自分の方へ向かせると、さっき言おうとしたセリフを口にした。

「忘れてもいいじゃないか！」

「…………え？」

　その声にナナは動きを止め、じっとこちらを見つめる。

「忘れたら、また最初からやり直せばいいじゃないか。君が僕のことを忘れても、僕はもう、君のことを忘れない。何度忘れても、その度にまた君と仲なか良よくなって、いくらでも一いつ緒しよにいてやるよ。何度でもだ。いいか、何度でも、だ！」

「冬弥……」

「もう君を、一人になんかさせるもんか！」

　僕の叫さけびに、ナナはうつむく。

　ナナは全ぜん身しんを震ふるえさせていたが、やがて瞳ひとみに決けつ意いの色を作ると、小さな口をゆっくりと開いた。

「……分かった。分かったわ、冬弥。約やく束そくだからね。絶対に、約束だからね」

「約束だ」

　僕はうなずき、手に持った石をナナの口に近づける。

　ナナは目を閉じて口を開け、石に触ふれると、ゆっくりとノドの奥おくに押し込んでいった。

「ん、く……」

　コクン、という音がして、魔力の込められた石はノドを通つう過かする。

　途と端たん、ナナは身体からだを仰のけ反ぞらせ、力が抜けたように僕にもたれかかってきた。

「ナナ？」

　呼びかけるが返事はない。閉じた目は開かず、全ぜん身しんをぐったりさせている。

「……気を失ってるだけ」

　動どう揺ようする僕の背中から、声が聞こえた。

　見ると、暦こよみと沙さ織おりが並ならんで僕の背はい後ごに立っていた。

「害がいは無ない」

「……そっか」

　暦こよみの言こと葉ばに、僕は安あん堵どのため息いきを漏もらす。

「じゃあこれで一いつ件けん落らく着ちやく、かな」

「なんだかよく分かんないけど、ひどい有あり様さまね」

　沙さ織おりは周しゆう囲いを見み渡わたしながら、つぶやきを口にした。

　確たしかにその通りだ。建たて物ものはいくつも壊こわれ、地面や木々に焼け跡あとが残っている。

　ケガ人もたくさん出ただろうし、後あと始し末まつやこれからのことを考えたら気が滅め入いってくる。

　でも、問題はひとまず解決したんだよな。

　そう思って、気持ちを弛し緩かんさせかけた僕の前に、

「ずいぶん派は手でに暴れたようだね」

　──諸しよ悪あくの根こん源げんが現れた。

　竜りゆう煌おう寺じ学園理事長・白しら川かわ久ひさ緒おは、引き連れた生徒たちに指示を与えながら、僕たちに近づいてくる。

　……そう、だよね。これだけの騒さわぎになれば、この人が動かないはずがない、よね。

　生徒たち全員に命令を与え、一人だけになると、理事長は僕に向かって口を開いた。

「さて、冬とう弥や君くん。色々と聞きたいことはあるが、とりあえずその子はこちらで引き取ろうか」

「……え？」

「ミスを認みとめよう。どうやら君の手に余あまる課か題だいを押し付けてしまったようだ。お詫わびと言ってはなんだが、冬弥君には無む条じよう件けんでの一学年進級を約やく束そくしようではないか。君は何も悪くない。この結果は、判断を誤あやまった私の責せき任にんなのだよ。真しん実じつを伝つたえていなかったことも含ふくめて、ね」

　いつものにこやかな作り笑え顔がおを浮かべたまま、理事長は単たん刀とう直ちよく入にゆうな提案を持ちかけてくる。

　いや、これは提案なんかじゃない。

　命令だ。

「……」

　僕は理事長から目を離はなさず、ナナを抱だきかかえたまま立ち上がって、言った。

「やだね」

　僕の返答にも、理事長は表情一つ変えない。

「あんたに引き渡わたしたら、ナナはまた封ふう印いんされてしまう。そんなことをさせるわけにはいかないよ」

「早く準じゆん備びを進めろ、と言っていた人間の発言とは思えないセリフだね」

「それはあんたが僕を騙だましていたからだろ。今回のことだけじゃない、六年前だってそうさ。あのときナナを追っていた人たちは竜りゆう煌おう寺じのはみ出し者なんかじゃなく、捜そう索さく隊たいか何かだったんだろう。僕をここへ招まねいた理由だって、下手へたに情じよう報ほうを操そう作さするより、内部に取り込んだ方が都つ合ごうが良かったからなんだろ？」

「いい線をいってるね、否ひ定ていはしないよ。だが、非ひ難なんされるいわれはないね。必ひつ要ようならばウソくらい、つく。それが、上に立つ者の背せ負おうべき責せき任にんというものだ」

　理事長は作り笑いを大きくするが、僕は目をそらさず、真ま正しよう面めんから見る。

　僕たちはしばらく見つめ合っていたが、やがて理事長は小さく息いきを吐はいた。

「引き渡わたしを拒きよ否ひする理由は理解できたよ。さて、それでは考えたまえ。私が君の願ねがいに応おうじるだろうか？」

　理事長の物もの言いいに、僕はノドを詰つまらせる。

「やめてください、先生！」

　不ふ穏おんな空気を感じたのか、不意に沙さ織おりが、僕の前に一いつ歩ぽ進み出た。

「事情は分かりませんけど、ナナちゃんは悪い子じゃないんです！」

　沙織は僕たちをかばうようにして手を広げ、理事長を見つめる。

「……」

　その後に続いて、暦こよみも前に出て理事長と向かい合った。

　二人の行動に、理事長は腕うでを組んで、笑えみを大きくする。

「特とく進しん科かのトップまでもが私に逆さからうのか。君たちはその意味を本当に理解しているのかね？」

　理事長の周しゆう囲いをまとう空気が、わずかに変わった気がした。

　ビリビリとした威い圧あつ感かんが、こちらまで伝つたわってくる。

「一いち難なん去さってまた一難、てなところかねぇ」

　そんな僕たちの間に、飄ひよう々ひようとした歩あゆみで着き流ながしの女の子が割わって入ってきた。

　花か梨りんだ。

　その顔には、いつものにへらにへらとした笑いが浮かんでいる。この様よう子すだと、無ぶ事じみんなの避ひ難なんを終えたのだろう。

「理事長さんや、悪いがあたしも、こっちにつかせてもらいますぜ」

　そう言って花梨は僕たちの前に来ると、鞘さやから刀かたなを抜いた。

「あたしは冬とう弥やの身みを守るよう、他ならぬあんたから命じられたんでね」

「花梨……」

　思わず僕は声を漏もらす。

「…………面おも白しろい」

　──その目の前で、突とつ如じよとして強きよう烈れつな殺さつ気きが膨ふくれ上がった。

「っ！」

　ナナを抱だく腕に力が入る。

　他のみんなも一いち様ように緊きん張ちようを走らせ、理事長を見つめた。

　理事長は笑っていた。

　いつもの作り笑いなんかじゃない。敵てき意いに満ちた、壮そう絶ぜつな笑みだ。

「面おも白しろいねえ！　漆しつ黒こくの魔ま女じよと呼ばれたこの私に、学生ごときが歯は向むかうってのかい！　覚かく悟ごは出で来きてるんだろうね！」

　叫さけぶと同時に、理事長は右手を高く掲かかげた。

　するとその手のひらの上に、突とつ如じよとして銀ぎんのチョーカーが出現する。

「──」

　理事長は笑えみを浮かべたままこちらを見ると、詠えい唱しようも無なしに手を振り下ろす。

　刹せつ那な、ものすごい速さでチョーカーは空くうを切り、突つき刺ささるようにしてナナの首にはまった。

　これは、封ふう印いんの首くび輪わだ！

「くそっ！」

　苛いら立だち混まじりの声が漏もれる。

　諦あきらめるしかないのか？

　またもやナナは封印され、もう二度と会うことはできないのか？

　そんなの嫌いやだ。絶対に嫌だ！

　分かってるよ、この人に勝てるわけがないってことくらいは。

　それでも、僕は叫ばずにはいられなかった。

「ナナは、僕が守るんだ！」

　ナナをかばうようにして背せを向け、死をも覚かく悟ごしたそのとき、

「そうか、ではそうしたまえ」

　──静しずけさが舞まい戻った。

「…………え？」

　振り返ると、理事長はいつもの笑え顔がおを浮かべていた。

　さっきまで感じていた敵てき意いも殺さつ意いも、もうどこかに消え去さっている。

「えっと、あれ？」

「どうした？　まだ何か言い足たりないことでもあるのかね？」

「え、あの、理事長、いま、ナナを封印しようとしてませんでした？」

「なんだ、封印して欲ほしいのか？」

「い、いえいえ！　そういうわけじゃないんすけど……」

「私は合ごう理り主しゆ義ぎ者しやだからな。特とく進しん科か、体たい魔ま術じゆつ科か、薬やく術じゆつ科か、それぞれの優ゆう秀しゆうな人じん材ざいを失ってまで、当初の計画を遂すい行こうさせようとは思わないよ」

「……僕は数に入ってないんすね」

「何事にも柔じゆう軟なんな対たい応おうが必ひつ要ようなのだよ。無む理りに封印を施ほどこしても、また今回のように破やぶられる可か能のう性せいはある。そんな手間をかけるくらいなら、他の解かい決けつ策さくを考えるべき時期に来ているのかもしれない。そう、いっそのことドラゴンを懐かい柔じゆうし、我々の味み方かたにつけるくらいの思い切った策さくを、ね。だからとりあえず今は、『力』を封じるだけでよしとしておこうと、まあそういうことだ」

　そう言って理事長は僕を見つめ、「ただし」と付つけ加くわえる。

「自分の発言には責せき任にんを持ちたまえ。守ると言った以上、もう今回のような事じ態たいを決して引き起こしてはいけないよ。また同じことがあれば、今度こそアウトだ」

「……それは、分かってます」

「その子からは決して目を離はなすな。二十四時間、ずっと一いつ緒しよにいるくらいの気持ちで接せつしろ。君が考えている以上に、その子の存そん在ざいは貴き重ちようで、危険で、影えい響きよう力りよくの大きいものなのだからな、はっはっは」

　言うだけを言うと理事長は背せを向け、そのまま僕たちから遠ざかっていった。

　後ろ姿すがたが見えなくなると、途と端たんに全ぜん身しんの力が抜け、その場にへたり込む。

「……心しん臓ぞうに悪い人だな」

　十年は寿じゆ命みようが縮ちぢまった気がするよ。

「こ、怖こわかった[image: ～][image: ～]っ！」

「無む茶ちやはするもんでないねぇ」

　その思いは全員同じだったようで、みんなもその場に座すわり、今いま頃ごろになって額ひたいや頰ほおに冷ひや汗あせを流していた。

「……はふぅ」

　あのいつも無表情な暦こよみでさえ、顔を上じよう気きさせて大きく息いきを吐はいている。

　そんな中、ナナだけが一人、静しずかに寝ね息いきを立てていた。

　君のことで必ひつ死しになってたっていうのに、のん気なもんだよ。

　ま、そんな子だからこそ、みんな君のことが好すきなんだろうね。

　もちろん、僕だって。

　頰ほおをなでてやると、ナナは小さく「冬とう弥や」とつぶやく。

　僕はその声を、とても愛いとおしく思った。










　　　終章　あしたに向かって




　寝ね苦ぐるしさに目を覚ますと、ナナが僕の上に乗っかっていた。

　もう朝だった。

　あれから僕は、みんなへの感かん謝しやの言こと葉ばもそこそこに、すぐに帰き宅たくした。

　ひどく疲つかれていたのだろう。ナナをソファに寝ねかせて、自分はベッドで横になっていたら、そのまま眠ねむってしまったみたいだ。

　そんな僕のベッドに、ナナはまた潜もぐり込んできた、というわけである。

　ナナをソファに戻そうとして、思いとどまる。

　この子は僕の側そばにいたい。ただそれだけなんだよな。

　だったら受け入れてやればいいんだ。

　無む理りに離はなれる必ひつ要ようなんて、どこにもないんだから。

　ナナの髪かみを梳すいてやると、彼女はうっすらと目を開け、僕の顔を見つめた。

「おはよう、ナナ」

「……」

　ナナは、いつものように驚おどろいて飛び起きたりしなかった。

　やっぱり、これでよかったんだ。

「冬とう弥や……」

　ナナは僕の名をつぶやくと、ゆっくりと微笑ほほえみ、そして、

「この、ド変へん態たい！」

　──思いっきり、グーで僕の顔がん面めんをぶん殴なぐった。

「うぐぉっ！　な、何するんだよ！」

「それはこっちのセリフよ！　あなた、何回同じことをすれば気が済すむわけ？　ちょっとは学習しなさいよね！」

「そ、それこそ、こっちのセリフなんだけど……」

　というか、なんか様よう子すがおかしいな。せっかく記き憶おくが戻ったのに、なんだか今までとまるで変わってないような。

「あ、あのー、ナナさん？　つかぬことをお聞きしますが、君って記憶をなくしてまで、僕に会いに来てくれたんだよね？」

「はあ？　何言ってんの？　どうしてあなたのために記憶喪そう失しつにならなきゃいけないのよ」

　あ、あれえ？　ど、どういうこと？

　疑問に思った僕は、昨日きのうのことに関して、いくつか質しつ問もんしてみた。

　すると、ようやく詳しよう細さいが判はん明めいする。

　どうやらナナの記き憶おくは、僕がケガをする直前で途と切ぎれているらしかった。

　で、気付いたらこうしてベッドで寝ねていた、とのこと。

　当然、過か去このことは思い出してないし、自分の正しよう体たいにも気付いてなくて、派は手でに暴あばれ回ったことも記憶に無ないみたいだ。

「なんだか頭がボーっとするというか、よく覚えてないのよね。あれから何かあったの？」

「……」

　ナナの問といには答えず、考える。

　もしかしたら、記憶回かい復ふくの儀ぎ式しきを正式に中断させたから、戻っていた記憶も『なかったこと』にされたんじゃないだろうか。

　加くわえて、ナナの首には新しい銀ぎんのチョーカーがはめられている。あのマジックアイテムには、記憶をも封ふうじる効こう果かがあるのかもしれない。

　あるいは他の要よう因いんの可か能のう性せいだって考えられるけど、とにかく、ナナの記憶は以前と変わらない状じよう態たいだということなんだよな。

「ねえ、なんとか言いなさいよ」

「……さて、学校へ行こうか」

「はあっ？　ちょっと、待ちなさいよ！」

　ナナの言こと葉ばを無む視しして、僕は立ち上がり、登とう校こうの準じゆん備びを始める。

　背はい後ごではまだナナが騒さわいでいたが、あいにく彼女の質しつ問もんには、答えられる立場にないんだよ。

　昨日きのうの帰り際ぎわ、僕は理事長に呼び止められて、こう言われたんだ。

『あの子には何も教えるな』

　あのときは疲つかれてたし、ナナの記憶はもう戻ったんだから教えるも何もないだろうと思ってたんだけど、こういうことだったのか。

　これは取とり引ひきだ。

　ナナを封ふう印いんしない代わりとして、僕と交かわした契けい約やくみたいなもの。

　ま、理事長の立場からすれば、昨日のような惨さん事じはもう二度と起こすわけにはいかないからね。ナナが暴ぼう走そうする可能性を少しでも減へらすために、余よ計けいな刺し激げきは与えるな、ということなんだろう。実じつに合ごう理り的てきで、あの人らしい判はん断だんだよ。

　残された課題は、一つだけ。

　ナナを言いくるめるのは、僕の役やく目めだってことさ。

「さっさと昨日のことを教えなさいってば！」

　しつこく問とい詰つめてくる声を背せに受けながら、僕は大きなため息いきをつき、玄げん関かんのドアを開けるのだった。







　学園への道を並ならんで歩きながら、僕はナナに、あれからどうなったのかを『説明』した。

　まず、記き憶おく回かい復ふくの件けんはおあずけになった、ということにした。

　これは『本人が嫌いやがってるのに無む理りをさせるわけにもいかない』という暦こよみの意い思しによるものであり、現在の記憶がなくならずに、元もとの記憶を取り戻せる確かく実じつな方法が見つかれば、また報ほう告こくする、とかなんとか、そんな感じの話をでっち上げてみた。

　幸さいわいにも、ナナは疑問も抱いだかずに信じてくれたようで、なんとか一ひと安あん心しんである。

　……暦には後で口くち裏うらを合わせてもらおう。

　次に、ナナが昨日きのうのことを覚えてないのは、気を失ってたからだ、ということになった。

　追いかけてきた僕と口こう論ろんになり、言い争あらそいがヒートアップ。怒おこったナナはうっかりと大だい魔ま法ほうを発動させてしまい、その反はん動どうで意識が飛んだ、というところに落ち着いたんだ。

　これならナナだけじゃなく、あの場にいた人たちに説明を求められても、なんとかごまかせるだろうし。大おお騒そう動どうの原げん因いんは、僕とナナがケンカしたからだ、ということで。

　みんなはナナのことを、名めい門もんデモン・ウィッチクラフトからの留りゆう学がく生せいだって信じてるから、あのとき見せていた翼つばさと尻尾しつぽだって、魔法の効こう果かだと思い込んでくれるだろう。

　そうだな、そっちは花か梨りんに頼たのもうか。

　風ふう紀き委い員いんの口から説明してもらえれば、信しん憑ぴよう性せいも増すってものだ。

　みんなからは、「また冬とう弥やか」って言われるんだろうけど、ナナに非ひ難なんの目が向くくらいなら、その程てい度どはどうってことないよ。

　──しかし、必ひつ要ようならばウソくらいつく、か

　理事長の言こと葉ばを思い出す。

　結果的には、あの人と同じことを、僕もやってることになるんだよな。

　まあ、ナナに向かって「お前はドラゴンだ！」なんて言っても信じてくれないだろうし、逆ぎやくに信じられても困る。

　もしもまたあんなことが起きたら、今度は止められるかどうか分からないし、悔くやしいけど、今の僕は特別な力なんて持ってない、ただの魔法使い見習いに過すぎないからね。

　それでも。

　僕がナナを守れるだけの力を手に入れたとき。少なくともそう確かく信しんできたときには。

　ナナに本当のことを話そうと思う。

　そうすることが、きっとナナにとってもいいことのはずだから。

　理事長との約やく束そくなんて、関係ないさ。

「……なんか、今日の冬弥は変ね」

　物思いにふけっていると、ふと、ナナが僕に顔を向けながら、そんなことを言った。

「ん、何が？」

「妙みように清すが々すがしいというか、さっぱりしてるというか、昨日とは違ちがう感じがするわ」

「そう？　自分では分からないけど、そんなに変かな？」

「変よ、変。変へん態たいよ、このド変態」

「……さらりと罵ば倒とうするのはやめてくれないかな」

　抗こう議ぎの声を上げたが、まるで聞いちゃいない。

「──でも」

　だけどナナは僕の目を見つめると、不ふ意いに口くち元もとを緩ゆるませた。

「昨日きのうまでより、ちょっと大人っぽくなったみたい」

「え？　何？　なんて言った？」

　ナナの声は小さくて、よく聞き取れなかった。しかし彼女はセリフを言い直すつもりなんてないみたいだ。

「なんでもない。ほら、早く行かないと遅おくれるわよ」

　そう言って背せを向け、少し早足で歩ほを進めていく。

　どんな表情をしているのかは分からなかったけど、なんだか機き嫌げんが良さそうだな。

「それにしても」

　ナナの背中を眺ながめながら、自然とつぶやきが漏もれる。

　僕はかつて、自分の命いのちを救すくってくれた魔ま法ほう使つかいを超こえてみせると、自分自じ身しんに誓ちかった。

　でもその魔法使いって、ナナのことなんだよな。

　つまり僕は、この子を超えなきゃいけないんだ。

　最さい強きようの幻げん獣じゆうである、ドラゴンを、だ。

　まったく、とんだ目もく標ひようを掲かかげちゃったものだよ。

　それって、いつになったら達たつ成せいできるのかな、ははは……。

「何を一人で笑ってるのよ」

　自分自身に呆あきれて足を止めた僕に、先を歩くナナが振り向き、声をかけてくる。

「遅おくれるって言ってるでしょ。とっとと歩きなさいよ」

　頰ほおを膨ふくらませながらも、その顔には無む邪じや気きな笑えみが浮かんでいた。

　僕はその笑顔を、いつまでも守りたいと思っている。

　──超えるくらいじゃなきゃ、守ることなんて出来ないよな。

　だったら、やるしかない。

　やれるかどうかじゃない。

　やるんだ。

　なりふりなんて構わず、自分にできることからコツコツと。

　一人前の魔法使いを目め指ざして、なんだってやっていけばいいさ。

　そんなわけで。

　僕は手始めに、あんなことがあった翌よく日じつだっていうのに、ナナの服ふくと食事の代金を、図ずう々ずうしくも理事長から頂いただこうと考えるのだった。
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　あとがき




　はじめましての方も、そうでない方も、こんにちは、こんばんは。麻あさ宮みや楓かえでです。

　このたびは『まじ×どら』をお買い上げいただき、本当にありがとうございます。

　色々ありましたが、ようやく皆様にお届とどけすることができました。

　まだまだ未み熟じゆく者ものゆえに、拙つたない部分も多々ありますが、ほんの少しでも楽しんでいただけると幸さいわいです。

『リリスにおまかせ！』の方も続きを書いていきたいなと思ってますので、そちらを楽しみにしてくださっている方も、どうか気き長ながにお待ちくださいませ。




　今回もたくさんの方のお世話になりました。

　担たん当とうの三み木き様さま、和わ田だ様。

　イラストの有あり河かわサトル様。

　その他、この本の製せい作さくに携たずさわってくださった方々。

　そして、全すべての読者の皆様。

　本当に、本当にありがとうございます。

　全力で精しよう進じんしていきますので、どうかこれからもよろしくお願いします。




　それでは、いつものように書くことがなくなったので、このあたりで。

　またいつかお会いしましょう。











麻宮　楓
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麻あさ宮みや 楓かえで

大阪在住の世捨て人。趣味は積みゲー。面白そうだと感じたゲームはとりあえず買ってみる。買っただけで満足する。そして積む。友人に「それ、ただの浪費癖だよね」って言われた。確かにその通りだった。なんとかしなきゃと思った。でもやめられない。誰か助けてください。
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イラスト／有あり河かわサトル

１９８３年生まれ。神戸の端で鯛とタコを食いながら生きている。いまどき希少な黒髪ロングな女の子を好み、黒髪ロング分が不足すると禁断症状を起こす。最近健康のために自転車を始めたが仕事追い込みのためまるで時間がないらしい。
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